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例 言
ねむろしほにおいがわうがんいせき

本書は、平成16年度に実施した一般国道14号根室道路建設工事に伴う根室市穂香川右岸遺跡の埋

蔵文化財発掘調査報告書である。

報告書の編集は第1調査部第3調査課が行った。

遺構の原稿は、調査を担当した調査員がそれぞれ執筆した。各章、節の原稿についても、文末に

文責者名を記している。

遣構図は、調査担当者が整理し第二原図を作成した。 トレースは藤野戸美身が行い、愛場和人が

取りまとめた。

調査現場での遣物出土地点計測にはトータルステーションを使用し、計測データを扱う応用ソフ

トウェアには(株)シン技術コンサルの「遺跡管理システム2000」を使用した。

調査現場での一次整理及び遺物取り上げデータ(遺物台帳)の管理は越田雅司が統括した。

発掘調査での写真撮影は愛場と越田が行い、遺物の写真撮影、焼付などは越田があたった。

土器･陶磁器の接合復元、拓影図・断面実測にはILI本敬子、加藤量子が従事し、愛場が取りまと

めた。

土器と石器の実測とトレース作業は木下はるみが行い、愛場が取りまとめた。また、一部陶磁器

の実測とトレース作業を(株）トラスト技研に依頼した。

金属製品の保存処理は、第1調査部第1調査課主査田口尚があたった。また、金属製品の実測と

トレースは田村直子が行った。

火山灰の分析は、㈱パレオ･ラボが測定し第1調査部第1調査課主査花岡正光が同定した。

フローテーション資料については水洗作業を調査現場で行った。選別作業は江別事務所で行い、

これに加藤量子があたり、愛塲が取りまとめた。

遺物の各種分析、 同定はつぎの方々と機関に依頼した。

放射性年代測定く㈱加速器分析研究所＞、黒曜石の原材産地同定く㈲遺物分析研究所藁科哲

男＞、赤色顔料材質鑑定くパリノ･サーヴェイ㈱＞、炭化材樹種同定く北海道浅井学園大学

三野紀雄＞、炭化植物種子同定・火山灰EPMA分析く㈱パレオ･ラボ＞

出土資料は、根室市教育委員会で保管・活用される。

調査にあたっては、つぎの方々、機関の指導ならびに助言を得た。 (lll目不同、敬称lll各）

北構保男、根室市教育委員会川上淳、釧路市埋蔵文化財調査センター西幸隆・松田猛・石川

朗、標津町教育委員会椙田光明、斜里町立知床博物館松田功・中村竹虎・門間勇、帯広百年記

念館北沢実・山原俊朗、東京大学文学部付属北方文化研究所常呂実習施設宇田川洋・熊木俊

郎、羅臼町教育委員会涌坂周一、富良野市郷土館杉浦重信・澤田健、幕別HI]教教育委員会大矢

義明、 南茅部町教育委員会福田裕二、オホーツクミュージアムえさし高畠孝宗、 ところ遺跡の

森武田修、浦幌町立博物館後藤秀彦、厚岸町教育委員会熊崎農夫博中標津町教育委員会山

宮克彦、美幌博物館小林敬、別海町教育委員会石渡一人、立教大学山浦清、㈲遺物分析研究

所藁科哲男、北海道浅井学園三野紀雄札'l1兇国際大学博物館椿坂恭代、根室市立北斗小学校松

井信輝、深川市教育委員会葛西智義、恵庭市郷土資料館上屋真一・松谷純一・森秀之、沙流川

歴史館森岡健治、静内町郷士館藪中岡ll司、苫小牧市博物館赤石慎三、秋田県埋蔵文化財センタ

ー利部修、北海道開拓記念館平川善祥･ ll｣田悟郎・右代啓視・鈴木琢也、豊原煕司、大井晴

男、野村崇、水野正好、竹田輝雄
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記号等の説明

遺構は、以下の記号でもってあらわし、原則として調査順に番号を付けた。

擦文時代・続縄文時代 1I :竪穴住居 P :土坑 F :焼土 S :集石

縄文時代 JⅡ ：竪穴住居 JP :土坑 JM:盛土JF :焼土

1

例外については凡例を付して示した。

｜ :炭化物･炭化材､金属製品木質部残存部

挿図中では以下の網点を用いた。

｢~~－:焼土

同;炭化物の付着面

｢－－:ベンカラ

2

3 遺物分布図では以下の記号を用いた。

●：土器、▽：剥片石器、▲：礫石器、◆：フレイク

遺構の規模は「確認面での長軸長×短軸長／床(底)面での長軸長×短軸長／確認面からの最大深

(単位は111)」の順で記した。一部破壊されているものは現在長を「()」で示し、不明のものは

「 」で示した。

4

実測図の縮尺は、原則として下記のとおり

スケールを付して示した。

遺 構 l : 40 復元土器' |陶磁器

土器拓本

である。下記以外の図および、例外については図内に匡
叱」

剥片石器

石 斧

礫石器

ｌ
ｌ
ｌ

１
１

３

２

２

２

３

6 土層の表記は、基本土層についてはローマ数字で、遺構の層位についてはアラビア数字で示した。

7 土層の色調は『新版標準土色il'占19版』 （小山・竹原1997)に従った。

8 火山灰の略号は、 『北海道の火山灰」 （北海道火山灰命名委員会1982)による。

9土器石器、鉄製品の大きさは「最大長×最大幅×最大厚」で記した。剥片石器、礫石器は機能

部にこだわらず、長軸を長さ、短軸を幅厚さは最大厚を採用した。
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I 遺跡の概要

第I章遺跡の概要

1 調査要項

遺跡名：穂香川右岸遺跡(N-01-2%)

事業名：一般国道44号根室道路工事に伴う穂香川右岸遺跡発掘調査

委託者：国土交通省北海道開発局釧路開発建設部

所在地：根室市穗香121番地lほか

調査面積: 5,000m

発掘期間：平成16年5月6日～平成16年10月30日

整理期間：平成16年11月1日～平成16年3月31日

2 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター理事長森重楯一

専務理事宮崎勝 常務理事佐藤俊和

総務部長佐藤英一 第一調査部長千葉英一

第一調査部第三調査課課長高橋和樹

同主査越田雅司(発掘担当者）

同主任愛場和人(発掘担当者）

3 調査にいたる経緯

一般国道44号根室道路は、釧路市を起点とし根室市に至る延長124kmにおよぶ一般国道44号のバイ

パスとして、根室市温根沼より穂香までの約7klnの区間に計画された自動車専用道路である。工事計

画の具体化に伴い平成10年10月19日付けで埋蔵文化財保護のための事前協議書が北海道開発局釧路開

発建設部より北海道教育委員会(以下道教委)あてに提出された。

平成12年9月に道教委は根室市教育委員会の協力を得て、所在確認調査を実施し、路線変更が困難

な場合は発掘調査が必要な旨を、平成12年11月に釧路開発建設部あて回答した。その後関係者による

協議が行われ、最終的に(財)北海道埋蔵文化財センターが発掘調査を実施することとなった。平成13

年から平成15年の3年間には従前知られていた穂香竪穴群のうち、計画路線内にあたる18,590㎡の調

査を行った。 この間平成14年8月に道教委と根室市教育委員会により、所在確認調査の際に遺跡可能

性地となっていた部分の試掘調査が行われ、 5,000mが調査対象として追加され、今年度調査を行う

こととなった。 （越田）

4調査の概要

(1) 発掘区の設定(図1-1)

発掘区はアルファベットの大文字と数字の組み合わせで表示した。当センターでは道路建設工事に

伴う発掘調査の場合、基本的に道路のセンターラインを基線とし、 これにMラインを当てアルファベ

I



4 調査の概要

ヅト表記をし、基線に直行する直線には数字を当てて格子を設定している。穂香川右岸遺跡では発掘

調査区域が道路の曲線部分に当たるため、測点51+O().000基準点とし、 これと55+00.00()を結んだ直線

を東西方向の基線、南北方向は基準点を通り、東西方向の基線に直交する直線とした。

ラインの設定は、南北方向をアルファベットの大文字とし基線をMに設定後、南側にN、 O、 P、

北側はL， K、 Jとした。東西方向は数字で、路線中央杭5,400を通る基線を25とし、東側に26， 27，

28， 29． ･と進行し、西側は逆に24， 23， 22， 21…とし、 4×4mの格子を設定した。調査は、 アルフ

ァベットでは、 C～Tライン、数字では15ラインから43ラインの東2mほどまでの範囲を対象に行っ

た。

基準点の経緯度は、北緯43度18分28秒、東経145度32分43秒で、真北と0ラインとの偏差は37度41分

52秒である。基準点の測量量成果は下記のとおりである。 （越田）

測点5,1+00. 000(M25) X=-76, 107. 254831 Y=105, ()91.479562

測点55+00. 000 X=-76,059. 900039 Y=l()5, 182. 548949

（平面直角座標系第XⅢ系）

また、測量法の改正に伴い、平成14年4月1日にそれまでの平面直角座標系（昭和43年建設省告示

第3059号）は廃止され、新たに世界測地系に基づく平面直角座標系（平成14年国土交通省告示第9

号）が施行された為、世界測地系による平面直角座標を併記しておく。なお、座標の変換には国土地

理院のホームページで公開されている座標変換ソフト 「TKY2JGD」を使用した。

この方眼の世界測地系による平面直角座標は第XⅢ系で以下のとおり。

測点5'l+00. 000(M25) X=-75836.9980 Y=101772. 5396

測点55+00. 000 X=-75789. 6436 Y=10.186().61()5
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I 遺跡の概要

(2) 調査の方法(図1-3)

現況

調査区域の現況は笹原であるが、過去に牧草地として耕作されており、 Ⅲ層下部もしくはⅣ層上面

まで削平を受けていた。 21ラインから29ラインのあいだは干場や資材置き場として使用されており、

V層上面まで削平し砂利が敷き詰められていた。 また、 21ラインより西側にはⅥ層まで掘り抜いたゴ

ミ捨て穴や、作業用道路として造成した跡がみられた。

25％調査、包含層調査

調査は表土除去、Ⅳ層上面までの25％調査、遺構調査と包含層調査、Ⅳ層(摩周火山灰)除去、 V層

の25%調査の手|||目で進めた。表土除去は重機で行い、つぎにスコップなどで笹の根を切りながら、人力

で耕作土の除去を行った。 25%調査は、遺物包含層を発掘区単位で進め、遣物の出土状況や量に応じて

移植ごてやスコップ．、 ジョレンなどの道具を使い分けて行った。

Ⅳ層火山灰(摩周火山灰)上面までの調査では25％調査の結果、遺構が確認されず、 また遣物の出土が

極めて希薄な部分については、周囲の出土状況や地形などで総合的に判断し、調査の省力化を図った。

図1 2に示した、斜線と網点がかかった部分がその範囲である。 25%調査がある程度進んだ状況で、

作業進行工程を考え、順次遺構調査を並行して行った。遺構周辺以外の部分では、Ⅳ層を重機で除去

しV層の25%調査を進めた。遺構周辺では遺構調査終了後、 111頁次同様の25%調査を行ったがV層からは

遺構や遺物は検出されなかったので、 25%調査以外の部分、図1-2に示した斜線の部分についてはV

層上面のみの調査にとどめた。

遣構調査

25％・包含層調査では、耕作土を除去した段階Ⅱ層中ないしⅢ層中で遺構の確認に努めたが削平

が激しく、Ⅳ層上面で確認した。基本的に遺構は平面形を確認後、住居跡・大きな土坑は十字に土層

観察用の畦(ベルト）を残し、小型の土坑は二分割して土居を記録しながら調査を進め、作業進行中に

は随時写真撮影を行い記録に努めた。竪穴住居跡の炉跡焼土などについては動植物遺体を検出する

ために、その周囲も含め土壌を採取した。また、遺構出土や包含層出土の遺物に関しては、必要に応

じて写真撮影と同時に器械による取上げ計測のほかに出土状況図を作成した。

遺物の取り上げ

出土遣物はI層出土のものを除いてすべてトータルステーションを使用して、出土位置をデータコ

レクタに記録して取り上げ、応用ソフト 「遺跡管理システム㈱シン技術コンサル」で管理した。遺物

番号は遺跡で通し番号を振り、取上げた。基本的にトータルステーションの設置を含めた遺物取り上

げ作業や細かな測量作業は、調査員の指導のもと、発掘作業員が従事した。

（越田）

（3） 整理の方法

現地では野外作業と並行して、遣物の水洗・注記と台帳作成、大まかな分類などの基礎的な作業を

行った。注記については、 「遺跡名略称(N2%).遺物番号」を基本とした。遺物台|帳については

「遺跡管理システム」を使用し、 当センターが従来使っていた台帳形式を踏まえ遺構・発掘区ごとに

出力し管理した。ほかの整理作業は江別事務所に場所を移し、土器の接合・復元、石器・礫の接合、

金属製品の保存処理、土器・石器などの実測・計測・集計・写真撮影を行い、その成果を本報告書に

掲載した。また、採取した竪穴住居跡などの土壌試料は、現地で乾燥・計量・浮遊選別・乾燥・袋詰

めまでを行った。江別事務所における整理作業では、実体顕微鏡を使用して選別・抽出を行い、資料



4 調査の概要

の鑑定を依頼した。

(越田）

（4） 遺物の分類

土器・陶磁器の分類

分類にあたっては財団法人北海道埋蔵文化財センターの標準的な分類を踏雲した。縄文時代の土器

については早期の資料をI群、前期をⅡ群、 中期をⅢ群、後期をⅣ群晩期をV群とした。続縄文時

代の資料はⅥ群、擦文時代の資料はⅦ群とし、近世の陶磁器類はⅧ類とした。北筒式土器については

過年度の報告を踏襲しⅣ群として取り扱った。

本年度出土した土器にはⅣ群＝北筒式土器、Ⅵ群＝続縄文前葉の土器、Ⅷ群の資料がある。

石器等の分類

石器の分類は大分類にとどめ、記号による細分類は行なわず、記述により補足した。剥片石器は石

錐、石槍両面調整石器、つまみ付きナイフ、 スクレイパー、 Rフレイク、 Uフレイクがある。礫石

器は石斧類、石鋸、砥石、すり石、たたき石、台石、石皿、加工痕ある礫がある。他に石核、 フレイ

ク、原石、礫、礫片がある。金属製品の分類も同様に扱った。多量の和釘類のほか、錐、鉄鍋、鎌、

小刀、煙管、火打ち金、鈎鈷の先などの漁労具鉄鍔などがある。土製品では土玉が、石製品は硯、

石盤などが、骨角器では回転式離頭鈷先が出土した。

（愛塲）

（5） 調査結果の概要

耕作士からは、陶磁器類、金属製品、骨角器、銭ガラス玉、土製玉など多様な遺物が出土した。

陶磁器類には徳利、蓋、皿、甕揺り鉢などがあり、酒や醤油の輸出用容器のいわゆるコンプラ瓶も

出土している。金属製品では多量の和釘類のほか鉄鍋片、鉤鈷の先(マレク)などの漁労具、小刀、鎌、

火打ち金、煙管類、鉄鍔などが出土した。骨角器では離頭鈷(キテ)の破片が出土している。ガラス玉

はまとまっての出土ではなく、 19点が散在していた。攪乱を受けているので、 出土地点のまとまりは

顕著ではないが30ライン以東で、 ほとんどが出土している。和釘の分布ではそのうち調査区北東部に

大きなまとまりが一つと、 L34区とQ40区の付近に小さなまとまりが二つ、傾向としてみられる。出

土遺物からアイヌ文化期の墓の存在が十分考えられたが、検出されていない。また、建物跡の存在も

考えられたので、柱穴とみられる小ピットをⅣ層上面で精査し調査したが、検出されなかった。

縄文時代の遺構は台地の南斜面を中心に分布し、竪穴住居跡2軒、土坑18基、盛土4カ所、焼土9

カ所を調査した。いずれも縄文時代後期前葉の時期と考えられる。土坑のうち規模の大きいものは、

竪穴から炉や柱穴が検出されず、 また攪乱の影響で外柱穴や、焼土との関係も十分精査できないため

に土坑としたもので、竪穴住居の可能性は考えられる。遺物量は竪穴住居、土坑ともに少ない。盛土

は2カ所で上面が削平されていたが、ほかの2カ所は削平の影響はあまり受けていなかった。Ⅵ層を

主体とする盛土が、 くぼんだ中央部に黒色土が堆積した状態で環状に検出された。盛土を除去すると

焼土や多数の小ピットが検出された。そのうちJM-2では盛土除去後に炭化材がまとまって出土し、

周囲からはベンガラが環状に確認された。包含層の遺物としては、 Ⅲ層から後期前葉の北筒Ⅲ式土

器黒曜石製の石嫉、石槍、スクレイパー、つまみ付きナイフや礫石器が少量出土している。

また、炭化植物遺体の|司定であるが、鑑定を依頼したが有効な同定結果を得られなかった。
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l 遺跡の位置

第Ⅱ章遺跡の位置と環境

1 遺跡の位置

穂香川右岸遺跡は根室半島中央部、根室市市街地から南西約5kmの標高約5～12mの段丘に位置して

いる。西側に第ニホニオイ川河口の沖積低地、南側に谷底平野と面している。谷底平野には泥炭が発

達し、谷地坊主が多く見られる。第二ホニオイ川を挟んだ対岸には平成13年度から平成15年度まで調

査した穗香竪穴群がある。

根室半島の地形は、標高約10mから50mの間でいくつかの段丘面が形成されているが、段丘崖が不

明瞭で、全体として台地状となっている。 この台地は、皿状の浅い谷や小河川などで区分され細かな

起伏が見られる。

根室市内には確認されている遺跡が約300カ所ある。遺跡の種別では集落跡が全遺跡数の三分の二

以上を占めている。 これは、道東地方の冷涼な気候により埋まりきらない竪穴が多いため、集落の存

在を地表から確認しやすいことが影響しているといえる。 これらの遺跡については前述した穂香竪穴

群(1)～(3)でふれているので、詳細については参照願いたい。

2 歴史的環境

ホニオイの語源ははっきりしない。解釈としては、永田方正氏や山田秀三氏による「I)()11-i-() i (

ポンイオイ、ポニオイ)小へび多い所」 、 「I)0n-ni-()i (ボンニオイ）小さい木片(寄木)多い所」など

の説がある。

16世紀の末に松前藩が成立し、寛政年間(1789～1801年)には東蝦夷地にクスリ、 アッケシ、キイタ

ップ、 クナシリの直領場所が存在した。山田秀三「北海道の地名」には、根室湾沿いに、北はラウス

万忠 ﾛ q

‐ 泊 宗弓 ･
言 ・宏 一 ‘

~

漁 鵜

／
蘂

…
李空f，、

面蓉r華 …

伝l工地院 11僻' '51年9月30社発行

l ； 25, ()()(） 根室I卿部を複製加筆

遺跡付置図図n-1
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Ⅱ遺跡の付置と環境

から根室半島を回り太平洋側の落石に至る、子モロ場所漁場等が示してあり、子モロ(根室)からホロ

モシリ（幌茂尻)あいだにコイトヱ、 アッケシイト、ホニヲイとあり、ホニオイ場所の存在が伺える。

寛政年間から四代にわたり野付半島から根室に至る地域、根室場所の請負人である藤野喜兵衛氏の

もとでアイヌ語の通訳(通辞)として勤めながら、代々伝蔵を雲名し当時の様子を描いた多くの文書を

残した加賀家文書の中にもホニヲイに関する記事は散見できる。

嘉永七年甲寅(1854年)閏七月の記述には、子モロ場所漁業の出産物や地勢、港湾の規模距離など

が順に記されている。 このなかで、 「子モロ会所(寛政十一年設、 1799年)元より西之方海岸地名里数

書改行コヱトヱ小川有改行ホニヲイ小川有」 とある。 また、安政四年巳年(1857年)五

月土人ママ別調子帳(士人ママ々別調べ帳)の記述では、ホニヲイ住居として「〆土人ママ家数九軒

改行人別四拾八人内男弐拾弐人女弐拾六人」 とあり、弐才から六十壱才までの48人が暮らし

ていたことがわかる。

ホニヲイ場所が開かれた時期は寛政年間であるが、今回の調査で耕作土から、近世末と考えられる

陶磁器や金属製品、鉄津、ガラス玉などが出土しているので、 当時から続くアイヌ民族と和人の歴史

の端緒をつかみたかったが、調査区内では具体的な建物跡などの遺構は検出されなかった。

3 基本層序

土層断面観察ラインをIラインと35ラインに設定した(図Ⅱ－2～4)。耕作されていた、 22～28ラ

インの間と、 35ライン以東、Nライン以北にかけての範囲では、大部分がⅣ層上面まで撹乱を受けて

いた。調査区内では北東隅が一番高く、南の谷底平野と31～33ラインの沢に向かって斜面となってお

西側では25ライン付近を頂点として第二ホニオイ川の沖積低地へと続く斜面となっている‘り

I層 表土、耕作土。遺跡の大部分の現況は笹地で、笹根の下のポロポロした腐植土もこれに

含めた。層厚は5～30cmほどである。

主に黒色、黒褐色を呈する腐植土層。調査区域内では耕作のためほとんどみられない。

続縄文時代から擦文時代の遺物包含層である。

主に黒褐色を呈する腐植土層。層厚は約10～20cmほど。 Ⅱ層に比べてやや黄が強く、斜

面などでは下位のⅣ層が混じる傾向にある。縄文時代の遣物包含層で、主に縄文時代中

期末～後期の遺物が出土する。また、 Ⅲ層中の遺構などの窪みにはにぶい黄褐色火山灰

(Ta-c)が存在し、遺構検出の指標となった。

火山灰層。摩周火山のテフラ。 Ma-f～Ma-jの対比できる。層厚は5～40cmほど。Ⅳ層上

部には、火砕流堆積物も確認できるが、層厚など場所によって差がある。斜面部では確

認できない箇所もあり、 a-f～Ma-jの区分ができないほど、混じっている箇所もある。

主に黒色、黒褐色を呈する腐食土居。 しまり、粘性ともにある。層厚は5～20cmほど。

縄文時代早期の遺物包含層。

ローム質士。黄褐色を呈するが、湧水や湿地部に近いところでは黄白色～やや青灰色を

呈する。 30～50cmほどでⅦ層に達するところもあった。

砂礫層。段丘礫層。遺構の床面や柱穴の調査で確認できた。黄褐色ローム質土が数枚、

薄い層状に入る部分もある。

Ⅱ層

Ⅲ層

1V層

V層

VI層

Ⅶ層

７



3 基本層序
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3 基本層序
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Ⅲ近世・近代の遺物

第Ⅲ章近世・近代の遣物

1 近世の遺構

I層からガラス玉、古銭刀の鍔、鉄鍋などが出土したことから土壌の検出を予想し精査したが、

斜面部以外Ⅱ層についてはほぼ削平されており、遺構は検出されなかった。また柱穴様ピットが北東

側のⅣ層上面で確認され、 138か所について半割して調査したがいずれも近現代のものと判断した。

2 近世・近代の遺物

(1) 陶磁器類

陶磁器類は11,364点出土した。すべて耕作土(I層)からの出土で、金属製品などとともに調査区北

東側に分布する。器種は碗類、皿類、鉢類、土瓶急須、徳利類、壺、かめ類、摺鉢などで、徳利が

際立って多い。また酒醤油の輸出用瓶であるコンプラ瓶も出土している。個々の産地は同定してい

ないが、かめ、播鉢は唐津、磁器徳利は肥前、碗類・皿類は瀬戸美濃が多いようである。時期は幕末

期～明治期と考えられる。

碗・皿類のうち、三平皿、 あきらかに印版のもの、 あざやかな発色の呉須のものについては新しい

遺物として扱い図示していない。その内訳は碗類約12個体、皿類8個体、湯のみ3個体、花器l個体であ

る。

碗類(図Ⅲ－1－1～9 ．図Ⅲ 2-10～18)

碗類の推定個体数は蓋を含め約40個体である。すべて磁器で、 1 ･ 10を除き染付けである。外面に

は草花文、草文、烏などが描かれ、 口縁内面には雷文、線文、見込みには千鳥、松竹梅丸文が施され

一一一四 ③＝■－■
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るものが多い。

1～3は湯のみ。 2 ． 3は口径約9cmで、器高約4.5cm程である。 1は外面にうぐいす色の緑釉が厚

くかかる。見込みには文字が印刻されるが判読できない。畳付から高台内は露胎する。 2～3は口縁

がわずかに外反し、器壁は飯茶碗よりやや薄い。淡い青色の呉須で絵付けがなされる。 3は梅の木が

描かれる。線描き後、内部に濃絵付けが施される。

4～8は飯茶碗。 口径は9～10cm程で、器高は6cn1前後である。 口縁はわずかに外反する。いずれも

淡青色の呉須で絵付けがなされ、外面には飛鶴、雲(4)、草花文(5 ． 8)、草文・格子文(6)、見込

みには簡略化された松竹梅丸文(4． 5）、谷川文（6）、千烏文（7）、蝶文（8）などが描かれる。 8は

厚手で高台が幅広となる。釉、呉須とも発色が悪く、 くすんだ感じになる。内面には足付ハマの溶着

12
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痕が残る。

9は猪口。 口径8cm程で筒型を呈する。呉須の色調は濃い青色となる。

10～18は飯茶碗類のふたである。 口径は8～9cm程器高は2～3cIn前後である。飯茶碗とセットにな

るものはみられなかった。上絵付けされた10以外は染付けである。外面には松竹梅など吉祥文、草花

文があり、 口縁内面には雷文(11 ． 12． 14)、菱文(13)などがみられる。見込みには簡略化された松竹

梅丸文(11 ． 15． 16)が、高台内部には銘(14． 15． 16 ． 17． 18)が書かれるものが多い。

10は、外面はこげ茶の線描き内に赤、青、黄、 こげ茶色で草花文等が、内面は赤で線文、などがそ

れぞれ上絵付けされる。 11は外面に草木、内面には雷文、見込みには松竹梅丸文が濃い青色の呉須に

より描かれる。 12は外面に草花文が、 口縁内面には雷文が描かれる。 14は外面に草花文と点文など、

内面見込みには外面と同じモチーフの草花丸文がみられる。 15～17は細い線描きとなるもの。 15は外

面に松竹梅が描かれるようである。見込みに松竹梅丸文、高台内には「制」の字銘がある。 17は草花

文がごく細い線描きで外面、見込みにみられ、高台には櫛目文がめぐる。 18は見込みに「寿」がみら

れる。

皿類(図Ⅲ－3-19～25)

Ⅲ類の推定個体数は約25個体である。小皿の丸皿が多く、大皿は1点のみである。 23を除き磁器で

ある。 19は輪花形の丸皿。内面に山水文が描かれる。 20～23は丸皿。 20には老人像、 21には唐獅子と

花がそれぞれ印刻され、その部分にやや濃い色調の呉須で染付けされる。いずれも口縁には鉄釉が施

される。 21は蛇の目凹形の高台となる。 22の内面見込み部分は蛇の目釉剥ぎとなる。 口縁内部にはや

や緑がかった呉須による格子文がみられる。釉調はやや灰色がかる。 23は陶器製で黄土色を呈する。
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Ⅲ近世・近代の遺物

見込み部分には鉄釉により 「寿」の文字が線描きされ、足付ハマの溶着痕が残る。畳付、高台内は露

胎する。 24は大皿。高台径は18cm程になりそうである。内面には山水文が描かれ、外面にも文様が描

かれるようである。呉須の色調は淡い青色となる。 25は底部のみで器形は不明である。花びらの浮き

彫りに花文が染付けされる。蛇の目凹形の高台となる。

鉢類(図Ⅲ－3－26）

鉢類は約5個体出土した。いずれも磁器である。小破片で復元できるものは少ない。

26は多角形になりそうである。内面には二重線で区画した内部に草花文が描かれる。外面には抽象

化された文様がやや濃い呉須で線描きされる。

土瓶類(図Ⅲ－3－27～30）

土瓶の推定個体数は5個体程である。海岸風景が描かれた薄手のものが2個体あるが、破片が小さ

く復元できなかった。すべて陶器である。

27～29は同一個体。灰色に細かな黒色粒が混じるような釉が掛かる。 白泥の筒描きがみられる。 30

は土瓶蓋である。 こげ茶、緑色の絵付けがされる。

急須類(図Ⅲ 3－31～33）

急須の推定個体数は3～4個体である。すべて磁器である。

31～32は同一個体と考えられる。取手周辺に呉須による文字書きがなされる。 33はふた。渦巻き文

で囲まれた内部に山水文がみられる。内面縁5mm程は露胎する。

徳利類(図Ⅲ－4－34～39 ・図Ⅲ－5－40～53）

推定個体数は磁器徳利が約25個体、妬器徳利が約120個体ほどである。

磁器徳利(図Ⅲ 4－34～39）

磁器の徳利は口縁が玉縁状になるものが多く、胴部には笹文、草文などの染付けがみられる。呉須

の発色は悪い。胎土から産地は肥前系のものが多いようである。

34は御神酒徳利。上部と下部は接合していない。底部付近に櫛目状の染付けがあり、頸部から櫛目

文上部まで上絵付けによる笹文、草花文が描かれる。上絵付けは茶色で区画、花などを線描きした後、

赤、 うす緑、茶色で内部が塗られる。釉は緑がかり、胎土はきめが細かく灰白色である。産地は胎士

などから肥前系と考えられる。 35は淡い青色の呉須で草花文が描かれる。高台縁は無釉でにぶい榿色

となり、砂が付着する。内面も全面にぶい榿色となり、胎土はきめ細かく、灰白色を呈する。 36は薄

い灰褐色で、やや緑がかる呉須で文様が描かれる。胴部下側と高台に線文がめぐる。胎土は明褐灰色

となる。 37は口縁部。玉縁状になる。内面は頸部中ほどまで釉が掛かる。 38． 39は4分の1に満たない

破片から復元している。胴部下側に線文が巡る。胎土は38がきめ細かい灰白色、 39が明褐灰色とな

る。 39は二次焼成により釉の光沢を失う。

妬器徳利(図Ⅲ－5－40～53）

妬器の徳利はいわゆる焼酎徳利、貧乏徳利などといわれるものである。外面には灰釉を掛けられる

ものが多く、 白濁(なまこ釉)、黄褐色、暗緑色、茶色を呈する。内面は鉄釉が掛けられる。いずれも

/5
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ろくろの回転痕をよく残し、高台外縁は斜めに削り取られるものがほとんどである。胎土は褐灰色、

やや明るい褐灰色土となる。

40～44は口縁部。頸部がやや短いタイプ(40～42)が主体的で、頸部が長くラッパ状になるもの

(43．44)もある。 40は暗黄褐色、 41は黄褐色の釉、 43．44はなまこ釉が掛かる。 42は二次焼成により

表面に気泡がみられる。

45～51は底部から頸部、肩部まで復元できたものである。器形は胴部があまり膨らまず、比較的す

んなり立ち上がるもの(45．48)、肩部の屈曲がはっきりしたもの(46 ．49)、胴が張るもの(47･50)に

大別できそうである。 45･47･48･50にはなまこ釉が掛かる。 46は暗い緑色の釉、 49は黄褐色の釉が

それぞれ掛かる。 51は光沢のない黄色がかった白泥？が厚く掛かる。胎土は明赤褐色土である。産地

は唐津の可能性がある。 49は器壁が薄く、胴部下側に沈線が引かれる。 52．53は底部。高台付近に印

がみられるもので、印のあるものはこれを含め3点のみである。 52は茶色の鉄釉、 53は黄褐色の釉が掛

かる。 52は高台に先端の尖る工具で斜めに3本刻みが入れられる。 53は高台上の底部付近に○が刻印

される。 これ以外の1点についても○刻印である。

壺類(図Ⅲ－6－54）

同形態のものが2個体出土している。すべて妬器である。 54は鉄釉がかかる。胎土は明褐灰色で、

白い長石が全体に混じり、それがガラス状に溶解している部分もみられる。底は平らで、露胎する。

かめ類(図Ⅲ 6－55～59）

かめの推定個体数は15個体である。 口径がl9cInほどで肩部がやや張るタイプのものが多い。 口縁は

平縁であるが、押し窪められ緩やかな波状を呈するもの(57．58)もある。いずれも胎土から産地は唐

津の可能性がある。

55は肩部張り出しのほとんどないもの。暗褐色の釉が外面と内面口縁部に施される。唐津系の可能

性がある。 56～58は肩部が張り出すもの。 56は暗赤褐色を呈する釉が内外面に掛けられる。 57は胴部

と底部は接合していない。やや薄手で、灰白色を呈する釉が掛けられる。光沢はない。 58は鉄釉が施
なだ

される。 59は底部。暗赤褐色の釉が掛かり、やや濃い釉の頽れがみられる。

18
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いずれも胎土は白い小礫を含む明赤褐色土である‘

播鉢(図Ⅲ 7-60～64)

播鉢の推定個体数は1～2個体程である。内面には釉がかかっていない。胎土は白い小礫を含む明赤

褐色土で、産地は唐津系の可能性がある。 60～64はいずれも内面の拓本である。同一個体の可能性が

高い。 61には炭化物の付着がみられる。

コンプラ瓶(図Ⅲ－8－65～71）

コンプラ瓶は9個体程出土している。 コンプラ瓶は江戸時代後期から明治、大正期に長l11奇県波佐見

で量産された磁器瓶で、主に輸出用として用いられた。江戸時代のものは肩部下にオランダ語で

「JAPANSCHZOYA. ｣ (日本の醤油)、 「JAPANSCHZAKY. ｣ (日本の酒)と呉須で手書きされるが、明治以降

コバルトが使われ、型紙摺りが一般的になるという。

口縁から底部まで復元されたものはないが、推定の高さは約18cm、肩部の径は9cm強である。 口縁

は2段の玉縁状となり、底部は斜めにすぼまる。器形は定型的であるが、胎土や釉、呉須の色調はそ

れぞれ微妙に違う。釉は65．66 ． 67では灰白色、 68はやや青みがかり、 70．71はやや暗めの色調とな

る。呉須は65．68が青、 66．67は緑がかり、 70．71は濃い緑となる。文字はいずれも手書きである。

70．71は同一個体である。

(2) 土製品(図Ⅲ－9－72 ． 73）

土玉が2点出土している。

72は実物大で掲載した。側面観は丸に近いが上面観は四角くなる。孔は焼成前に形成されたもの

〃
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Ⅲ近世・近代の遺物

で、 円形で直径は4mmほどである。図左下の孔の左右には擦り痕剥落がみられる。 4面にはそれぞれ

違った、曲線を多用した文様が印刻されている。表面にはやや光沢があり、図の左から2番目の文様面

にごく少量の赤色物質の付着が観察される。緒締めの一種の可能性もある。

73は棒状の土玉。断面は四角形に近い円形で、 図正面裏面中央付近には平坦な擦り面があり、光

沢を持つ。全体に炭化物が付着する。

(3) 石製品(図Ⅲ－9－74～78）

74は石筆。滑石製である。 75は石盤。粘板岩製である。格子状の線刻がみられる。明治期以降の主

に学童用の筆記用具として利用されたものである。

76 ． 77は軽石製砥石とした。一部に平坦なすり面がみられるもので火皿の破片の可能性がある。 78

は硯。凝灰岩製で裏面に円形の刻印がある。

(4) 骨角器(図Ⅲ－9－79 ．80）

骨角器は2点出土した。いずれも破損する。

79はクジラ類の肋骨製の回転式離頭鈷頭。頭部と尾部を欠損する。導索溝が並列してみられる。 80

は器種不明の骨角器。シカの肢骨を利用するもので表面はすり痕がよく観察される。

(5) 自然遺物(図Ⅲ－9-81～84)

骨類は95点出土した。牛、豚など現代のものも含まれる。貝類はほとんどみられなかった。

81はイルカ類椎体部、 82はクジラ類の骨である。いずれも骨角器の可能性もある。 83はシカ肢骨、

84はシカ肢骨(R， メス)でともに金属製品によると思われる切り傷痕がみられる。

骨角器・骨の同定は東京国立博物館客員研究員金子浩昌氏による。

(6) ガラス製品(図Ⅲ－9－85 ． 86）

黒色瓶の底部が2点出土している。 85は裏面に「V」字がみられる。 86は底が円錘状の上げ底にな

ると予想される。いずれもガラス内には気泡がみられる。ワイン等の瓶の可能性がある。 （愛場）

(7) 金属製品・ガラス玉(図Ⅲ-10～19)

金属製品ほかはすべてI層耕作土からの出土である。 87～160までは釘類。いわゆる和釘である。

釘の総数は383点出土した。出土分布からは調査区北東側のF38, E･F41区の付近に一つのまとまり

とL34区、 Q40区にそれぞれ小さなまとまりがみられる。 87～94は、断面が正方形を呈し、頭部の形

状はたたきのばして巻いている。巻き頭である。 87は、細く小型のものである。 88.89.90.91.92は断

面の大きさが同じで、 93.94は大ぶりな釘である。 95は頭部が欠損しているため不明。 96～115は同じ

く、断面が正方形を呈するが、頭部を折って作り出している。 96.97.98.99は断面の幅と同じ幅の頭部

を持つもの。 1m～115は身の幅より頭部の幅が大きいもの。 116は頭部をつぶしている。 117.118は頭

部欠損であるが、大型の角釘。 119～133は身の断面が扁平を呈し、頭部の幅が身の幅より大きいもの。

119は細身で、 121はやや厚みがある細身のもの。 122～132については、基部が欠損しているが、身の

幅より同じ企画の釘と考えられる。 133は前者よりやや幅が広く、厚みがある。 134～158は折り曲げ

て頭部を作り出している。いわゆるさつば釘と考えられる。 134.135.136は幅が小さく、小型の釘。

137～144, 151.152.153は基部がすぼまっており、身の厚みも考えると同じ企画であると考えられる。

21



2 近世・近代の遺物

145～150, 155～158は身の幅と身の厚みがあり、 150の現存長が16cm以上あるので、長い釘である。

159は頭部が残っていないが、 同じ規格と考えられる。 160は、頭部の形状が異なり二回折れ曲げてあ

る。

161～170は錠である。 162は穴が開けてあるので、鑓ではない可能性がある。 163～169は断面が扁平

であるが、 170は断面が角形を呈する。断面が扁平な錠の内163, 164～166, 167～169の三種類の大き

さがある。

171～184は漁労具である。 171～179は鈎鈷(マレックまたはマレップ)の先端部である。 177は先端

部の一部のみの欠損で、 178. 179は欠損していない。 171 . 172は太さ形状から判断したが欠損部分が多

いので別器種の可能性がある。 173.174は舟に着装する直線部分から判断した。 175. 176については断

面、形状ともに異なっているが転用品の可能性があるので図示した。 180はヤスの先端の一部と考え

られる。 181.182は釣り針。 183.184は鈷先である。 これらは中軸にふくらみを持つもので、飾り金具

の転用品と考えられる。 185～190は煙管の雁首である。 190は銀製雁首の曲がり部分が太いので新し

い時期といえる。 191.192は吸い口。 193はふいどの羽口。ほかに写真図版には掲載しているが鉄津33

点も出土している。耕作の影響で製鉄に関する遺構は確認されていない。

194.195. 196は小刀。 196は根後の部分。 197.198.199は鎌。 2mは鉄製の鍔。根室市教育委員会に

は、 当遺跡の東方の牧草地から刀が農作業中に出たと届けられている。 201.202は火打ち金。 203は炉

鍵と考えられる。 2“は容器の蓋。 205は鑿である。 206～218は鉄鍋片。総数は67点出土している。接

合を試みたが、 口縁部がわずかに接合しただけであった。 206.207.208.209.210は口縁部である。複

数個体存在する。 212は胴部、 213はつり耳の基部を含む部分と考えられる。 214.215.216は胴部下部

の部分で、底部をわずかに残している。 217は脚部を含む底部、 218は底部中央部の湯口を含む。湯口

の形状は丸である。

219～226, 231～234は飾り金具や金具である。 219.220.221は環状を呈する。 222.223.230.231 .232

.233は飾り金具。 232.233は棒状の金属または木製品の先端に装着されていたものであろうか。 233弐

は木質部が残っている。 235は指ぬき、 236は釦で、表面には文様は施されてはいない。 238は鉛玉、

239は鉄砲玉、 240は弾丸、 241は薬英である。

242～267は出土した銭。 242は天保通宝、 243～248は寛永通宝ですべて新寛永である。 250～261は

函館通宝。 267は一銭通貨。 268は釜。

269～287は出土したガラス玉である。ガラス玉は総数28点が出土した。破片をのぞいた26点を図示

した。ガラス玉は耕作の影響か、それぞれの調査区から1点ずつ出土している。

煙管の雁首や、つり耳式の鉄鍋などの出土を考えると、近代の所産のものをのぞき、近世末の所産

と考えられる。 （越田）
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2 近世・近代の遺物

Ⅱ

1 1

~I ~ 1
｡ _|M

~響N
ノ

□
l

◇

171 『

173 175
1

口~ ~
172

174

~ ~ ~I
○

○○

~

□ 4守戸

lイ0

○
177 I

0
Q 178 179○一

◇
181

~I へ

◇
182

0
180

…＝
へ

内

0 183

186

○

一
‐
一

| 〃 ！

◎
／、

187

ﾐL皇二二二

188

二|口

。 0 0
190

0 －

5cm

』に

１
１
（
〕
》

（

×

〕

１

１
１

０

１

‐ 二

○
191

〆一

一○
~

~

◎

192
184

I

ｍＣ

へ
く
〕
兵
）
Ｉ
‐

９１

~（叩）
１日

図Ⅲ－13金属製品(4)鈎鈷先・ヤス・煙管・鉄津
26



Ⅲ近世・近代の遺物
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2 近世・近代の遺物
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Ⅲ近世・近代の遺物
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2 近世･近代の遺物
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Ⅲ近世・近代の遺物
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2 近世・近代の遺物
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Ⅳ繩文時代の遺構と遺物

第Ⅳ章縄文時代の遺構と遺物

1 縄文時代の遺構

縄文時代の遺構は竪穴住居跡2軒、土坑18基、盛土4か所、焼土9か所である。根室湾と穂香川を望む

段丘の南側平坦部および斜面に分布する。遺物などからいずれも縄文時代後期前葉の北筒Ⅱ～Ⅲ式土

器の時期と考えられる。土坑は規模的に竪穴式住居跡の可能性があるものがみられたが、焼土や柱穴

のないものについては住居跡から除外した。

竪穴式住居跡は段丘平坦部に2軒検出されている。 JH lは焼土、川-2は柱穴が確認されたため住居

跡とした。いずれも平面形が不整の円形となる。 .III-lでは床面直上の覆土と住居外南側に熱を受けた

遺物が多数出土した。

土坑の多くは段丘縁辺に2m以上の間隔をあけ、分布する。長径3m以上の楕円形のもの("IP-3 ･4･

5･7･8･ 9･ l1 ･ 12･ 17･ 18)が多く、直径lmほどの小型のもの(JI)-l･2･15･16)もみられる。遺物

はごく少量で、 とくに底面からの遺物はJP-7以外みられない。 JI)-6については底面上に粘土質の覆土

が存在する。 J1)-7は長軸北端に付属の小ピットをもつ。

竪穴住居跡、土坑ともJP-9を除き、周囲に掘り上げ土がなく、排出された土は盛土域に運ばれたも

のと考えられる。

盛土は段丘縁辺に分布する。 6～10mの範囲に最厚部で40clnほど土が盛られるもので、 ､IM-1 ･ 2では

Ⅵ層の黄褐色土主体とする土が環状に検出された。盛土下には炭化材や焼土、小柱穴群がみられ、 JM-

2ではベンガラが広範囲で確認された。 JM-3･4は上部が削平を受けており、残存部や小柱穴などから

範囲を推定している。

焼土は段丘平坦部に分布する。 .IF-4がJP-l()に、 .1F-5が､IP-18近接する以外は竪穴住居跡、士坑とは

関連せず離れて所在している。

なお竪穴住居跡、土坑、盛土(.N-1)覆土中にはTa-a?およびTa-c火山灰の二次堆積がほぼすべてでみ

られた。 （火山灰についてはV章－5参照）

(1) 竪穴住居跡

段丘平坦部に2軒検出されている。

JH-1 (図Ⅳ－2 ･ 3 図版2 ･ 3)

位置

'I-41， 42･K-41， 42標高約12mの段丘平坦面、調査区北東端に位置する。

規模

2． 6×2. 51/1 . 95×1. 96/0.49m

調査

I層調査後、 Ⅲ層下層からⅣ層上面部で黒色土のまとまりとその東側に焼け礫など遺物が検出され

た。まとまりの中心を基準にして十字に観察用ベルトを設定し、掘り下げた。黒色土の下には二次堆

積のTa-c火山灰があり、その下の黒褐色、褐色土層からは焼けた礫やフレイク、土器、炭化材などが

まとまって出土した。遺物を取り上げると、その直下で床面と壁の立ち上がりが確認でき、 同面で焼

土(IIF-l)が検出されたため、小型の竪穴住居跡と判断した。

⑪ﾛ〕

,〕,〕



l 縄文時代の遺描
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1V繩文時代の遺構と遺物

IIF-lと東側壁際の炭化材についてはサンプルを採り、放射性炭素年代測定を行なっている。また

HF-lについては焼土をサンプリングしフローテーション作業を行なったが、炭化材以外は抽出されな

かった。

覆土

l～l層は自然堆積である。 Ttl-C火山灰(2)のレンズ状堆積がみられ、 3はⅢ層に対比できそうであ

る。壁際には三角堆積が確認できる。覆土5 ． 6層は住居跡南西部に堆積しており、熱を受けた遺物・

炭化材が多く含まれる。人為的な堆積の可能性が高い。

形態

平面形は円形である。床面は皿状で、Ⅵ層まで掘り込まれる。上部は削平されており、確認面から

の深さは50cI11程である。壁は斜めに立ち上がる。

付属遺構

焼土(IIF-l)は住居跡中央の床面に位置する。平面形は長径約50clllの楕円形となる。焼土層は厚さ

3cm程でⅥ層が漸移的に焼けている。地床炉と考えられる。

遺物

遺物はⅣ群土器188点、 Uフレイク1点、砥石1点、すり石1点、 フレイク12点、礫7昨l点である。

遺物は住居内全体に分布するが、 中央部より南側に多くみられる。いずれも被熱し、礫土器は赤化

し、細かく割れていた。また炭化材も数か所でまとまって検出された。住居外南東側にも熱をうけた

礫や土器がまとまって検出されており、住居廃絶後に住居跡内外に遺物が投げ込まれた可能性があ

る。 IIF-lからはフレイクが5点出土している。

1 ． 2はⅣ群土器。赤化し、磨耗が激しい。 1は底部付近の胴部でわずかに縄文が確認できる。胎

土にはlcln大の小礫を含む。 3は砂岩製すり石。明瞭なすり痕はないがぬめるような感触がある。全

体に炭化物が付着する。 4は凝灰岩製砥石。縁辺、平坦部に線条痕が残る。長軸両端に打ち欠きがあ

るが明瞭ではないため石錘としなかった。

時期

出土した土器から判断して縄文時代後期前葉である。 HF-1内と東側壁際の炭化材については放射性

炭素年代測定を行ない、それぞれ補正CI,年代が389()=t40yrBP， 3830士4()yl･BI)という結果を得ている。

(暦年代、未補正年代はV章－1参照）

JH-2(図Ⅳ－4･ 5 図版4)

位置

(i-34, 35 ･ 11-3｣1， 35 標高約9. 5mの段丘平坦面に位置する。

規模

3． 75×(3. 17)/3. 02×(2. 52)/0. 6m

調査

試掘時に落ち込みとして確認されていた遺構である。試掘跡を掘り下げ、床面を確認した後、 メイ

ンセクションベルトと、それにほぼ直行する土居確認用ベルトを残して掘り下げた。 Ta-c火山灰下の

床直上覆土からはフレイクが全体に出土し、炭化材のまとまりもみられた。炭化材についてはサンプ

ルを採り、放射性炭素年代測定を行なっている。

南側壁付近の床面で小柱穴状のピットが数か所確認されたため半分に|断ち割り、断面を観察した。

いずれも先端が尖る打ち込み杭跡で、柱穴と判断し、本遺構を竪穴住居跡として認定した。

6》 ,ー
､ .、
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l 縄文時代の遺椛
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Ⅳ純文時代の遺ｲﾙと遺物
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覆土

l～4層は自然堆積層で、 Ta-a(1) 、 Ta-c火山灰(3)の堆積がみられる。l～4層は自然堆積層で、 Ta-a(1) 、 Ta-c火山灰(3)の堆積がみられる。 2はⅡ層、 4はⅢ層に対比でき

そうである。 5層以下は壁際の崩落土を除き、黒色土(Ⅲ層)とⅣ層の互層もしくは混合土となる。 こ

の層には黒曜石のフレイクチップや炭化材が多く含まれる。

形態

平面形は不整の円形で、確認面からの深さは60cm程である。上部は削平されている。床面はほぼ平

坦で、Ⅵ層まで掘り込まれる。壁は南側では緩やかに、それ以外は比較的急角度で立ち上がる。北東

側壁際は床面がやや掘り込まれ、浅い皿状となる。

付属遺構

先端が尖る打ち込み杭跡が、南側壁付近の床面で40cm程の狭い範囲に口の字状に7か所検出された

(HP-l～7)。直径は約5～9cI1で、床面から10～15cm程度打ち込まれている。柱穴の可能性がある。

遺物

出土した遺物は石槍2点、すり石1点、 フレイクチッフ｡316点、礫2点である。いずれも覆土中からの

出土である。 1 ． 2は黒曜石製の石槍片。同一個体ではない。いずれも破損後の再加工はみられな

い。2は断面がかまぼこ状となる。 3は凝灰岩製すり石である。少量であるが全体に炭化物が付着す

る。

時期

周辺の遺構などから縄文時代後期前葉である。住居ほぼ中央、覆土l()上面の炭化材について放射性

７，
７

０
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l 縄文時代の遺描
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Ⅳ純文時代の遺榊と辿物
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炭素年代測定を行ない、補正C! ,年代が3830±40yl･BPという結果を得ている。 （暦年代、未補正年代は

V章 1参照） （愛場）
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l 縄文時代の遺椛

(2) 土坑

土坑は広く段丘平坦部から斜面部にかけて分布する。規模からして竪穴住居跡と考えられる士坑も

あるが、焼土、柱穴がないものはすべて土坑として扱った。

JP-1 (図Ⅳ－6 図版6)

位置

()-31 標高約9mの段丘南縁の平坦面に位置する｡遺構分布域の南端となる｡Ⅱ)-2と近接する。

規模

1．07×1/(). 88×0. 85/0. 17m

調査

Ⅲ層調査後、Ⅳ層上面でⅣ層火山灰粒が混じる黒色士のまとまりが円形に検出された。南側半分を

掘り下げ、底面と壁の立ち上がりを確認したため、土坑と判断した。

覆土

覆土はほぼ黒色土(Ⅲ層)とⅣ層の混合土である。埋め戻しの可能性がある。

形態

平面形は円形である。坑底面は平坦で、 V層上面まで掘り込まれる。壁は斜めに立ち上がる。上部

は削平されている。

遺物

遺物は出土していない。

時期

周囲の遺構から判断して縄文時代後期前葉である。
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Ⅳ繩文時代の遺構と遺物

JP-2(図Ⅳ 6 図版6)

位置

0-31 標高約9mの段丘南縁の平坦面に位置する｡遺構分布域の南端となる｡JP-lと近接する。

規模

1. 07×1. 04/0.88×0. 85/0. 28m

調査

Ⅲ層調査後、Ⅳ層上面でJP-lが検出されたため周囲を精査したところ1m程東側に同様な円形の黒

色土のまとまりを確認した。西側半分を掘り下げ、底面と壁の立ち上がりを確認したため土坑と判断

した。

覆土

坑底直上と壁際にⅣ層主体の土層があるほかは黒色土(Ⅲ層)とⅣ層の混合土である。埋め戻しの可

能性がある。

形態

平面形は円形、坑底面は平坦で、 v層上面まで掘り込まれる。壁は斜めに、一部はほぼ垂直に立ち

上がる。上部は削平されている。

這物

出土遺物はⅣ群土器3点、礫1点である。いずれも覆土中からの出土で、土器は2cm以下の破片であ

る。

1は礫。平坦面にたたき痕がみられるが、連続したものではないため礫として扱った。赤化しスス

が付着する。

時期

出土した土器や周囲の遺構から判断して縄文時代後期前葉である。

JP-3(図Ⅳ 7 図版6)

位置

G-30， 31･H-30， 31 標高約9mの段丘平坦面、遺構分布範囲の西端に位置する。

規模

4. 11×2.46/3. 7×1. 97/0. 6m

調査

I層調査後、Ⅳ層上面で白色を呈する火山灰と黒色土の楕円形のまとまりを確認した。まとまりの

長軸とそれと直行するラインに十字に土居観察用ベルトを設定し、掘り下げた。Ⅵ層中に坑底面と壁

の立ち上がりを確認したため遺構と判断し、焼土や柱穴がないため土坑と認定した。底面から10cln程

上の覆土中の炭化材についてはサンプルを採り、放射性炭素年代測定を行なっている。

覆土

覆土は基本的に自然堆積または崩落土で構成される。上部にはTa-a?(1)、 Tac(3･4)火l｣|灰の二次

堆積がみられ、 2はⅡ層、 5はⅢ層と対比できそうである。壁際にⅣ層主体の崩落土が観察される。坑

底直上には炭化材を含む黒褐色士(7)、褐色土居(8)が堆積する。

形態

長径4mを超える比較的大型の土坑である。平面形は不整の楕円形である。上部は削平されるがⅥ層

まで掘り込まれる。坑底面は平坦で、壁は斜めに立ち上がる。遺構西側から南側にかけて壁際にテラ

〃



l 繩文時代の遺描
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Ⅳ縄文時代の遺構と遺物
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図Ⅳ-8 JP-4平面図・土層断面図・遺物分布図

VI語い

ス状の段差がある。

遺物

遺物は出土していない。

時期

周囲の遺構から判断して縄文時代後期前葉である。覆土中の炭化材について放射性炭素年代測定を

行ない、補正CI!年代が3810±40yrBPという結果を得ている。 （暦年代、未補正年代はV章-1参照）

JP-4(図Ⅳ 8 図版7)

位置

0-33, P-32， 33標高約9mの段丘平坦面に位置する

規模

4. 11×2. 11/3. 55×1.48/0.48m

ﾘリ
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l 縄文ll寺代の遺榊
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Ⅳ繩文時代の遺構と遺物

調査

Ⅲ層調査中、 白色の火山灰が円形に検出されたため、それを中心に土居観察用ベルトを設定し、ベ

ルトに沿ってトレンチを入れた。落ち込みが予想と違い南北を長軸に伸びていたため、長軸ラインに

再度ベルトを設定し、掘り下げた。坑底面と壁の立ち上がりを確認したため遺構と判断した。焼土や

柱穴がないため土坑と認定した。

平面形状から2つの土坑が切りあっている可能性も考え、土層ベルトを詳細に観察したが切りあい

はなく、単独の土坑と判断した。

覆土

l～4は自然堆積である。 Ta-a?(1)、 Ta-c(3)火山灰がみられ、 2はⅡ層、 4はⅢ層に対比できそうであ

る。 5層はⅢ層とⅣ層、Ⅵ層の混合土で坑底上面に広く堆積する。

形態

長径4mを超える比較的大型の土坑である。平面形は2つの土坑が連結したような不整形となる。Ⅲ

層中からⅥ層まで掘り込まれ、坑底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

遣物

出土遺物は礫29点である。いずれも覆土中からの出土である。

時期

周囲の遺構から判断して縄文時代後期前葉である。

JP-5(図Ⅳ－9 図版7)

位置

J-37， 38･K-38標高約1 1mの段丘平坦面に位置する。 ､!m程東側には.IM-4がある。

規模

4． 93×2. 57／4.48×2. 21/0. 6m

調査

I層調査後、Ⅳ層上面で白色の火|｣l灰が長径1m程の楕円形のまとまりで確認された。長軸とそれ

に直行する部分に土居観察用ベルトを設定し、掘り下げた。底面と壁の立ち上がりを確認したため遺

構と判断した。規模から竪穴住居跡と考え、坑底面を精査したが、焼土、柱穴はなく、土坑として取

り扱った。

覆土

基本的には自然堆積および壁|際の崩落土層である。上部にはTa-a?(1)、 Ta-c(3)火|｣｣灰があり、 2は

Ⅱ層、 4はⅢ層に対比できそうである。 Ta-cは2か所に分かれて堆積する。 5層はⅢ層に少量のⅣ層、Ⅵ

層が混じるもので坑底上面に広く堆積する。

形態

長径5m程の大型の土坑である。平面形は不整の楕円形である。上部は削平されるが確認面からⅥ

層まで60cIIl程掘り込まれる。床面は凹凸があり、東側へ非常に緩やかに傾斜する。壁は比較的急角度

で立ち上がる。

遣物

遺物は出土していない。

時期

周囲の遺構から判断して縄文時代後期前葉である。

’
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l 縄文時代の遺構
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図Ⅳ－10 JP-6平面図・土層断面図・遺物分布図・出土遺物

JP-6(図W lO 図版8)

位置

1-32， 33･ J-32標高約9mの段丘平坦面に位置する。

規模

2． 75×2. 25／2. 05×1. 59/0.71m

調査

I層調査後、 Ⅲ層中に白色の火山灰が円形に堆積しているのがみえたため。その中心部から十字に

土居観察用ベルトを設定し、掘り下げた。底面と壁の立ち上がりがあったため遺構と判断した。坑底

面上にはⅥ層主体の粘質土居があったため、竪穴住居跡や土雌の可能性も考え、粘質の覆土から底面

まで精査したが焼土や柱穴などは確認できず、土坑と認定した。

覆土

l～5層は自然堆積である。 Ta-tl?(1)、 Ta-c(3)の二次堆積がみられ、 2はⅡ層｣はⅢ層と対比でき

そうである。 9層以下はⅥ層主体の褐色、暗褐色を呈する粘質の土層が堆積している。底面全体を覆

４
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1V縄文時代の遺構と遺物
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l 縄文時代の遺描
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W縄文時代の遺構と遺物

うことから屋根の葺土や埋め戻し土の可能性がある。

形態

平面形は円形に近い楕円形で、 Ⅲ層中からⅥ層まで70cIl程と比較的深く掘り込まれる。底面は平坦

で、壁は斜めに立ち上がる。

遺物

遣物は遺構南東側に分布する。出土遺物は砥石3点、 フレイク7点、礫1点である。

1 ． 2とも砂岩製の砥石。大型砥石の砥面側を残す破片で、全体にススが付着する。

時期

周囲の遺構などから判断して縄文時代後期前葉である。覆士中の炭化材について放射性炭素年代測

定を行ない､補正CI,年代が3810±40yrBPという結果を得ている。(暦年代、未補正年代はV章－1参照）

JP-7 (図Ⅳ－11 図版9)

位置

L-35， 36･M-35， 36標高約10mの段丘平坦面に位置する。

規模

5． 36×3. 9／4.76×2.76/0. 65m

調査

I層除去後、Ⅳ層上面で長径3m程の楕円形の白色火山灰と黒色土のまとまりを検出した。長軸と

それに直行するラインに十字に土層観察用ベルトを設定し、掘り下げた。底面と壁の立ち上がりを確

認したため遺構と判断した。規模から竪穴住居跡と考えられたため坑底面を精査したが、焼土、柱穴

は検出されず土坑と認定した。土坑ほぼ中央、覆土10中の炭化材についてはサンプルを採り、放射性

炭素年代測定を行なっている。

覆土

基本的には自然堆積または壁際の崩落土の三角堆積である。上部にはTa-a?(l) 、 Ta-C火山灰(3)の

堆積がみられ、 2はⅡ層4はⅢ層に対比できそうである。坑底面にはⅥ層主体のやや粘質の暗褐色土

層(8)がある。

形態

長径5mを超える大型の土坑である。平面形は不整の楕円形で五角形に近い形となる。上部は削平

されているが、確認面からⅥ層まで65cm程掘り込まれる。壁はほぼ垂直に立ち上がる。

付属遺構

長軸上の北側壁際床面に土坑(P-l)が検出された。床面と壁の一部を掘り込んでいる。土層はⅥ層

を主体とする褐色土と黒褐色土・暗褐色土の互層となる。いわゆる先端ピットの可能性もある．

遺物

出土遺物はフレイク1点、礫16点である。礫1点が土坑中央部坑底面から出土している。

時期および性格

周囲の遺構などから判断して縄文時代後期前葉である。覆土8層上面の炭化材について放射性炭素

年代測定を行ない、補正CII年代が3190±40yrBPという結果を得ている。 これは今回測定を行なった

中で一番新しい数値である(暦年代、未補正年代はV章-1参照)。形状や北側床面の土坑などから竪

穴住居跡の可能性がある。

fO
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l 縄文時代の遺構
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JP-8(図Ⅳ－12 図版10)

位置

L-33， 34･M-33， 34標高約9mの段丘平坦面に位置する。

規模

4.07×2. 68/3.32×2.04/0. 65m

調査

I層調査後Ⅳ層上面で長径2m程の楕円形の白色火山灰と黒色土のまとまりを検出した。ちょう

ど34ラインとMラインに残していたベルトがまとまり中央に十字にかかっていたため、 これを土層観

察用ベルトとして周囲を掘り下げた。底面と壁の立ち上がりを確認したため遺構と判断した。規模か

ら竪穴住居跡と考えられたため坑底面を精査したが、焼土、柱穴は検出されず土坑と認定した。

覆土

l～4は自然堆積である。 Ta-a?(1)、 Ta-c(3)火山灰の堆積がみられ、 2はⅡ層、 4はⅢ層と対比できそ

うである。 5層は壁際に観察される流入土で、 JM-lの盛土の可能性もある。 6層はⅢ層に少量のⅣ層、

Ⅵ層が混じるもので坑底上面に広く堆積する。

形態

長径4mを超える比較的大型の土坑である。平面形は卵形に近い楕円形である。上部は削平されて

いるが、 V層とⅥ層の漸移層まで65cnl程掘り込まれる。坑底面は皿状で、壁は緩やかに立ち上がる。

遺物

遺物は覆土中から礫1点のみ出土している。
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l 縄文時代の遺構
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W縄文時代の遺構と遺物

時期

周囲の遺構から判断して縄文時代後期前葉である。覆土6層中の炭化材について放射性炭素年代測

定を行ない､補正CM年代が3890±40yrBPという結果を得ている。(暦年代、未補正年代はV章-1参照）

JP-9(図Ⅳ－13 ･ 14 図版11)

位置

Q-34， 35標高約9. 5mの段丘平坦面に位置する。 1m程東にはJM-2がある。

規模

3. 51×(1.71)/3.09×(1. 17)/0.6m

調査

試掘時に落ち込みとして確認されていた遺構である。試掘跡を掘り下げ、坑底面を確認した後、 メ

インセクションベルトと、それにほぼ直行する土層確認用ベルトを残して掘り下げた。底面と壁の立

ち上がりを確認したため遺構と判断し、焼土、柱穴は検出されなかったため土坑と認定した。土坑の

北から西側にかけてはⅢ層とⅥ層Ⅳ層が混ざった暗褐色もしくは黒褐色の土が広がっていた。厚さ

は最厚部で1OCm程、で、土器片やフレイクなど遣物が比較的多く含まれていた。掘り上げ土と考えら

れる。

覆土

基本的には自然堆積および壁などの崩落土である。上部はTa-a?(1)、 Ta-c(3)火山灰があり、 2はⅡ

層、 4はⅢ層と対比できそうである。

形態

平面形は隅丸方形にちかい楕円形である。Ⅲ層中からV層下部まで60cm程掘り込まれ、坑底面は平

坦であるがややうねる部分もある。壁は斜めに立ち上がる。

遺物

出土遺物はⅣ群土器3点、フレイク5点である。掘り上げ土からはⅣ群土器51点、Uフレイク3点、た

たき石1点、 フレイク30点、礫5点が出土している。土器は被熱し、 2Cm以下の小破片となるものが多

い。

1～3はⅣ群土器で同一個体と思われる。赤化し脆くなる。かろうじて縄文が確認できる。 4はた

たき石。下端と稜頂部に潰打痕がみられる。石材は不明である。

時期

出土した土器から判断して縄文時代後期前葉である。

JP-10(図Ⅳ 15 図版12)

位置

P-39， 40･Q-40標高約1lmの段丘斜面部に位置する。 JM-3が南西側にあり、 JF-4が西側にある。

規模

4． 69×3.6/4.41×3. 12/0. 5m

調査

Ⅲ層調査後、Ⅳ層上面で一部に白色火山灰が混じる黒色土のまとまりがみられたため、Qラインのベ

ルトとそれに直行する長軸方向の土層観察用ベルトを設定し、掘り下げた。平面形や坑底面の凹凸か

ら、地滑り跡や風倒木など自然の落ち込みの可能性も考えたが、南側以外の壁の立ち上がりが明瞭で

頁9
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l 縄文時代の遺構
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W縄文時代の遺構と遺物

あることや土層の観察から、遺構と判断した。北側壁際の坑底面直上で炭化材のまとまりがみられた

ため、サンプルを採り、放射性炭素年代測定を行なっている。

覆土

基本的に自然堆積または壁際の崩落土の三角堆積である。上部にはTa-a?(1)、 Ta-c(3)火山灰の堆

積がみられ、 2はⅡ層、 4はⅢ層と対比できそうである。

形態

長径4mを超える比較的大型の土坑である。平面形は不整形である。斜面部に形成され、南側の壁

は明瞭ではない。坑底面は凹凸があり、 中央部が盛り上がる。

遺物

出土遺物はフレイク1点、礫17点である。いずれも覆土中からの出土である。

時期

周囲の遺構などから判断して縄文時代後期前葉である。坑底面直上の炭化材について放射性炭素年

代測定を行ない、補正CI,年代が3740±40yrBPという結果を得ている。 （暦年代、未補正年代はV章一

1参照）

JP-11 (図Ⅳ－16 図版13)

位置

P-37， 38標高約10. 5mの段丘平坦面に位置する。 JP-17、 JM-3に近接する。

規模

3． 36×2. 51/2. 9×1.97/0. 58m

調査

Ⅲ層調査中、 白色の火山灰のまとまりがみられたため、 まとまりの中心を基準に十字に土層観察用

のベルトを設定し、掘り下げた。底面と壁の立ち上がりを確認したため遺構と判断し、焼土、柱穴が

検出されなかったため土坑と認定した。土坑西側覆土中に炭化材のまとまりがみられたため、サンプ

ルを採り、放射性炭素年代測定を行なっている。

覆土

上部のl～6は自然堆積である。 Ta-a(1)、 Ta-c(3)火山灰がみられ、 2はⅡ層、 4はⅢ層と対比できそ

うである。覆土7 ． 8はⅥ層を主体とした土で南側にみられ、 JM-3の盛土の可能性がある。その下層は

壁の崩落土などである。

形態

平面形は楕円形である。Ⅲ層中からⅥ層まで掘り込まれ、坑底面は平坦で、壁は急角度で立ち上が

る。

遺物

出土遺物はメノウの石核1点、たたき石2点、 フレイク3点、礫4点である。

1はメノウ石核。径5cm程度の扁平な原石を利用している。打面を作出後一端から連続して長い剥

片を取っている。 2 ． 3は砂岩製のたたき石。 2は全体につるつるした感触がある。

時期

覆土中の炭化材について放射性炭素年代測定を行ない、補正CI1年代が3470±40yrBPという結果を

得ている(暦年代、未補正年代はV章-1参照)。 このことから判断して縄文時代後期前葉である。ま

た覆土中にJM-3の盛土と考えられる土層がみられることから、 JM-3より古い時期と考えられる。

戸戸

4，句
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l 縄文時代の遺構
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Ⅳ縄文時代の遺構と遺物
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JP-12 (図Ⅳ－17 図版14)

位置

R-37， 38標高約10mの段丘斜面部に位置する。 JM-2， 3と近接する。

規模

4．34×3/4.02×2. 64/0.59m

調査

Ⅲ層調査中にTa-a火山灰のまとまりがみられたため、 まとまりの中心を基準に十字に土層観察用の

ベルトを設定し、掘り下げた。底面と壁の立ち上がりを確認したため遺構と判断し、焼土、柱穴が検

出されなかったため土坑と認定した。

覆土

基本的には自然堆積および壁などの崩落土である。上部はTa-a(l)、 Ta-c(3)火山灰があり、 2はⅡ

層、 4はⅢ層と対比できそうである。 7層はⅢ層にⅣ層が混じるもので坑底上面に広く堆積する。

形態

長径4mを超える比較的大型の土坑である。平面形は不整の楕円形を呈する。Ⅲ層中からⅥ層中ま

で掘り込まれる。坑底面は平坦で南側に向かってやや傾斜する。壁は斜面下部分ではっきりとしない

が、それ以外は斜めに立ち上がる。

遺物

出十遺物はメノウの石核1点である。

序7
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l 縄文時代の遺構
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1V縄文時代の遺構と遺物

1はメノウの石核。長径8cm程の原石を利用する。側縁から数枚の円形状剥片が取られている。

時期

周囲の遺構などから判断して縄文時代後期前葉である。 JM-2･3の盛土は覆土中には観察されなか

った。

JP-13 (図Ⅳ－18 図版15)

位置

P-35， 36標高約10mの段丘平坦面に位置する。 JP-15･16が南側にあり、南東側にはJM-2が所在す

る。

規模

1. 99×1.66/1.62×1. 17/0. 52m

調査

Ⅲ層調査中に白色の火山灰のまとまりがみられたため、 まとまりの中心を基準に十字に土層観察用

のベルトを設定し、掘り下げた。底面と壁の立ち上がりを確認したため、規模などから土坑と判断し

た。

覆土

基本的には自然堆積および壁などの崩落土で、埋め戻しなどはない。上部にはTa-c(2)火山灰があ

り、 lはⅡ層3 ．4はⅢ層と対比できそうである。

形態

平面形は直径2m弱のほぼ円形である。Ⅲ層中からⅥ層上面まで50cm程掘り込まれ、坑底面は皿状

となり、壁は斜めに比較的急角度に立ち上がる。

遺物

出土遺物は砥石1点、礫1点である。 1は板状の砂岩製砥石。全体に薄くススが付着する。

時期

周囲の遣構などから判断して縄文時代後期前葉である。

JP-14 (図Ⅳ－19 図版15)

位置

P-41， 42･Q-41， 42標高約11mの段丘斜面部に位置する。 JP-10が西側に位置する。

規模

3． 58×3. 15/3． 13×2. 53/0.67m

調査

斜面部のⅢ層調査中に白色の火山灰のまとまりがみられたため、 まとまりの中心を基準に十字に土

層観察用のベルトを設定し、掘り下げた。底面と壁の立ち上がりを確認したため遺構と判断し、焼土、

柱穴が検出されなかったため土坑と認定した。

覆土

基本的には自然堆積である。上部はTa-a(1)、 Ta-c(3)火山灰が少量だが確認でき、 2はⅡ層、 5は

Ⅲ層と対比できそうである。斜面上部からの流れ込みが顕著である。

形態

平面形は不整形である。緩斜面のⅢ層中からⅥ層中まで掘り込まれ、坑底面は凹凸がある。壁は南
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l 繩文時代の遺構
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図Ⅳ－20 JP-15･ 16平面図・土層断面図・遺物分布図・出土遺物

側は不明瞭であるが、それ以外は斜めに立ち上がる。北側壁際の坑底面ではⅥ層中に含有される10~

20cm程の礫が数個露出する部分がある。

遺物

出土遺物は石槍1点、Uフレイク1点、砥石1点、礫12点、原石1点である。

1は石槍。土坑外の東側壁際から出土した。赤茶色の鉄分が網状に入る黒曜石を利用している。 2

はUフレイク。挾り部分が利用されている。 3は軽石製砥石。全体にすり痕があり、一部溝状とな

る。 4～7は礫。いずれも炭化物が付着する。

時期

周囲の遺構などから判断して縄文時代後期前葉である。

JP-15 (図Ⅳ－20 図版16)

位置

P-35標高約9. 5mの段丘平坦面に位置する。北側にJP-13があり、南側にごく近接してJP-16、さら

にJM-2がある。

規模

0． 94×0. 58／0.78×0. 6/0.3m

調査

Ⅳ層調査中に黒色土の小さなまとまりが検出されたが、 自然の落ち込みと判断して掘り下げた。礫

がみられたため、その周囲を精査し、礫の集中を確認した。礫取りあげ後その下層で坑底面、壁の
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1V縄文時代の遺構と遺物
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図Ⅳ－21 JP-17平面図・土層断面図
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l 縄文時代の遺構

立ち上がりを確認し、土坑と認定した。

覆土

礫の下層は黒色土に少量のⅣ層炭化材が混じる土居で、上面もほぼ同様であった。埋め戻し土の

可能性がある。

形態

長径1m未満の小型の土坑である。平面形は隅丸方形に近い楕円形である。確認面からⅥ層上面ま

で30cm程掘り込まれているが、Ⅲ層から掘り込まれていたと考えられる。壁は斜めに立ち上がり、東、

西側ではややオーバーハングする。

遺物

出土遺物はフレイク1点、たたき石1点、礫53点である。土坑東側に偏在し、礫は全体にススが付着

する。 1はたたき石。断面三角の稜部にたたき痕がある。

時期

周囲の遺構などから判断して縄文時代後期前葉である。礫集中直下の炭化材について放射性炭素年

代測定を行ない、補正C,,年代が3860=t40yrBPという結果を得ている(暦年代、未補正年代はV章-1

参照)。

JP-16 (図Ⅳ－20 図版16)

位置

P-35標高約9. 5mの段丘平坦面に位置する｡ごく近接して西側にJP-15が､東側にJM-2がある。

規模

0.9×0. 56/0. 66×0.47/0. 26m

調査

JP-15調査中、周辺を精査したところ、Ⅳ層上面で黒色土のまとまりが検出された。南東側半分を掘

り下げ、坑底面と壁の立ち上がりを確認したため土坑と判断した。

覆土

覆土上部東側にはJM-2の盛土が少量みられる。それより下層は黒色土(Ⅲ層)とⅣ層の混合土で、埋

め戻し土の可能性がある。

形態

長径1m未満の小型の土坑である。平面形は不整の楕円形となる。壁は北西側では急角度、それ以

外は斜めに立ち上がる。

遺物

遣物は出土していない。

時期

周囲の遺構などから判断して縄文時代後期前葉である。 JM-2の盛土が上面にみられるためこれより

古い。

JP-17 (図Ⅳ－21 図版17)

位置

N-36， 37･0-36， 37標高約10mの段丘平坦面に位置する。

規模

5．29×3.72／4.48×3.07/0. 62m
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W縄文時代の遺構と遺物

調査

I層除去後、Ⅳ層上面で白色の火山灰と黒色土のまとまりがみられたため、Qラインセクションベル

トと、それにほぼ直行する土層確認用ベルトを残して掘り下げた。底面と壁の立ち上がりを確認した

ため遺構と判断し、焼土、柱穴が検出されなかったため土坑と認定した。炭化材についてはサンプル

を採り、放射性炭素年代測定を行なっている。

覆土

基本的には自然堆積および壁などの崩落土で、埋め戻しなどはない。上部にはTa-a?(1)、 Ta-c(3)火

山灰がみられ、 2はⅡ層、 4はⅢ層と対比できそうである。

形態

長径5mを超える大型の土坑である。平面形は不整の楕円形となる。坑底面は平坦で、壁は斜めに

立ち上がる。

遺物

出土遺物はフレイク3点、礫3点である。いずれも覆土中からの出土である。

時期

周囲の遺構などから判断して縄文時代後期前葉である。床直上の炭化材について放射性炭素年代測

定を行ない､補正C, !年代が3830±40yrBPという結果を得ている｡(暦年代､未補正年代はV章-1参照）

（愛場）

JP-18 (図Ⅳ－22･23 図版18)

位置

M-41･N-41 標高約9mの南斜面上部平坦面に位置する。

規模

5. 18×4. 64/3.74×2. 94/0.60m

調査

この付近はほぼⅣ層上面まで耕作されていたので、 I層除去後の精査中に、 Ta-c火山灰と黒色土の

覆土が楕円形状に確認された。規模から竪穴住居が想定されたが、底面には柱穴は見あたらず、壁面

および周囲のⅣ層上面も精査したが、外柱穴も検出できなかった。掘り込み面は上層で、Ⅵ層上面を

坑底とする。底面には細かい炭化物の集中はみられたが、焼土はない。近辺に焼土が三か所認められ

るが、土坑として報告する。

覆土

主としてⅡ層とⅢ層がまじるもので、覆土上層中央部にレンズ状のTa-c火山灰が堆積している。壁

付近には、崩落土としてⅣ層混じりの土がみられる。

形態

平面形は西側がやや凹んだ不整形な楕円形を呈する。坑底は、西側が確認面より坑底中央部に向け

なだらかな段状を呈するが、東側は平坦である。

遺物

出土遺物は両面調整石器1点、つまみ付きナイフ3点、スクレイパー3点、たたき石1点、加工痕のあ

る礫1点、 フレイク24点、礫10点である。剥片石器はすべて黒曜石製である。

1は両面調整石器。先端部に打面を残す。 2～4はつまみ付きナイフ。いずれも縦長の剥片素材を

あまり成形せず、側縁部に刃部を設ける。 2は被熱する。 5 ． 6はスクレイパー。 7は加工痕のある

礫。ほぼ全面に潰打痕がみられる。 8はたたき石。平面部と長軸一端にたたき痕があり、すり痕もみ
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l 縄文時代の遺構
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Ⅳ縄文時代の遺構と遺物
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l 純文時代の遺構
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Ⅳ縄文時代の遺構と遺物

られる。

時期

周囲の遺構などから判断して縄文時代後期前葉である。

（越田）

(3) 盛土遺構

JM-1 (図Ⅳ-24～29 図版20･ 21)

位置

L32， 33･M-31， 32， 33， 34･N-31， 32， 33標高約9mの段丘平坦面に位置する。北側はJP-8に近

接する。

規模

10. 53×7. 29/0.34m

調査

25％調査時のⅢ層調査中にⅥ層やⅣ層が主体となる士のまとまりが検出された。その広がりを把握

するためNラインと32ラインに土層観察用のベルトを残し、周辺のグリットを精査した。広がりがつ

かめたところで、 中央部と思われる部分にベルトを追加して設定した。盛土はⅢ層上にⅣ．Ⅵ層主体

の黄褐色土が環状に堆積し、その周囲に黒色土(Ⅲ層)とⅥ層．Ⅳ層が混ざった土が観察される。盛土

範囲を記録後、盛土を掘り下げた。盛土下部、直下には土器砥石、 フレイク、礫など遺物が多く含

まれていた。Ⅲ層上面地形は盛土されていた部分中央がやや窪み、その部分で焼土(MF-l)が検出され

た。 この窪みはやや掘り込まれたものと判断している。Ⅲ層を掘り下げ後、Ⅳ層上面で小柱穴群(SP-

l～19)を検出した。盛土に伴うものと考えられる。 MF-l焼土中の炭化材についてはサンプルを採り、

放射性炭素年代測定を行なっている。

盛土土層・形態

Ⅲ層はやや掘り窪められており、その上面にⅣ．Ⅵ層主体の黄褐色土、黒色土(Ⅲ層)に少量のⅥ

層．Ⅳ層が混ざった土が盛土される。黄褐色土は掘り込み周囲を囲むように環状に堆積し、周囲より

やや高く盛土される。最厚部で30cm程である。Ⅳ居、Ⅵ層は全体によく混ざり、ブロック状にはなら

ない。細かな分層はできず、比較的短期間に形成されたと考えられる。環状堆積の内側、外側には黒

色土(Ⅲ層)に少量のⅥ層．Ⅳ層が混ざった薄い土層が観察される。 N32杭東側ではTa-c火山灰が覆土4

上にみられ、降灰時においても中央がやや窪んだ地形となっていたことが推定される。

付属遺構

盛土ほぼ中央、盛土直下のⅢ層上面で焼土(MF-1)が検出された。もっとも窪んだ部分に形成されて

いる。焼土の厚さは1Ocm近く、炭化物、Ⅳ層粒が混じり、焼土下部は漸移的に焼けている。フレイク

チップが85点出土している。

小柱穴は19か所検出された(SP 1～19)。盛土中、下では確認できず、すべてⅣ層上面での確認であ

る。すべて先端が尖り、打ち込み杭と考えられる。焼土を囲むように点在し、一部南西側に直線的に

配置される。

遺物

出土遺物はⅣ群土器58点、石槍3点、両面調整石器1点、スクレイパー3点、Uフレイク3点、 Rフレ

イク1点、石斧1点、石鋸4点、砥石10点、すり石3点、たたき石1点、 フレイク325点、礫129点、原石1

点である。盛土中央付近と東側に多く分布し、盛土下部および盛土直下のⅢ層上面での出土が多い。

1 ． 2はⅣ群士器(北筒Ⅲ式土器)で広い範囲で接合する(図Ⅳ-27)｡ JM-2では土器はこれら2個体
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Ⅳ繩文時代の遺榊と遺物
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l 縄文時代の遺構
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Ⅳ繩文時代の遺桃と遺物

のみである。 1は口縁部から底部付近までの復元土器。内側からの打撃痕がみられ、打ち割られてい

る。器形は円筒形で、口縁部には肥厚帯がめく､り、 4か所に縦位に貼り付けがなされる。肥厚帯上には

2本1組の沈線が縦位にほぼ等間隔で巡る。図正面の縦位貼り付け上には沈線は施されないが、そのほ

かでは貼り付け上にl～2本の沈線が引かれる。肥厚帯直下には中空の工具による刺突列が横環する。

縄文はLR斜縄文で、 口唇部と口縁付近の内面にも施される。胎土には少量の砂粒が混じる。 口縁部

肥厚帯と内面底部付近の付着炭化物について放射性炭素年代測定を行なっている。 2は口縁部から胴

部までの復元土器。器形は円筒形で、 口縁部がやや開き気味となる。 口縁部には肥厚帯が巡るが、体

部との厚さにあまり差はない。直下にはへら状工具による幅1cm程の無文帯が巡り、その上にU字

状の刺突列が横環する。刺突部には縄文の粒を思わせる蕨状の圧痕がみられる部分もあり、縄端や茎

などの工具が利用されたと考えられる。縄文はLRとRL斜縄文が交互に施され、 口唇部にも施文さ

れる。胎土には砂礫砂粒が多量に混じる。

3～8は剥片石器。いずれも黒曜石製である。 3 ． 4は石槍。いずれも下端部に原石面を残す。 5

～7はスクレイパー。 7はラウンド状の厚い刃部をもつ。 8はUフレイク。快り部分が利用される。

9は緑色泥岩製石斧。上部は折れている。 10～12は石鋸。 11にはススの付着がみられる。 13は凝灰

質砂岩製砥石。全面が擦られている。細かく割れているが、打ち割った痕や再利用痕はみられない。

多くは盛土下からの出土だが、 JM-2出土の破片1点と接合した。 14･ 15･ 17はすり石。 14は凝灰岩製

で白色を呈する。 15 ． 17は凝灰質砂岩製。 15はぬめるような感触となる。 17は側縁全周にすり痕がみ

られる。 18は礫。炭化物が付着する。

時期

出土した土器から縄文時代後期前葉と考えられる。 MF-l焼土中の炭化材について放射性炭素年代測

定を行ない、補正C1 1年代が3810=t40yrBPという結果を得ている。また図Ⅳ－1の土器内外面付着の

炭化物についても放射性炭素年代測定を行ない、 内面の炭化物が補正C,,年代4280=t40yrBP(較正暦年

代BC) 、外面炭化物が補正CM年代4160±40yrBP(較正暦年代BC)という結果がでている。 MF-1炭化材測

定値より350～470年ほど古くでている。 （暦年代、未補正年代はV章-1参照）

JM-2(図Ⅳ-30～36 図版22～25)

位置

P-35， 36･Q-35， 36， 37･R-35， 36， 37･S-36標高約10mの段丘平坦面に位置する。西側にJP-

l3 ･ 15 ･ 16、東側にJP-12がある。

規模

9．84×8. 32/0. 28m

調査

Q34区のI層調査後にⅥ層を主体とする土のまとまりが検出された。その広がりを把握するため周

囲のグリットを精査したところ、 VI層主体の土がほぼ円形、環状に堆積していた。盛土と考え、 まと

まり中央に十字に土層観察用のベルトを設定し、その脇をトレンチ状に掘り進めた。環状にめぐるVI

層主体の黄褐色土のほか、 中央やその周囲にも黒色土(Ⅲ層)とⅥ層．Ⅳ層の混ざった土居が観察さ

れ、 Ⅲ層上面に広く盛土されていることを確認した。盛土の範囲を記録した後、ベルトを残して盛土

を掘り下げた。盛土西側では構造材と予想される炭化材のまとまりとそれに伴う焼土が検出された。

盛土除去後の地形は北側から中央部にかけてⅢ層がやや掘り込まれ、Ⅳ層が露出する部分もあった。

中央部では焼土が2か所検出され、それを囲むようにベンガラがⅢ層上面に散布されていた。また小

ワリ
イrj



l 繩文時代の遺構
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l 縄文時代の遺構
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Ⅳ縄文時代の遺構と遺物
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柱穴状のピットも同面で検出された。すべて半分に断ち割って断面を観察し、ベンガラ散布部分より

外側を中心に79か所の小柱穴群を確認した。西側の炭化材についてはサンプリングし、樹種同定およ

び放射性炭素年代測定を行なっている。

露士士層・形態

Ⅲ層はやや掘り込まれ、南側斜面部にかけて平坦な整地面が作出されている。掘り込まれた面に焼

jz(MF-l･2)、その周囲のやや高いⅢ層面でベンガラ散布がみられ、それらの上に炭化材、それに伴う

焼土を含んだ盛土が堆積する。盛土は範囲全面でみられるが、 中央部より、その周囲のほうが厚く盛
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l 繩文時代の遺構
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Ⅳ縄文時代の遺構と遺物

られる傾向にある。厚く盛土され、環状となる部分は小さなブロック状のまとまりが折り重なって堆

積している。中央部は比較的混じりのないⅣ層が主体となる土のまとまりがみられ、炭化材が集中す

る部分もこの土層である。また南側は斜面となるためやや流れた状況が観察できる。比較的短期間に

形成されたものと考えられる。

付属這構

焼土2か所(MF-l･2)が盛土中央付近から、南北方向に2m程離れて検出された。 MF-1はやや掘り込

まれたⅣ層上面MF-2は平坦なⅢ層面で確認され、それぞれ漸移的に焼けている。

小柱穴79か所(SP-l～79)が盛土下から検出された。Ⅲ層中では確認が難しく、ほとんどはⅣ層上面

での確認である。掘り込みを取り囲むように、 さらにベンガラ範囲よりも若干外側に(南側では重な

る)分布する。 2本l対となる様子も観察される。小柱穴の直径は5～lOcIIl程で、 いずれも先端が尖る。

傾きがあるものは少なく、ほぼまつすぐに打ち込まれるものが多い。

炭化材は盛土下部からⅢ層上面で確認された。盛土中にはこれに伴う焼土がみられる。すべて棒状

の炭化材で南北方向に倒れたような状態で検出された。縦、横の構造がみられる。すぐ直下には小柱

穴が数個検出されたが関連は不明である。炭化材はサンプルを採り、樹種同定したところクワ属、 ク

ルミ属ニレ属、 クワ属、 トネリコ属などが確認された(V章-3参照)。

ベンガラは50cm～8()cIIlの幅で、やや掘り込まれた範囲を取り囲むように検出された。平面形は長方

形に近い。 Ⅲ層上面盛土直下でみられ、炭化材のまとまりはベンガラの上にある。層厚は薄く、厚

いところでも5mm程度で、 Ⅲ層黒色士ということもあり非常に見分けにくかった。残りのよい3か所

でサンプルを採り、周辺のⅢ層土壌とともに赤色物質の分析したところベンガラと同定された(V章

4参照)。

遺物

出土遺物はⅣ群土器609点、石嫉2点、石槍10点、両面調整石器17点、 スクレイパー6点、石核1点、

Uフレイク1点、 Rフレイク4点、石斧1点、砥石6点、加工痕のある礫2点、すり石1点、 フレイク1087

点、礫512点である。

土器は盛土南側に多く分布する。熱を受け3cm以下に細かく割れるものが多く、明確な口縁部破片

はみられない。 1 ． 2はⅣ群土器。 1はlll1部片。 2は底部。いずれも胎土には小礫、砂粒が混じる。

石器はフレイクを含め全体に分布する。礫石器は南側に多い傾向がある。剥片石器はすべて黒曜石

製で石槍、両面調整石器が多い。 3は石鍼とした。やや厚みがある。 4～9は石槍。 4～6は左右が

非対称となる。 7は完形品を打ち割ったもの。破片は盛土内にひろく分布し、一部は.IM-4出土の破片

と接合した。 9は折れ面から再加工している。 10～14はスクレイパー。 10はつまみ付きナイフの可能

性もある。 15は石核。打面を変えながら、剥片を取る。原石面をほとんど残さない。

16は凝灰質砂岩製の石のみ。両側縁に条痕が残る。 17～19は砥石。 17． 18は板状で側縁部がV字状

に調整されていることから石鋸の可能性もある。 19は砂岩製砥石で。断面は四角形に近く、長軸両端

部には溝状のすり痕がある。 20．21は加工痕のある礫。 20は下端部が刃部様に薄く加工される。図裏

面には光沢のある炭化物が付着する。 21は凝灰岩で白色を呈する。非常にやわらかな素材で磨耗が激

しい。 22はたたき石。下端部ほかほぼ全面にたたき痕がある。 23～25は炭化物が付着する礫。 23 ．24

は凝灰岩礫。 24は条痕が残るが新しい傷の可能性がある。 21同様白色の凝灰岩製である。 25はほぼ全

面に光沢のある炭化物が付着している。

時期

出土した土器から縄文時代後期前葉と考えられる。炭化材集中の炭化材2点について放射性炭素年
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l 縄文時代の遺構
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Ⅳ縄文時代の遺椛と遺物
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l 繩文時代の遺構
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W繩文ll寺代の辿榊と遺物

代測定を行ない､補正C, ,年代が3710±40yrBPという結果を得ている。 (暦年代、未補正年代はV章一l

参照）

JM-3(図Ⅳ－37 ． 38 図版26)

位置

()-39･P-38, 39･Q-38， 39， 40標高約10mの段丘平坦面､ .IP-10･ll･12の中間に位置する。

規模

（8. 24)×(8.24)/(0. 16)m

調査

I層調査後、 P38， 39， Q38･39のⅢ層について、周囲に遺構がみられることからグリットラインに

士層観察ベルトを残して掘り下げをおこなった。Ⅵ層を主体とする褐色土やⅢ層にⅣ。Ⅵ層が混じる

土のまとまりが所々でみられ、土器やフレイクなど遺物も多くみられた。 このため上部が削平された

盛土の可能性を考え、褐色土、黒褐色土のまとまりや遺物の分布などから範囲を推定した。またJP-ll

では覆土中にⅥ層主体の暗褐色士があり、 .IM-3の盛土の流入の可能性がある。焼土、小柱穴は検出さ

れなかった。

窯十七層・形態

平面形態は不明。 Q39杭周辺に褐色土がまとまってみられるほかは、 Ⅲ層に少量のⅣ層が混じった

黒褐色土層が斑状にみられる。

遺物

出土遺物はⅣ群土器(北筒Ⅲ式土器)96点、 Uフレイク1点、石鋸4点、砥石1点、石核1点、 フレイク

70点、礫51点である。フレイクはメノウがほとんどである。

1～6はⅣ群土器の同一個体である。 JM-3からの出土は5 ･ 6で、そのほかはI層の出土である。

1 ． 2は口縁部である。 lは縦位の貼り付けがあり、その上部は中空の工具により刺突される。

3 ． 4は口縁部付近。幅3cm程の磨り消し帯と直下の地文の縄文上に中空の工具による2列の刺突列

が巡る。肥厚帯はなく磨り消し帯により、 口縁部と体部が分けられる。 5は胴部。 6は底部である。

複節の斜縄文があり、磨り消し帯により区切られる。

7は黒曜石製スクレイパー。 8はメノウの石核である。 9は砥石、 10は石鋸。いずれも凝灰質砂岩

を利用する。 11は礫。ぬめるような感触がありすり石の可能性がある。

時期

出土した土器から縄文時代後期前葉と考えられる。

JM-4(図Ⅳ 39･40 図版26)

位置

推定範囲L-37， 38， 39･M-37， 38， 39･N-38， 39標高約10mの段丘平坦面に位置する。

規模

（8.78)×(6.52)/(0. 10)m

調査

I層調査後、Ⅳ層上面でⅥ層を主体とする黄褐色土が2m程の範囲でまとまってみられた。まとま

りの長軸に土居観察用のベルトを設定し、黄褐色土を掘り下げた。土居中で炭化物と二次堆積と考え

られる焼土が検出された。 さらに周囲で同様な黄褐色土のまとまり、焼土や小柱穴が確認されたた

め、上部には盛土があったものと推定した。
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l 縄文時代の遺構
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Ⅳ繩文時代の遺構と遺物

窯十iE･形態

平面形態は不明である。窪みにⅥ層主体の褐色土、 Ⅲ層とⅣ層の混合土である暗褐色土が残る。炭

化物や投げ込みの焼土がみられる。

付属遺構

焼土が2か所検出された(MF-l･2)。いずれもⅣ層上面で30c111未満の小型のものである。Ⅳ層が漸移

的に焼けている。小柱穴が13か所で検出された(SP-l～13)。直径5cm程で、先端は尖る。列状となり、

2本l対となる部分も観察できる。 このほか炭化材がMF-2南西側でみられ、放射性炭素年代測定を行な

っている。

遺物

出土遺物は石槍1点、スクレイパー1点、すり石1点、 フレイク23点、礫18点である。 MF-lからは軽

石小片が出土している。

1は黒曜石製スクレイパー。 2は凝灰岩利用のすり石。

時期

周辺の遺構などから縄文時代後期前葉と考えられる。残存していた盛土中の炭化材について放射性

炭素年代測定を行ない、補正C, 1年代が3740±40yrBPという結果を得ている。

（愛場）

(4) 焼土

焼土は段丘平坦部に分布する。 JF-4がJP-10に、 」F-5がJP-18近接する以外は竪穴住居跡、士坑とは

関連せず離れて所在している。いずれもⅢ層下部からⅣ層上面での検出である。焼土土壌はすべてサ

ンプルを採り、フローテンション作業を行なったが、炭化種子や動物遺体は検出されなかった。 時期

は周辺の遺構などから、 いずれも縄文時代後期前葉と考えられる。

JF-1 (区|Ⅳ－41 図版27)

位置

N-34標高約9mの段丘平坦面に位置する。

規模

0． 58×0.46/0.05m

調査

発掘区調査中、 Ⅲ層下部で検出された。南西側半分を掘り下げ、土居を確認した。平面形は不整の

楕円形で、焼土層は漸移的に焼けている。遺物は出土していない。

JF-2(図Ⅳ－41 図版27)

位置

.1-33標高約9mの段丘平坦面に位置する。西側4m程にJI)-6がある。

規模

().33×0. 28/0.02m

調査

発掘区調査中、 Ⅲ層下部で検出された。南西側半分を掘り下げ、士層を確認した。平面形は不整の

円形で、焼土層は漸移的にⅣ層上面まで焼けている。出土遺物はフレイク1点である。

JF-3 (図Ⅳ－41 図版27)

位置
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l 繩文時代の遺構
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Ⅳ繩文時代の遺構と遺物
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l 純文時代の遺描
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W縄文時代の遺構と遺物

0－39標高約9mの段丘平坦面に位置する。

規模

0．47×0. 26/0. 02m

調査

発掘区調査中、W層上面で検出された。南側半分を掘り下げ、土居を確認した。平面形は不整の楕

円形で、焼土層は漸移的に焼け、固くしまる。出土遺物はフレイク2点である。

JF-4(図Ⅳ－41 図版27)

位置

l)-40標高約9mの段丘平坦面に位置する。 1m程南東にJP-10がある。

規模

0． 29×0. 27/0. 04m

調査

I層調査後、 Ⅲ層下部で検出された。南側半分を掘り下げ、土層を確認した。平面形は不整の円形

で、焼土層は漸移的にⅣ層上面まで焼けている。遺物は出土していない。

JF-5(図Ⅳ－41 図版27)

位置

M-42 標高約9mの段丘平坦面に位置する。 1m程北側にはJP-18がある。

規模

0． 51×0.46/0. 08m

調査

I層調査後、 Ⅲ層下部で検出された。南側半分を掘り下げ、土層を確認した。平面形は不整の円形

で、焼土層は漸移的に焼けている。炭化材、 1cnl以下のフレイクチップが全体に混じる。点数は286点

である。

時期

覆土中の炭化材について放射性炭素年代測定を行ない、補正C!,年代が374()±40yrBPという結果を

得ている。 （暦年代、未補正年代はV章-1参照）

JF-6(図Ⅳ－41 図版27)

位置

L-42標高約9mの段丘平坦面に位置する。

規模

0. 37×0. 26/0. 07m

調査

Ⅲ層調査中、 Ⅲ層下部で検出された。南西側半分を掘り下げ、土層を確認した。平面形は不整の楕

円形で、焼土層は漸移的に焼けている。出土遺物はフレイク23点である。

JF-7(図Ⅳ－41 図版27)

位置

Ⅷ



l 細文時代の追椛

L-39標高約9mの段丘平坦面に位置する。南東側に.IM-4がある。

規模

0． 89×0. 79/0.06m

調査

I層調査後、Ⅳ層上面で黒褐色土のまとまりの中に検出された。炭化材の縁が径50cⅢ程の範囲で円

形にみられ、その中に黒褐色土と焼土がある。中央にトレンチを入れ、土層を確認すると、 5111111程の炭

化材層がみられた。炭化材上部の黒褐色土と焼土を取り去ると炭化材が皿状に検出された。焼土調査

後、黒褐色土のまとまりについて土坑の可能性を考え調査したが、底面、壁とも凹凸があり、風倒木

痕と考えた。本焼土も風倒木に伴う、 自然の焼土の可能性もある。遺物は出土していない。

時期

覆土中の炭化材について放射性炭素年代測定を行ない、補正CM年代が3740±4()yl･BPという結果を

得ている。 （暦年代、未補正年代はV章 l参照）

JF-8(図W-41 図版27)

位置

N-39 標高約9mの段丘平坦面に位置する。東側2m程に,1F-3がある。

規模

0. 31×0. 3/0.O(jm

調査

I層調査後、Ⅳ層上面で検出された。南東側半分を掘り下げ、士層を確認した。平面形は不整の円

形で、焼土層は漸移的に焼けている。遺物は出土していない。

JF-9(図Ⅳ－41 図版27)

位置

K-31 標高約9mの沢頭状の地形に位置する。

規模

0． 53×0.49/0. 08m

調査

発掘区調査中、 Ⅲ層中で検出された。西側半分を掘り下げ、土層を確認した。平面形は不整の円形

で焼土層はⅣ層中まで漸移的に焼ける。 （愛塲）

2 包含層出土の遺物（続縄文・縄文時代）

包含層の遺物

(1) 土器

土器は包含層でⅣ群土器545点、Ⅵ群土器296点出土している。細かく割れるものが多いため破片点

数が増えているが、Ⅳ群土器はl0個体未満、Ⅵ群土器はl個体のみである。遺構も含め土器個体数は非

常に少ない。

1はⅥ群土器。 ｡I I I-12覆土上面からまとまって検出された。 Ta-c火山灰上であることからⅡ層に対

応する層と思われる。底部から口縁部付近まで、 4分の1ほどの破片を図上で復元している。器形は底

90



Ⅳ繩文時代の遺構と遺物

部からややくびれて開き気味に立ち上がり、底部は張り出す。地紋の縄文は横走もしくは斜行する。

胴部には縦位に撚糸文がみられる部分がある。内面には幅8mm程のへら状工具による刷毛目調整痕が

底部付近まで観察される。胎士には5mm以下の小礫砂が混じる。焼成は悪く、やや脆い。続縄文時代

初頭の興津式～下田ノ沢I式の頃の土器と考えられる。 3は1の|司一個体拓本である。

2～10はⅣ群土器。 2は3分の1程の破片から図上復元した。器形は円筒形、 口縁部は平縁で、肥厚

帯が巡る。縄文施文後に肥厚帯と胴部を分ける無文帯が設けられる。地文はLR､ RLの斜縄文が交

互に施される。無文帯には貫通しない補修孔が2つみられる。

4 ． 5 ． 7は口縁部。いずれも肥厚帯がなく、 口唇部には地紋と同様の縄文が施される。 5は比較

的器壁が薄く、下部断面に補修孔が観察される。内面には全面に炭化物が付着する。 7は口縁部が波

状となる。 口縁から4cm程下に無文帯を設け、その上に中空工具による円形刺突列が巡るようである。

円形刺突文の下には縦位に沈線が引かれる。地紋は複節の斜縄文である。 6 ． 8 ． 9はlll1部。 6 ･ 8

は同一個体で地紋の縄文施文後、横位に幅lclll程の磨り消し帯が巡る。 9は複節の斜縄文がみられ、胎

士がかっちりしている。 10は平底の底部。底部外面に葉脈痕？が残る。

(2) 石器

続縄文時代・縄文時代と思われる包含層の石器は約3000点出土している。主な器種では石雛4点、

石槍24点、両面調整石器6点、つまみ付きナイフ4点、スクレイパー12点、 Rフレイク7点、石核15点、

フレイク667点、石斧1点、石鋸2点、砥石27点、たたき石1()点、加工痕のある礫3点、礫2, 294点などで

ある。礫が多いが、 ほとんどがI層出土で、近世のものとの区別がつかない。剥片石器では石槍が目

立って多い。また剥片石器はすべて黒曜石製である。遺構、包含層ともメノウの石核、 フレイクがみ

られるが製品はない。

1 ． 2は石鰄。 3～15は石槍である。 3～7は比較的小型のもので、 6 ． 7は基部が明瞭である。

8～15は木葉形、 もしくは菱形で、 12～15は基部下端部に原石面を残し、 いずれも上側の刃部が調整

されてやや細くなる。 15は径が15cmを超える大型のもので、側縁がやや内湾する部分がある。 16～18

はつまみ付きナイフ。定型的ではなく縦長剥片の側縁部を簡単に加工している。 19～22はスクレイパ

ー。いずれも素材の剥片の側縁に刃部を設ける簡素なものである。 23．24は石核。 23は黒曜石。打面

を変えながら剥片を取っている。 24はメノウ。図上部の打面、原石面から乗l1片を取っている。

25．26は石斧。 25は緑色泥岩製で、刃部は平らに擦られている。実測図右側縁、裏面には明瞭に光沢

をもつ炭化物が付着する。 26は凝灰質砂岩製石斧。全面軽く研磨され、 刃部は打ち欠きによる加工の

みで研磨されない。両側縁刃部付近には潰打痕がみられ、炭化物が全面に残る。

27 ．28は凝灰質砂岩製石鋸。 28は使用部が打ち割られ、右側縁の調整による錯向剥離がみられる。 29

～34は砥石。 29 ． 31 ． 32は凝灰質砂岩製で、 ススの付着がみられる。 29 ． 32は板状に割られた原石面

にすり痕がある。 30は砂岩製。 33は軽石製である。 34～36は加工痕のある礫。いずれも凝灰質砂岩製

で、炭化物の付着が観察される。 34はほぼ全面にすり痕がみられる。両側縁および端部に潰打痕およ

び打ち欠きがある。 35は長軸一端に、 36は両端に打ち欠きがある。 36は石錘の可能性がある。 37～40

はたたき石。側縁部、平坦部にたたき痕がみられ、一部赤色物質がごく少量付着する。鋭利な工具に

よると思われる条痕がある。 （愛場）
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2 包含層ll 1土の遺物

滝…|V群土器
1

1

Ｃ

０

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

０

Ｐ

Ｑ

Ｒ

2

033 ． 35 ． 36 ， P35 , Q3‘I ・ Q39の I勝出土

一
一

一一
一

一

uL｣－＆J 1

Vl群土器(11層川土）
Ｔ

Ｕ

石鍼・石槍 つまみ付きナイフ・スクレイパー
4 35 36 37 3 39 40 41 42 43

巻三
5 26 27 2829303~1 3233 3435 36 373839 4041 4243

Ｃ

０

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

ｌ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

０

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

Ｃ

Ｏ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

１

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ⅱ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

《

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

｜ ｜ ｜ 「訓一十十-斗一÷一L－L l ’
’

エ
エ モ

’
~~

＝

２ 1 1 1 』)l l l l l l l

-n~｢T｢、

罫千 一n-r ｌ
｜
｜
｜
’生

1 ’

’

ｕ
’
１

計蓋

＝
’

〕は石雛 ○はつまみ付きナイフ

砥石 フレイク

地
一
一
一

一
一
一

一

二
一
一
一

一一

２

－

二

一

一

一

一

一

二

一

一

一

26 27 28 1

斗
訓一F「

８３７３６３５３４３３３２３１３０３９ 〕 40 41 42 43 25 26 27 28 29 30 31 1 33 4 35 36 37 38 39 40 41 42 43

1 1 1 1 1 1
■■■■~1司-rrr

羊申弐ト
| | l l l l l lF

+M3-ﾄﾄ|■

と

U－LＣ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

ｌ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

０

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

６

Ｈ

ｌ

ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

０

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

士
’

三E ｺj+ 土昌里

’
２
’
６

－
－
－
４
｜
肌

~
~
~
~

~
~
~
~

~~

1

’

アヂ、三正

二

元 下
幸
工

l l l l l l l l l

と

半十
l 1 14

12 1 1 1

26

f
2110 1 4

3 41 1

212() 21 1

’

H十ﾄﾄHl l

すべて|Ⅱ層出土の点数( I層除く）
0m

図W-46包含層出土遺物分布図

(ﾉ6



V 自然科学的分析等

第V章自然科学的分析等

1 放射性炭素年代測定

加速器分析研究所

年代測定結果報告書

年代値の算出には、 Libbyの半減期5568年を使用しています。

BP年代値は、 1950年からさかのぼること何年前かを表しています。

付記した誤差は、次のように算出しています。

複数回(通常は4回)の測定値についてX2検定を行い、通常報告する誤差は測定値の総計誤差

から求めた値を用い、測定値が1つの母集団とみなせない場合には標準誤差を用いています。

613Cの値は、通常は質量分析計を用いて測定しますが､ AMS測定の場合に同時に測定される6'3C

の値を用いることもあります。

6脳C補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載しておきます。

1）

2）

3）

4）

同位体比は、 いずれも基準値からのずれを千分偏差(%。 ；パーミル)で表したものです。

6MC=[(! 'As-MAR)/"AR]×1000 (1)

61:IC=[(MAs-剛APDB)/13A1,,)IJ×1000 (2)

ここで、 いAs :試料炭素の'4C濃度: (MC/'2C)sまたは(MC/! :℃)s

''AR:標準現代炭素のMC濃度: (IIC/12C)Rまたは('IC/1 :℃)R

6崎Cは、質量分析計を用いて試料炭素の脇C濃度(13As=13C/'2C)を測定し、 PDB(白亜紀のベレムナ

イト(矢石)類の化石)の値を基準として、それからのずれを計算します。

但し、 IAAでは加速器により測定中に同時に剛C/'2Cも測定していますので、標準試料の測定値との

比較から算出した6'3Cを用いることもあります。 この場合には表中に〔加速器〕 と注記します。

また、AMcは、試料炭素が6':IC=-25.0(%0)であるとしたときの'℃濃度(IIAN)に換算した上で計算

した値です。 (1)式の!IC濃度を、 613Cの測定値をもとに次式のように換算します。

'IAN='IA扇×(0. 975/(1+613C/1000))'(I IAsとしてIIC/'2Cを使用するとき）

または

=' 1As×(0. 975/(1+613C/1000)) (IIAsとして! 'C/! ;ICを使用するとき）

4MC=[(MAN-'"IAR)/MAIJ×1000(%｡)

貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については、海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭酸ガ

ス中の濃度と異なるため、 同位体補正のみを行なった年代値は実際の年代との差が大きくなります。

多くの場合、同位体補正をしない611Cに相当するBP年代値が比較的よくその貝と同一時代のもの

ハワ

〃／



l 放射性炭素年代測定

と考えられる木片や木炭などの年代値と一致します。

IIC濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記として、 pMC(perCeniModernCarbon)がよく使わ

れており、AMCとの関係は次のようになります。

AIIC=(PMC/100-1)×1000(%｡)

PMC=AMC/10+100(%)

国際的な取り決めにより、 このAMCあるいはIMCにより、放射性炭素年代(C()I1vent ional

RadiOCarbonAge ;yrBP)が次のように計算されます。

T=-8033×ln[(AMC/1000)+1]

=-8033×ln(1,MC/100)

表V－1 穂香川右岸遺跡C燗年代測定試料一覧

試料重

=(9)
遺跡名 採取地点 採取層位 備考試料の種類 測定法 LibbyAge(yrBP)試料番号

穂香川右岸

穂香川右岸

穂香川右岸

穂香川右岸

穂香川右岸

穂香川右岸

穂香川右岸

穂香川右岸

穂香川右岸

穂香川右岸

穂香川右岸

穂香川右岸

穂香川右岸

穂香川右岸

穂香川右岸

穂香川右岸

穂香川右岸

穂香川右岸

穂香川右岸

炭化材

炭化材

炭化材

炭化材

炭化材

炭化材

炭化材

炭化材

炭化材

炭化材

炭化材

炭化材

炭化材

炭化材

炭化材

炭化材

炭化材

炭化物

炭化物

焼土

床直上

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

床直上

覆土

焼土

盛り土

盛り土

焼土

焼土

焼土

土器内面

土器外面

賑
一
Ｍ
一
Ｍ
｜
叩
一
Ｍ
｜
Ｍ
｜
順
一
皿
一
岨
一
山
一
Ｍ
｜
“
一
剛
一
Ｍ
い
一
皿
一
順
一
叩
一
叩

岻
州
一
蠅
一
蠅
一
蠅
一
蠅
蠅
蠅
州
蠅
一
雌
一
州
一
州
一
雌
一
蠅
一
“
｜
州
一
州
一
州

JⅡ－1 ．ⅡF-1

JH-l

JII-2

JP-3

JP-6

JP-7

JP-10

JI)-ll

JP-15

JP-17

､IP-8

JM-1･F-1

､IM－2

JM-2

JM－4･F-1

JF-5

JF-7

JM-1 ．447

.1M-1 ． 650

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

＋

｜

＋

｜

士

士

士

士

十

一

土

十

一

土

十

一

十

一

十

一

土

十

一

士

士

十

一

十

一

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

９

３

３

１

１

９

４

７

６

３

９

１

１

１

９

６

８

８

６

８

８

８

８

８

１

７

４

８

８

８

８

７

８

７

８

７

２

１

？
，
７
７
？
，
７
９
７
７
７
７
７
９
９
？
ｆ
り
り

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

４

４

II()UM－1

11()UM-2

II()llM-3

1I()UM－4

110UM-5

11OUM-6

II()UM-7

II()UM-8

H()UM-9

IIOUM-10

II()UM-11

IIOUM-12

II()UM-13

11OUM-14

H()UM-15

II()UM-16

11()UM-17

IIOUM-18

IIOUM-19

図Ⅳ-15

１

１
~~

８

８

２

２
~~
Ⅳ

Ⅳ

図

図
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V 自然科学的分析等

州表V-2 C14年代測定値一覧(1)

BP年代および炭素の同位体比料試WCodeNo.

試料採取場所：北海道根室市穂香 LibbyAge(yr●BP) : 3,900± 40

613C(%o)、 （加速器)=-25.50±1．00

A14C(%o) =-384.3± 3.3

pMC(%) =61.57±0.33

IAAA-41457

試料形態 ： 木炭

試料名(番号) :HOUO4-1

6!4C(%0)

pMC(%)

Age (yrBP)

０

０

０

３

３

４

０

土

十

一

土

９

１

０

弘

唖

例

３

６

３

’

’

’

一

口

早

613Cの補正無し(参考）

#719-1

試料採取場所：北海道根室市穂香 LibbyAge(yrBP) : 3,830± 40

613C(%o)、 （加速器)=-27.60±0.84

A'4C(%｡) =-378.9± 3.1

pMC(%) =62.11±0.31

IAAA-41458

試料形態 ： 木炭

試料名(番号) :HOUO4-2

6MC(%0)

pMC(%)

Age (yrBP)

９

９

０

２

２

４

０

＋

｜

土

士

２

８

０

鰹

Ⅳ

町

３

６

３

’

’

一

一

■

。

(参考） 6 13Cの補正無し

#719-2

試料採取場所：北海道根室市穂香IAAA-41459 LibbyAge(yl●BP) : 3,830± 40

613C(%｡)、 (加速器)=-27.44±0.81

A14C(%｡) =-379.1± 2.7

pMC(%) = 62.09±0.27

試料形態 ： 木炭

試料名(番号) :HOUO4-3

6｣'c(%｡)

pMC(%)

Age (yrBP)

５

５

０

２

２

３

０

土

士

士

２

８

０

“

ロ

駅

３

６

３

一

一

一

一

■

勺

(参考） 6 13Cの補正無し

#719－3

試料採取場所：北海道根室市穂香IAAA-41460 LibbyAge(yrBP) : 3,810± 40

613C(%o)、 （加速器)=-24.60±0.83

A14C(%o) =-377.4± 3.1

pMC(%) =62.26±0.31

試料形態 ： 木炭

試料名(番号) :HOUO4-4

614C(%｡)

pMC(%)

Age (yrBP)

９

９

０

２

２

４

０

士

十

一

士

９

１

０

沁

邪

釦

３

６

３

’

’

一

’

ｂ

▼

(参考） 6 13Cの補正無し

#719-4

試料採取場所：北海道根室市穂香IAAA-41461 LibbyAge(yrBP) : 3,810± 40

613c(")、 （加速器)=-23.18±0.76

A1℃(%o) =-377.7± 3.3

pMC(%) =62.23±0.33

試料形態 ： 木炭

試料名(番号) :HOUO4-5

614C(%0)

pMC(%)

Age (yrBP)

２

２

０

３

３

４

０

士

士

士

４

６

０

石

型

犯

３

６

３

一

一

一

一

■

●

(参考） 6 13Cの補正無し

#719-5
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l 放射性炭素年代測定

勿多デ表V-3 CI4年代測定値一覧(2)

試料採取場所：北海道根室市穂香IAAA-41462 LibbyAge(yrBP) : 3,190± 40

6[3C(%｡)、 （加速器)=-20.98±0.63

A14C(M) =-327.4± 3.3

pMC(%) =67.26±0.33

試料形態 ： 木炭

試料名(番号) :HOUO4-6

614C(%0)

pMC(%)

Age (yrBP)

２

２

０

３

３

４

０

土

士

十

一

８

２

Ｏ

Ｌ

８

胆

の

／

白

局

ノ

ー

，

ｑ

Ｊ

戸

ｈ

）

、

で

Ｊ

’

’

一

一

■

。

613Cの補正無し(参考）

#719-6

試料採取場所：北海道根室市穂香 LibbyAge(yrBP) : 3,740± 40

613C(%｡)、 （加速器)=-23.93±0.81

AMC(%o) =-372.2± 3.3

pMC(%) = 62.78±0.33

IAAA-41463

試料形態 ： 木炭

試料名(番号) :HOUO4-7

6 14C(%｡)

pMC(%)

Age (yrBP)

２

２

０

３

３

４

０

士

十

一

十

一

９

１

０

，

羽

”

３

６

３

一

一

一

一

■

■

(参考） 613Cの補正無し

#719-7

試料採取場所：北海道根室市穗香 LibbyAge(yrBP) : 3,470± 40

613C(M)、 （加速器)=-20.42±0.79

A14C(%o) =-351.0± 3.4

pMC(%) = 64.90±0.34

IAAA-41464

試料形態 ： 木炭

試料名(番号) :HOUO4-8

614C(%｡)

pMC(%)

Age (yrBP)

２

２

０

３

３

４

０

士

士

士

９

１

０

“

顕

“

３

６

３

~
~
~
~
~
~

(参考） 613Cの補正無し

#719-8

試料採取場所：北海道根室市穗香 LibbyAge(yrBP) : 3,860± 40

613C(%｡)、 （加速器)=-23.46±0.84

A1℃(%o) =-381.8± 3.3

pMC(%) = 61.82±0.33

IAAA-41465

試料形態 ： 木炭

試料名(番号) :HOUO4-9

614C(%｡)

pMC(%)

Age (yrBP)

１

１

０

３

３

４

０

士

士

十

一

８

２

０

氾

加

“

３

６

３

’

一

一

一

甲

伊

(参考） 613Cの補正無し

#719-9

試料採取場所：北海道根室市穗香IAAA-41466 ０

８

１

１

４

６

ａ

３

０

０

士

士

士

士

０

９

０

０

鎚
顕
ね
型

３

２

３

６

~~

■

■

’

一

一

一

一

一

ｊ器

円

速

Ｂ

加

疵
／
ｔ

／

Ｉ

、

、

ｅ

、

ノ

－

ノ

１

Ｊ

蛇

価

価

帆

助

叱

に

皿

Ｌ

６

Ａ

ｐ

試料形態 ： 木炭

試料名(番号) :HOUO4-10

6[4C(%0)

pMC(%)

Age (yrBP)

０

０

０

３

３

４

０

＋

｜

士

士

３

７

０

“

四

“

３

６

３

’

一

一

一

■

■

(参考） 6'3Cの補正無L

#719-10

jOO



V自然科学的分析等

の郷表V-4 C,4年代測定値一覧(3)

試料採取場所：北海道根室市穗香 LibbyAge(yrBP) : 3,890± 40

613C(%o)、 （加速器)=-25.72±0.73

A'4C(%o) =-383.9± 3．1

pMC(%) =61.61±0.31

IAAA-41467

試料形態 ： 木炭

試料名(番号) :HOUO4-11

614C(%｡)

pMC(%)

Age (yrBP)

０

０

０

３

３

４

０

士

士

士

９

１

０

弘

唖

卯

３

６

３

~
~
~
~
~
~

613Cの補正無し(参考）

#719-11

試料採取場所：北海道根室市穂香IAAA-41468 LibbyAge(yrBP) : 3,810± 40

613C(%｡)、 （加速器)=-24.10±0.75

A!4C(%o) =-377.6± 3.3

pMC(%) = 62.24±0.33

試料形態 ：

試料名(番号）

木炭

HOUO4-12

6 14C(96｡)

pMC(%)

Age (yrBP)

２

２

０

３

３

４

０

＋

｜

＋

｜

士

４

６

０

沁

卵

”

３

６

３

’

’

’

一

■

●

(参考） 613Cの補正無し

#719-12

試料採取場所：北海道根室市穂香IAAA-41469 LibbyAge(yrBP) : 3,710± 40

613C(%o)、 （加速器)=-26.83±0．68

AI℃(%o) =-369.6± 3.3

pMC(%) =63.04±0.33

試料形態 ： 木炭

試料名(番号) :HOUO4-13

614C(%｡)

pMC(%)

Age (yrBP)

２

２

０

３

３

４

０

＋

｜

士

士

０

０

０

画

湘

拠

３

６

３

一

一

一

一

■

●

(参考） 613Cの補正無し

#719-13

IAAA-41470 試料採取場所：北海道根室市穂香 LibbyAge(yrBP) : 3,810± 40

613C(%o)、 （加速器)=-27.01±0.69

A14C(%o) =-377.9± 3.0

pMC(%) =62.21±0.30

試料形態 ： 木炭

試料名(番号) :HOUO4-14

８

８

０

２

２

４

０

士

士

士

５

５

０

帥

四

価

３

６

３

’

’

一

一

■

。

614C(%o)

pMC(%)

Age (yrBP)

(参考） 613Cの補正無し

#719-14

試料採取場所：北海道根室市穗香IAAA-41471 LibbyAge(yrBP) : 3,790zt 40

6 13C(%｡)、 （加速器)=-24.35±0.59

A'4C(%o) =-375.9± 3．2

pMC(%) =62.41±0.32

試料形態 ： 木炭

試料名(番号) :HOUO4-15

614C(%o)

pMC(%)

Age (yrBP)

１

１

０

３

３

４

０

士

士

十

一

０

０

０

石

恥

犯

３

６

３

’

’

一

一

凸

。

(参考） 613Cの補正無し

#719-15
~
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l 放射性炭素年代測定

鮒表V-5 C,4年代測定値一覧(4)

試料採取場所：北海道根室市穂香

~

IAAA-41472 LibbyAge(yrBP) : 3,860± 40

613c(%｡)、 （加速器)=-22.63±0.72

A'4C(M) =-381.2± 3.2

pMC(%) =61.88±0．32

試料形態 ： 木炭

試料名(番号) :HOUO4-16

6!4C(%｡)

pMC(%)

Age (yrBP)

１

１

０

３

３

４

０

士

士

士

２

８

０

氾

皿

理

３

６

３

｜

｜

｜

’

●

●

(参考） 613Cの補正無し

#719-16

試料採取場所：北海道根室市穗香IAAA-41473 LibbyAge(yrBP) : 3,780± 40

613C(%o)、 （加速器)=-24.68±0.81

A1℃(%o) =-375.0± 2.9

pMC(%) =62.50±0.29

試料形態 ： 木炭

試料名(番号) :HOUO4-17

61℃(%｡)

pMC(%)

Age (yrBP)

８

８

０

２

２

４

０

土

士

士

６

４

０

私

恥

”

３

６

３

一

一

｜

’

●

中

(参考） 613Cの補正無し

#719-17

試料採取場所：北海道根室市穂香 LibbyAge(yrBP) : 4,280± 40

6 13C(%｡)、 （加速器)=-18.89±0.81

A'℃(%o) =-412.8± 3.1

pMC(%) = 58.72±0.31

IAAA-41474

試料形態 ： 木炭

試料名(番号) :HOUO4-18

614C(%｡)

pMC(%)

Age (yrBP)

０

０

０

３

３

４

０

士

土

十

一

４

６

０

岨
叫
皿

４

５

４

一

一

一

一

■

●

(参考） 6 13Cの補正無し

#719-18

試料採取場所：北海道根室市穂香IAAA-41475 LibbyAge(yrBP) : 4,160士 40

613C(%o)、 (加速器)=-24.84±0．63

A14C(%o) =-404.4± 3.0

pMC(%) = 59.56±0.30

試料形態 ： 木炭

試料名(番号) :HOUO4-19
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参考

IAAA-41474, 41475に関しましては、土器付着炭化物を処理し測定した結果になります。
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V 自然科学的分析等

表V-6 C14年代測定値（暦年補正) (1)

【雲考ｲ底:暦年拝IJI踵Raaiocmrbondeterm九mntion】
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l 放射性炭素年代測定

表V-7 C,4年代測定値（暦年補正) (2)
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V 自然科学的分析等

2穂香川右岸遺跡出土の黒曜石製剥片の原材産地分析

（有）遺物分析研究所藁科哲男

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石遺物の石

材産地推定を行なっている‘･ 2. 3' 。最近の黒曜石の伝播距離に関する研究では、伝播距離は数千キロメ

ートルは一般的で、 6千キロメートルを推測する学者もでてきている。正確に産地を判定すると言う

ことは、原理原則に従って同定を行うことである。原理原則は、同じ組成の黒曜石が異なった産地で

は生成されないという理論がないために、少なくとも遺跡から半径数千キロメートルの内にある石器

の原材産地の原石と遣物を比較し、必要条件と十分条件を満たす必要がある。 『遺物原材とある産地

の原石が一致したという 「必要条件」を満たしても、他の産地の原石にも一致する可能性が残ってい

るから、他の産地には一致しないという 「-|一分条件」を満たして、一致した産地の原石が使用されて

いると言い切れる。また、十分条件を求めることにより、一致しなかった産地との交流がなかったと

結論でき、考古学に重要な資料が提供される。 』

産地分析の方法

先ず原石採取であるが、本来、一つの産地から産出する全ての原石を採取し分析する必要があるが

不可能である。そこで、産地から抽出した数十個の原石でも、産地全ての原石を分析して比較した結

果と同じ結果が推測される方法として、理論的に証明されている方法で、マハラノビスの距離を求め

て行う、ホテリングのT2乗検定がある。ホテリングのT2乗検定法の同定とクラスタ一判定法(同

定ではなく分類)、元素散布図法(散布図範囲に入るか否かで判定)を比較すると。

クラスタ判定法はクラスターを作る産地の組み合わせを変えることにより、 クラスターが変動す

る。例えば、A原石製の遺物とA、 B、 C産地の原石でクラスターを作ったとき遺物はA原石とクラ

スターを作るが、 A原石を抜いて、 D、 E産地の原石を加えてクラスターを作ると、遺物がE産地と

クラスタを作ると、A産地が調査されていないと、遺物はE原石製遣物と判定されれる可能性があり

結果の信頼性に疑問が生じる。A原石製遺物と分かっていれば、 E原石とクラスターを作らないよう

にできる。 これには、 クラスター分析を行う遺物の原石産地を予め推測し、 クラスターを組み立てる

必要があり、主観的な判定になる。

元素散布図法は肉眼で原石群元素散布の中に遺物の結果が入るか図示した方法で、原石の含有元素

の違いを絶対定量値を求めて地球科学的に議論するには、地質学では最も適した方法であるが、産地

分析からみると、 クラスタ法より、 さらに後退した方法で、何個の原石を分析すればその産地を正

確に表現されているのか不明で、分析する原石の数で、原石数の少ないときには、A産地とB産地が

区別できていたのに、原石数を増やすと、A産地、 B産地の区別ができなくなる可能性があり（クラス

タ法でも同じ危険性がある)判定結果に疑問が残る。産地分析としては、地質学の常識的な知識さえ

あればよく、火山学、堆積学など専門知識は必要なく、分析では非破壊で遺物の形態の違いによる相

対定量値の影響を評価しながら、同定を行うことが必要で、地球科学的なことは関係なく、如何に原

理原則に従って正確な判定を行うかである。 クラスタ法、元素散布図法の欠点を解決できる方法が、

理論的に証明された判定法でホテリングのT2乗検定法である。ある産地の原石組成と遺物組成が一
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2 穂香川右岸遺跡出土の黒曜石製剥片の原材産地分析

致すれば、そこの産地の原石と決定できるという理論がないために、多数の産地の原石と遺物を比較

し、必要条件と十分条件を満たす必要がある。

考古学では、人工品の様式が一致すると言う結果が非常に重要な意味があり、見える様式としての

形態、文様、見えない様式として土器青銅器、ガラスなどの人手が加わった調合素材があり一致す

ると言うことは古代人が意識して一致させた可能性があり、一致すると言うことは、古代人の思考が

一致すると考えてもよく、相互関係を調査する重要な意味をもつ結果である。石器の様式による分類

ではなく、 自然の法則で決定した石材の元素組成を指標にした分類では、例えば石材産地が遺跡から

近い、移動キャンプ地のルート上に位置する、産地地方との交流を示す土器が出土しているなどを十

分条件の代用にすると産地分析は中途半端な結果となり、遠距離伝播した石材を近くの産地と誤判定

する可能性がある。人が移動させた石器の元素組成とA産地原石の組成が一致し、必要条件を満たし

たとき、確かにA産地との交流で伝播した可能性は否定できなくなったが、偶然(産地分析法が不完全

なために）に一致した可能性も大きくB、 C、 D･ ･ ･の産地でないとの証拠がないために、 A産地

だと言い切れない。 ここで、十分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産地(A、 B、 C、

D･ ･ ･ ･ )の原石群と比較して、A産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として証明すれ

ば、石器がA産地の原石と決定することができる。 この十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準

が混乱し不可能であると思われる。また、自然科学的分析を用いても、全ての産地が区別できるかは、

それぞれが使用している産地分析法によって、それぞれ異なり実際に行ってみなければ分からない。

産地分析の結果の信頼性は何ヶ所の原材産地の原石と客観的に比較して得られたかにより、比較した

産地が少なければ、信頼性の低い結果と言える。黒曜石、安山岩などの主成分組成は、原産地ごとに

大きな差はみられないが、不純物として含有される微量成分組成には異同があると考えられるため、

微量成分を中心に元素分析を行ない、 これを産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成

を遺物について求め、あらかじめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の

元素組成の平均値、分散などと遺物のそれを対比して、各平均値からの離れ具合(マハラノビスの距離

)を求める。次に、古代人が採取した原石産出地点と現代人が分析のために採取した原石産出地と異

なる地点の可能性は十分に考えられる。従って、分析した有限個の原石から産地全体の無限の個数の

平均値と分散を推測して判定を行うホテリングのT2乗検定を行う。 この検定を全ての産地について

行い、 ある原石遺物原材と同じ成分組成の原石はA産地では10個中に一個みられ、 B産地では一万個

中に一個、 C産地では百万個中に一個、 D産地では・ ・ ・ ・一個と各産地毎に求められるような、客

観的な検定結果からA産地の原石を使用した可能性が高いと同定する。即ち多変量解析の手法を用い

て、各産地に帰属される確率を求めて産地を同定する。

今回分析した遺物は根室市に位置する穂香川右岸遺跡出土の縄文時代の黒曜石製剥片15個で産地分

析の結果が得られたので報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光X分析

装置によって元素分析を行なう。分析元素はAl、 Si、 K、 Ca、 Ti、 Mn、 Fe、 Rb、 Sr、 Y、 Zr、 Nbの12元

素をそれぞれ分析した。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、

それでもって産地を特定する指標とした。黒曜石は、 Ca/K、 Ti/K、Mn/Zr、 Fe/Zr、 Rb/Zr、 Sr/Zr， Y/Zr、

Nb/Z1､の比量を産地を区別する指標をしてそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸東

関東、中信高原、伊豆箱根伊豆七島の神津島山陰九州の各地に黒曜石の原産地は分布している。
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V 自然科学的分析等

調査を終えた原産地を図lに示す。 この図1の黒曜石原産地のほとんどすべてを分析している。元素

組成によってこれら原石を分類し表lに示す。 この原石群に原石産地は不明の遺物で作った遺物群を

加えると247個の原石群になる。 ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地について記述する

と、 白滝地域の原産地は、北海道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方2kmの採石場の赤石山の露頭、

鹿砦東方約2kmの幌加沢地点、 また白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。赤石

山の大産地の黒曜石は色に関係無く赤石山群(旧白滝第1群)にまとまる。また、 あじさいの滝の露頭

からは赤石山と肉眼観察では区別できない原石が採取でき、 あじさい群を作った(旧白滝第2群)、 ま

た、八号沢の黒曜石原石と白土沢の転礫は梨肌の黒曜石で組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別で

きる。幌加沢よりの転礫の中で70％は幌加沢群になりあじさい滝群と元素組成から両群を区別でき

ず、残りの30%は赤石山群に一致する。置戸地域産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道より

採取された原石の元素組成は置戸・所山群にまとまり、 また同町の秋田林道で採取される原石は置戸

山群にまとまる。留辺蘂町のケショマップ川一帯で採取される原石はケショマップ第1および第2群

に分類される。また、 白滝地域、ケショマップ、置戸地域産原石は、湧別川および常呂川に通じる流

域にあり、両河川の流域で黒曜石の円礫が採取され、湧別川下流域から採取した黒曜石円礫247個の組

成分類結果を表2に示し、 中ノ島、北見大橋間の常呂川から採取した37個の円礫の中には、独特の組

成の原石も見られ、新しい原石群を追加し分類結果を表3に示した。十勝三股産原石は、北海道河東

郡上士幌町の十勝三股の十三ノ沢の谷筋および沢の中より原石が採取され、 この原石の元素組成は十

勝三股群にまとまる。 この十勝三股産原石は十三の沢から音更川さらに十勝川に流れた可能性があ

り、十勝川から採取される黒曜石円礫の組成は、十勝三股産の原石の組成と相互に近似している。ま

た、上士幌町のサンケオルベ川より採取される黒曜石円礫の組成も十勝三股産原石の組成と相互に近

似している。 これら組成の近似した原石の原産地は区別できず、遺物石材の産地分析でたとえ、 この

遺物の原石産地が十勝三股群に同定されたとしても、 これら十勝三股、音更川、十勝川、サンケオル

ベ川の複数の地点を考えなければならない。 しかし、この複数の産地をまとめて、十勝地域としても、

古代の地域間の交流を考察する場合、問題はないと考えられる。また、清水町、新得町、鹿追町にか

けて広がる美蔓台地から産出する黒曜石から2個の美蔓原石群が作られた。 この原石は産地近傍の遺

跡で使用されている。名寄市の智南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜石の

円礫が採集される。 これらを組成で分類すると88％は名寄第一群に、 また12%は名寄第二群にそれぞ

れなる。旭川市の近文台、台場、嵐山遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、

20％が近文台第一群、 69%が近文台第二群、 11%が近文台第三群それぞれ分類され、台場の砂礫採取場

からは近文台諸群に一致するもの以外に、黒、灰色系円礫も見られ、台場第1， 2群を作った。また、

滝川市江別乙で採集される親指大の黒曜石の礫は、組成で分類すると約79％が滝川群にまとまり、

21％が近文台第二、三群に組成が一致する。滝川群に一致する組成の原石は、北竜市恵袋別川培本社

からも採取される。秩父別町の雨竜川に開析された平野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜

石原石が採取される。産出状況とか礫状は滝川産黒曜石と同じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成

が一致し、第二群も滝川第二群に一致しさらに近文台第二群にも一致する。赤井川産原石は、北海道

余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹より採取できる。 ここの原石には、少球果の列

が何層にも重なり石器の原材として良質とはいえない原石で赤井川第1群を、 また、球果の非常に少

ない握り拳半分大の良質な原石などで赤井川第2群を作った。 これら第1， 2群の元素組成は非常に

似ていて、遺物を分析したときしばしば､赤井川両群に同定される。豊泉産原石は豊浦町から産出し、

組成によって豊泉第1， 2群の2群に区別され、豐泉第2群の原石は斑晶が少なく良質な黒曜石であ
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る。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、一部は青森県に伝播している。また、青森県教育庁の

斉藤岳氏提供の奥尻島幌内川産黒曜石の原石群が確立されている。出来島群は青森県西津軽郡木造町

七里長浜の海岸部より採取された円礫の原石で作られた群で、 この出来島群と相互に似た組成の原石

は、岩木山の西側を流れ鰺ケ沢地区に流入する中村川の上流で1点採取され、 また、青森市の鶴ケ坂

および西津軽郡森田村鶴ばみ地区より採取されている。青森県西津軽郡深浦町の海岸とか同町の六角

沢およびこの沢筋に位置する露頭より採取された原石で六角沢群をまた、八森山産出の原石で八森山

群をそれぞれ作った。深浦の両群と相互に似た群は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸

門第二群である。戸門第一群、成田群、浪岡町県民の森地区より産出の大釈迦群(旧浪岡群)は赤井川

産原石の第1， 2群と弁別は可能であるが原石の組成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒曜石の産

出量は非常に少なく、希に石鰄が作れる大きさがみられる程度であるが、麿森群は麿森山麓の成田地

区産出の黒曜石で中には5cm大のものもみられる。また、考古学者の話題になる下湯川産黒曜石につ

いても原石群を作った。産地分析は、 日本、近隣国を含めた産地の合計233個の原石群と比較し、必要

条件と十分条件を求めて遺物の原石産地を同定する。

結果と考察

遺跡から出土した黒曜石製石器石片は風化に対して安定で、表面に薄い水和層が形成されている

にすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。黒曜石製

の石器で、水和層の影響を考慮するとすれば、軽い元素の分析ほど表面分析になるため、水和層の影

響を受けやすいと考えられる。 Ca/K、 Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、 また除

かずに産地分析を行った場合、 いずれの場合にも同定される産地は同じである。他の元素比量につい

ても風化の影響を完全に否定することができないので、得られた確率の数値にはや〉不確実さを伴う

が、遣物の石材産地の判定を誤るようなことはない。また、安山岩製の遺物は、 白っぽく表面が風化

しているために、 アルミナ粉末を風化面に吹き付け、新鮮面を出して分析している。今回分析した穂

香川右岸遺跡出土黒曜石製遺物の分析結果を表4に示した。石器の分析結果から石材産地を同定する

ためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするためRb/Zrの一変量だけ

を考えると、表4の試料番号95019番の遺物ではRb/Zrの値は0.833で、所山群の［平均値］±［標準偏

差値］は、 0.824±0.034である。遺物と原石群の差を標準偏差値(o)を基準にして考えると遺物は原

石群から0.26U離れている。 ところで所山群原産地から100ケの原石を採ってきて分析すると、平均

値から士0. 260のずれより大きいものが79個ある。すなわち、 この遺物が、所山群の原石から作られ

ていたと仮定しても、 0. 260以上離れる確率は79%であると言える。だから、所山群の平均値から

0. 260しか離れていないときには、 この遺物が所山群の原石から作られたものでないとは、到底言い

切れない。 ところがこの遺物を赤石山に比較すると、赤石山の平均値からの隔たりは、約90である。

これを確率の言葉で表現すると、赤石山の原石を採ってきて分析したとき、平均値から90以上離れて

いる確率は、十億分の一であると言える。 このように、十億個に一個しかないような原石をたまたま

採取して、 この遺物が作られたとは考えられないから、 この遺物は、赤石山の原石から作られたもの

ではないと断定できる。 これらのことを簡単にまとめて言うと、 「この遺物は所山群に79％の確率で

帰属され、信頼限界の0. 1%を満たしていることから所山産原石が使用されいると同定され、さらに赤

石山に一千万分の一％の低い確率で帰属され、信頼限界の0. 1%に満たないことから赤石山の原石で

ないと同定される」 。遺物が一ヶ所の産地(所山産地)と一致したからと言って、例え所山群と赤石山

の原石は成分が異なっていても、分析している試料は原石でなく遺物で、 さらに分析誤差が大きくな
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V 自然科学的分析等

る不定形(非破壊分析)であることから、他の産地に一致しないとは言えない、同種岩石の中での分類

である以上、他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地(所山産地)に一致し必要条件

を満足したと言っても一致した産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断を表1の233個

すべての原石群について行ない十分条件を求め、低い確率で帰属された原石群の原石は使用していな

いとして消していくことにより、はじめて所山産地の石材のみが使用されていると判定される。実際

はRb/Zrといった唯1つの変量だけでなく、前述した8つの変量で取り扱うので変量間の相関を考盧

しなければならない。例えば、A原産地のA群でCa元素とRb元素との間に相関がありCaの量を計れば

Rbの量は分析しなくても分かるようなときは、A群の石材で作られた遺物であれば、A群と比較した

とき、 Ca量が一致すれば当然Rb量も一致するはずである。 したがって、 もしRb量だけが少しずれてい

る場合には、 この試料はA群に属していないと言わなければならない。 このことを数量的に導き出せ

るようにしたのが相関を考盧した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリ

ングのT2乗検定である。 これによって、それぞれの群に帰属する確率を求めて産地を同定する4,

5' ・産地の同定結果は1個の遺物に対して、黒曜石製では274個の推定確率結果が得られている。今

回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の

都合上記入を省略しているが、本研究ではこれら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非

常に重要な意味を含んでいる。すなわち所山産原石と判定された遺物に対して、 カムチャッカ産厘五

とかロシア、北朝鮮の遺跡で使用されている原石および信州和田峠産の原石の可能性を考える必要が

ないという結果であり、 ここでは高い確率で同定された産地のみの結果を表5に記入した。

原石群を作った原石試料は直径2cm以上で精度良く分析される。遺物は、大きさ、形がさまざま、

これらの影響により分析値が少しは変化していることを推測し、判定の信頼限界を0. 1%に設定した。

判定結果には推定確率が求められているために、先史時代の交流を推測するときに、 0. 1%の低確率の

遺物はあまり重要に考えないなど、考古学者が推定確率をみて選択できるために、誤った先史時代交

流を推測する可能性がない。今回分析した穂香川右岸遺跡出土の黒曜石製剥片15個の中で、 Ca/K、

Ti/K、 Mn/Zr， Fe/Zr、 Rb/ZI･、 Sr/Zr、 Y/Zr、 Nb/Zrの比量組み合わせのホテリングのT2乗検定法で表

lの原石群と比較した結果、 10個全て信頼限界の0. 1%に達し必要条件を満たした。 この中で、分析番

号95029, 95032番の剥片を分析したとき十勝三股(90％)、戸門第1群(0.8％)、膳森山(0.4％)、大釈迦

(0.2％)、十勝三股(92％)、戸門第1群（1％)、蘆森山(0. 1%)とそれぞれ同定され、確率から十勝三

股群原石の可能性が一番高いが、 同時に青森市戸門第1群原石の可能性も残る。 これら原石同士で十

勝三股群と青森の原石群が弁別できても、遺物で弁別できない原因としては、遺物は大きさも大小、

形態風化の状態など様々で、分析値に影響している可能性が考えられる。蘆森山、戸門第1群大釈

迦各産原石は三内丸山遺跡で多用された原石で穂香川右岸遺跡と三内丸山遺跡間に交流が存在すれ

ば、 この青森県産原石が伝搬した可能性が推測される。 ここで明確に十勝三股、鱈森山、戸門第1群、

大釈迦に同定された遺物を弁別する目的で、元素比の組み合わせを探し、新たに、 K/Si、 Fe/Zl･，

Sr/Zr、 Y/Z'､、 Sr/Rb、 Y/Rb、 Ti/Fe、 Si/Feの組み合わせによるホテリングのT2乗検定を行い結果を

表5の青森県産原石と十勝三股の区別の欄に記した。遺物の同定確率は全て小さくなり、特に蔭森

山、戸門第1群、大釈迦の各群の確率は信頼限界以下になった。今回分析した遺物の中に青森県産原石

と交易を示す結果がみられなかったと推測した。また、新な元素比組み合わせでも、十勝三股群など

に高確率で同定されたが、 しかし、 この組み合わせで表1全ての原石群についてホテリングのT2乗

検定を行った結果でないため、遺物原材が十勝三股産と一致し必要条件は満たしているため、参考結

果になるが、 これらの原石群以外の原石群に一致する可能性は否定(十分条件を満たしていない)でき
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ない。従って、遺物の判定結果は表lの全ての原石群と比較した中で、新たな元素組み合わせで除外

された蘆森山、戸門第1群大釈迦の各群と信頼限界の0. 1%未満を除いて高確率で同定された、十

勝三股に判定した。また、所山に同定された遺物は常呂川第4群とキウスKS1遺物群などに同時に

同定されている。 これら原石は相互に似た組成を示し、遺物の自然面が角礫状であれば所山、 円礫状

であれば常呂川産と区別ができる。分析番号95019, 95028番は角礫の自然面をもち所山産と判定し

た。 自然面をもたない遺物では、表3の常呂川産黒曜石の各産地出現頻度から推測すると、常呂川採

取された原石が使用されている場合、遺物の中に置戸山産が3個含まれるはずであるが、 95033番の1

個のみであるため、この遺物は置戸山産地から伝播したと判定した。また、分析番号95020番は分析場

所をかえて46回測定した中で､40回は常呂川第4群が所山より同定確率は高く、北見市内の常呂川から

採取された可能性を推測した。今回分析した15個について、各産地の原石使用頻度が高い産地と活発

な交流があったと推測すると、所山産が67%(10個)、十勝三股産が13%(2個)で、置戸山、常呂川、

赤石山産がか各7%(1個)で、置戸地区との交流が非常に活発で、次に、十勝地方、赤石山地区との

交流が推測された。 これら原石の伝播に伴って置戸、十勝赤石山地方の生活、文化情報を受け取り、

また、逆に穂香川右岸遺跡の生活、文化情報を伝えた可能性を推測しても産地分析の結果と矛盾しな

い。また、今後、常呂川採取とより明確に決定するには、さらに遺物の分析個数を増やし常呂川第1～

3群がなど表3に匹敵する原石の確認が必要と思われが、このときに、肉眼観察とか他の分析方法の判

定基準を混在していない、原理原則にもとずいて必要条件と十分条件を満たした結果であることが必
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V 自然科学的分析等

要で、 これは他の方法で判定されたものを混在すると、考古学を厳密に考える考古学者から判定基準

の違いによる誤判定結果の混入による先史時代の交易、交流の不正確さが指摘されたときに明確に否

定できなくなるため、同じ基準で判定された結果で先史時代の交易、交流を推測するとより正確な穂

香川右岸遺跡の性格が明らかになると思われる。
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出 深 八 折 戸 鶴 鷹 大 下

５ ６ ２ ７ ８

４

５ ５ ５ ７

1
7
:
箱
根
・
笛
塚

18
:

"
･
畑
宿

19
：
鍛
冶
屋

静
岡
県

20
:
上
多
賀

21
：
柏
峠
西

72
：
小
豆
峠

熊
本
県

59
：
小
国

60
:
南
関

61
：
轟

43
：
冠
ケ
岳

62
：
白
浜



表
V
－
8
各
黒
曜
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値
(
1
)

分
析

個
数

塑 皿 凹 恥 岨 切 鏥 訓 弘 副 鍋 妬 羽 娼 弱 “ 刎 配 加 皿 調 ” 犯 銅 狸 副 皿 妬 詔 肥 師 哩 駈 似 肥 田 屹 帥 皿 蛇 妬 銘 媚 別 刷 詔

ｒ Ｏ 心 ｐ ０ Ｄ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｄ ０ Ｄ Ｄ Ｄ ｐ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ Ｄ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ ２ Ｄ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ Ｄ ０ Ｄ Ｄ Ｄ Ｏ

Ｚ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

／ 士 士 士 土 士 士 士 士 士 士 土 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 土 士 士 土 士 士 士 士 士 土 士 土 士 士 士 士 士 土 土 土 十 ｜ 士 士 士

ｒ ４ ５ ３ ７ ５ ９ ２ １ ８ ６ ８ ９ ８ ９ ９ ３ ４ ７ ９ ８ ５ ６ ２ ４ ７ ４ ８ ６ ７ ３ ５ ８ ６ ２ ２ １ ２ １ １ ８ ８ １ ０ ９ ２ １

Ｓ ７ ６ ８ ９ ０ ０ ０ ４ １ ９ ７ ４ ５ ８ ５ ８ ５ ０ ０ ３ ４ ３ １ ３ ０ ６ ２ ３ ０ １ ７ １ ０ ０ ０ ２ ０ ８ ５ ０ ４ ２ ３ ３ ２ ４

５ ２ ２ ０ １ １ １ ９ ８ ７ ６ ８ ４ ７ ４ ７ ４ ４ ４ ２ ４ ６ ７ ４ ７ ７ ４ ４ ６ ５ ４ ３ １ ０ ０ ５ ０ ０ ５ ７ ５ ６ ９ ９ ０ ４

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ０ １ ０ ０ １ ０七
ｔ

素
元 理 “ 弱 銘 砺 砲 肥 訓 諏 帥 加 “ 諏 弘 妬 弱 弘 型 型 蝿 姐 銘 鋤 弱 刷 如 帥 妬 幻 聰 型 蛉 坐 肥 蛎 陀 帖 盟 師 迦 出 皿 飢 祀 的 泌

ｒ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ １ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｚ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ ｕ

／ 士 士 士 士 土 士 士 十 一 士 士 士 士 士 十 一 士 十 一 士 士 士 土 土 土 士 士 士 士 土 士 士 士 士 士 士 士 士 土 十 一 土 十 一 士 士 士 土 士 士 士

ｂ ４ ６ ０ ５ ６ ５ ２ ４ ２ ８ １ ９ ５ ４ ７ ９ ４ ９ ０ ２ ７ ５ ６ ７ ２ ２ ９ ０ ８ ６ ３ １ ５ ８ ４ ８ ３ １ ３ ０ ９ ８ ３ ３ ６ ０

Ｒ １ ９ ４ ５ ４ ３ ９ ０ １ ３ ９ ５ ９ １ １ ０ ２ ４ ８ ７ ０ ９ ０ ９ ０ ６ ６ ７ ３ １ ４ ４ ６ ２ ３ ６ ２ ６ ５ ９ ４ ６ ９ ０ ６ ８

６ ６ ３ ８ ８ ８ ７ ６ ８ ８ ２ ７ ９ ８ ０ ８ ８ ４ ３ ３ ８ ５ ６ ０ ８ ７ ９ ９ ４ ５ ０ ２ ８ １ １ １ １ ８ １ ０ １ ０ ４ ５ ９ ５

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ １ １ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ １ ０ １ １ ０ ０

原
産
地
原
石
群
名

１ ５ ４ ４ ０ ３ ３ ３ １ ４ ２ ０ ７ ６ ８ ６ ８ ６ ５ １ ７ ６ １ ８ ０ ６ ９ ５ ９ ９ ６ ５ ２ ８ ５ ４ ６ ７ ９ ９ ２ ３ ９ ８ １ ８

１ １ １ ０ １ ０ ０ １ １ １ ５ ３ １ １ １ １ ０ １ ２ １ １ ５ １ １ ２ ３ ２ ６ １ ０ ２ １ ２ ０ ０ ２ ０ １ ０ ７ １ ４ ０ ０ ２ ０

Ｋ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ ” Ｍ Ｍ Ｍ 哩 叩 Ｍ Ｍ Ｍ

／ 士 十 一 士 十 一 十 一 土 土 十 一 十 一 十 一 土 十 一 土 十 一 十 一 十 一 士 十 一 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 土 十 一 土 十 一 士 士 十 一 土 十 一 十 一 士 士 十 一 士 士 十 一 士 十 一 十 一 士 十 一 士

ａ ８ ９ ３ ８ ８ ０ ９ ９ ７ ９ ６ ０ ９ ９ ３ ２ ６ ４ ８ ０ １ ５ ６ ６ ９ ３ ４ ８ ３ ７ ５ ０ ６ ０ ７ ０ ４ ４ ０ ３ ２ ５ ４ ５ ５ ５

Ｃ ７ ０ ７ ３ ３ ４ ３ １ １ ２ ７ ７ ４ １ ５ ２ ２ ６ ４ ９ ９ ７ ７ ５ ９ ９ ５ ５ ７ ７ ８ ９ ４ ８ ７ ５ ８ ４ ５ ７ ５ ０ ９ ９ ８ ８

４ ３ １ １ １ １ １ ８ ５ ５ ０ ６ ２ ５ ２ ５ ３ ４ ５ ３ ２ ５ ６ ２ ４ ５ ２ ２ ４ ３ ２ １ ３ ０ ０ ２ ０ ３ ２ ６ ２ ９ ２ ２ ２ ３

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ９ ０ ８ ０ ０ ０ ０

７ ６ ３ ５ ７ ９ ７ ０ ０ ８ １ ７ １ ６ ９ ９ ８ ８ ７ ６ ２ １ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ８ ２ ８ ９ ２ ２ ２ ２ ３ ９ ７ ２ ８ ８ ７ ６ ７

０ ０ １ １ １ ０ ０ １ ９ １ １ １ １ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ０ ３ ０ １ ０ ０ １ ０ ２ ０ １ １ １ １ １ １ １

ｒ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｚ ｕ ｕ ｕ Ｑ Ｏ Ｏ ｕ Ｏ ｕ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ ０ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ ｕ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ ｕ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ ｕ Ｑ Ｏ Ｏ

／ 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一 士 士 士 十 一 土 十 一 士 十 一 十 一 十 一 士 十 一 士 十 一 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 士 十 一 土 十 一 十 一 土 十 一 十 一 士 士 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一 士ｌ

ｒ ５ １ ９ ２ ５ １ ９ １ ７ ８ ２ ４ ８ ５ ７ ８ ５ ９ ７ ０ ６ １ ６ ８ ２ ６ ６ ０ ０ ５ ３ ０ １ ３ ３ ８ ３ ２ ４ ７ ４ １ ０ ９ ２ ９

Ｍ 肥 ⑫ Ｗ ｍ ｍ ｍ 的 肥 帖 叱 師 Ｗ Ｗ 叱 師 帖 叫 叫 偲 鯛 叫 鮖 砺 船 舶 的 鵬 船 舶 砺 凹 “ 詔 似 Ⅲ 帖 伽 泌 師 妬 岬 照 犯 皿 肥 “

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０

５ ５ ３ ２ ２ ７ ３ ６ ５ ８ ５ ６ ６ ５ ６ ０ ５ ５ ７ ６ ８ １ ５ ５ ７ ２ ４ ２ ７ ６ ５ ３ ７ １ ３ ３ ４ ７ ３ ９ ３ ５ ４ ４ ７ ５

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ０ ５ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｋ Ｏ ｕ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ ｕ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ ｕ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ

／ ＋ ｜ 士 士 十 一 士 士 十 一 士 十 一 土 土 士 十 一 士 十 一 十 一 十 一 士 十 一 士 十 一 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一 十 一 士 十 一 十 一 十 一 十 一 士 士 十 一 土 十 一 十 一 十 一 土 十 一 士 十 一

Ｈ １ ３ １ １ ２ ４ ３ ５ ９ ６ ２ ６ ２ ７ ２ １ ８ ８ ５ ７ ９ ０ ５ ４ ４ ４ ０ ２ ８ ３ ７ ５ ２ ７ ８ ９ ４ ２ ６ ３ ６ ４ ７ ７ ３ ６

″ ２ ０ ６ ２ ２ ２ ２ ６ ９ ９ ４ ２ ２ ９ ２ ０ ２ ３ ４ ３ ０ １ ４ ７ ２ ４ ７ ７ ４ ３ ８ ７ ３ ９ ９ ６ ０ ３ ６ ０ ６ ８ ８ ８ ２ １

１ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ １ １ ０ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ０ １ １ ０ ０ １ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ １ ０ ７ ０ ４ ０ ０ １ １

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ２ ０ ０ ０ ０

Ｚ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ ｕ ｏ ０ ０ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ １ Ｑ Ｑ ｕ Ｏ Ｑ Ｏ

ｒ 帖 妬 皿 肥 哩 肥 Ⅳ ｕ 明 妬 皿 陥 帖 哩 的 Ｍ 帖 岬 昭 妬 的 鵬 哩 船 肥 濁 ⑩ 肥 師 帖 肥 妬 偲 舵 皿 窃 哩 皿 過 ５ １ ３ ０ ０ ０ ０３ ５ ２ １ ７ ３ ９ ７ ７ ２ ７ ３ ８ ５ ０ ０ ２ ２ ４ ９ ８ ６ ６ ７ １ １ ４ ３ ２ ６ ２ ６ ５ １ ８ ７ １ ３ １ Ｍ 蛤 粥 別 ” 妬 弘

睦 皿 稚 睦 哩 醒 唾 恥 蝿 硅 睡 哩 唾 皿 唾 唖 睡 坐 醒 錘 秘 迦 起 却 挫 唾 唖 坐 雄 唾 哩 鎚 昶 睡 睡 睡 躍 唾 挫 蝿 蝉 稚 私 錘 睡 唯 岬

２ Ｌ ２ ３ ３ ３ ２ ３ ２ ２ ２ ３ Ｌ ２ Ｌ ２ Ｌ Ｌ １ Ｌ Ｌ ２ ２ ２ ２ ａ ２ ２ Ｌ １ Ｌ Ｌ ２ ０ ０ ２ ０ ２ ２ 型 ２ 爪 Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ

７ ２ ０ ９ ５ ２ ８ ０ ４ ３ ２ ２ ４ ５ ９ ０ ３ ９ ５ ９ ３ ７ ８ ９ ９ ６ ４ １ ０ ６ ８ ３ ８ ７ ５ ５ ０ ９ １ ５ ２ ２ ９ ５ ６ ０

１ ２ ３ ３ ４ ４ ２ ２ ２ ４ ２ ３ ２ ２ ２ ３ ２ １ １ １ ３ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ ６ ３ ３ ０ ０ ６ １ ３ ３ １ ３ ２ ３ ４ ３ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０了 且 ・ ｇ ｏ ● ロ ● Ｄ ● ■ ● ■ ● ■ ■ ■ ■ ■ Ｇ ■ ■ ■ ９ Ｆ ■ ● ● ■ ● ■ ■ や ● ■ ① ■ ● ■ ■ ■ 凸 甲 ① ■ ■ ● ■

Ｚ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

レ 碓 帷 帷 唾 睡 雌 睡 唾 碓 韮 雑 帷 睡 帷 埜 雌 雄 塞 韮 睡 蛭 碓 雄 稚 睡 羅 雑 嘩 垂 罹 唾 唯 睡 錐 碓 罹 艇 艇 錐 垂 坐 蛙 躍 睡 碓 畦

１ ３ ３ ４ ４ ４ ４ １ １ ２ １ ２ ２ ２ ２ ２ １ １ １ １ １ １ １ ３ １ １ ２ ２ １ １ ２ １ ３ ０ ０ ２ ０ ３ ２ １ ２ ２ ２ ２ ２ ２
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６ ７ ４ ７ ６ ０ １ １ １ ５ １ １ ２ ０ ４ １ １ １ ０ ２ １ １ ０ １ ２ １ １ ６ １ ３ ０ １ ０ １ １ ０

０ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 士 十 一 十 一 十 一 士 十 一 土 十 一 十 一 士 十 一 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 土 十 一 十 一 士 十 一 十 一 十 一 十 一 士

６ ３ ５ ９ ３ ０ ８ ９ ０ １ ６ ９ ７ ７ ７ ４ ６ ６ ８ ３ ６ ２ ５ ４ ２ ７ １ ７ ８ ３ １ ２ ９ １ ３ ０

５ ６ ２ ２ １ １ ７ １ １ ４ ５ ５ ６ ４ ４ ４ ７ ５ ３ ２ ０ ２ ５ ７ ５ ６ ８ ４ ２ ６ ２ ３ ６ ３ ６ ７

０ ６ ２ ３ ２ １ ２ ３ ７ ４ １ １ １ １ ２ １ １ １ １ ２ ２ ２ １ ２ ２ ２ ４ ０ ２ ２ ３ ２ ５ ３ １ ３

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

２ １ ２ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

神
奈
川
県

静
岡
県

岡 岡 市

畠
山
県

長
野
県

新
潟
県

石
川
県



表
V
-
1
0
各
黒
曜
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値
(
3
)

３ ３ ２ ０ ３ ３ ５ ３ ０ ２ ７ １ ８ ３ ０ ５ ５ ４ ８ ２ ９ ２ ９ １ ０ ９ ８ ２ ６ ２ ３ ３ ４ ５ ８ ３ ４ ９ ８ ０ ９ ９ ４ ０ ２ ９ ５ ２

２ ５ １ ２ １ ０ ０ ０ ６ ８ ７ ９ ８ ７ ５ １ １ １ ５ ４ ９ ２ １ ３ ３ ５ ６ ６ ７ ８ ５ ４ ０ ０ ０ １ ３ ６ ９ ４ ３ ３ ４ ６ ９ ４ ２ ２

ｒ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｄ Ｏ Ｏ Ｄ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｄ Ｏ Ｏ Ｄ Ｏ Ｏ Ｄ １ １ ２ ２ ４ ６ １ ４ ０ ０ Ｄ ０ Ｄ ０ ０ Ｄ Ｏ Ｄ Ｏ Ｏ Ｏ Ｄ ０ １ Ｄ Ｏ Ｏ

Ｚ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

／ 士 士 士 士 士 士 士 士 十 一 土 士 士 士 士 土 士 士 士 士 士 士 土 士 士 十 一 士 士 土 士 士 土 士 十 一 士 十 一 士 士 士 十 一 士 十 一 士 士 十 一 士 士 士 十 一

ｒ ５ ０ ５ ７ ７ ９ ５ ７ ８ ０ ４ ５ ６ ０ ６ ３ ８ ７ ９ ４ ５ ３ ７ ２ ３ ７ ６ ０ ０ ６ ６ ２ １ ３ ５ ２ ０ ５ ８ １ ５ ８ ２ ３ ４ ３ １ １

Ｓ ７ ４ ６ ９ ５ ０ １ ０ ０ ５ ４ ３ ８ １ ５ ８ ４ ９ ６ １ １ ２ ０ ６ ５ １ ５ ０ ８ ８ ２ １ １ １ ３ ２ ２ １ ６ ５ ８ ９ ８ ０ １ ３ ５ ８

６ ７ ２ ３ １ ０ ０ ０ ８ ３ ０ ３ ３ ０ ２ ２ ３ ３ ２ ４ ０ ０ ９ ５ ５ ０ ７ ０ ０ ６ ５ ７ ０ ０ ０ ０ ４ ３ ３ ４ ４ ３ ４ ４ ８ ４ ２ １

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

ｔ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ １ １ １ １ １ １ ０ ０ ０ １ ０ ２ ２ １ １ １ ３ ３ ４ ３ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０

１
素

元 郡 虹 鈍 妬 側 面 叫 皿 昭 鮨 弱 沼 田 帥 妃 過 詔 Ⅳ 閖 師 別 皿 沁 諏 師 妬 昭 帖 妬 凱 釦 珀 哩 皿 妬 倒 刃 的 副 ね 訓 師 瓢 妬 認 加 詔 拓

ｒ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ２ ２ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １ ０ ０ ０ １ １ １ ０ ０

Ｚ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

／ 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 土 士 士 士 土 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 土 士 士 士 十 一 士 士 士 士 士 十 一 土 士 士 士 土 土

即 娼 師 邸 唱 和 沼 Ⅲ 師 迦 師 羽 的 Ｗ “ 妬 妬 躯 弱 妬 伽 弱 、 砺 蛎 妬 叩 ｕ 蒟 哩 帥 弘 肥 開 明 鏥 誕 乃 艶 調 Ⅳ 謁 皿 髄 妬 娼 的 調 ⑫

６ ５ ８ ８ １ ２ ３ ３ ７ ６ ４ ６ ７ ４ ８ ３ ６ ４ ０ ６ ２ １ ８ ８ ８ ６ ３ ３ ６ ６ ２ ３ ３ ３ ７ ８ ５ ５ ８ ７ ５ ８ ６ ６ １ ７ ８ ９

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １ １ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０

0.813
±〔
).045

1.171
±
0.04(
）

分
析
個
数

原
産
地
原
石
群
名

６ ０ ５ ２ ４ ６ ８ ６ ９ ７ ６ １ ７ ０ ３ ０ ７ ７ ４ ９ ９ ７ ７ ０ １ ４ １ ３ １ ３ ２ ６ ９ ７ ９ ０ ５ ２ ６ ４ ４ １ ２ ２ ６ ２ ９ ２

０ ２ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ７ ２ ８ ５ ２ ４ １ ０ ０ １ ０ ０ ６ ２ １ １ ４ ３ ４ ６ ２ ４ ３ ０ ０ ０ １ ０ １ １ １ １ １ ４ １ １ ３ ０ １

Ｋ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ 皿 叩 叩 皿 叩 Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ 皿 皿 叩 Ｍ Ｍ Ｍ 叩 Ｍ Ｍ Ｍ 叩 Ｍ Ｍ Ｍ ” Ｍ Ｍ Ｍ 叩 Ｍ Ｍ Ｍ

／ 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 土 士 士 士 士 士 土 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 土 士 士 士 士 士 土 士 士 士 士 士 士 士 士

α Ｗ 妬 略 氾 泌 師 団 妬 鎚 陀 踊 型 師 師 肥 矼 師 妬 琉 ｎ Ｍ 伽 詔 詔 妬 ⑲ 鎚 弱 帥 過 巧 塊 沌 再 拓 妬 週 卯 狸 閉 誕 狸 岨 陀 羽 砺 叫 祀

４ ２ ２ ２ １ １ １ １ ２ ２ ５ ２ １ ４ ０ ２ ２ ３ ６ ２ ４ ６ ９ ２ ２ ６ ０ ０ ６ ３ ６ ４ １ １ １ １ ２ １ ２ ２ ３ ２ ３ ２ ４ ２ １ １

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

T
i
／
K

(
)
.
1
2
3
±
0
.
0
0
6

(
)
.
1
2
7
士
0
.
0
0
8

(
)
.
0
6
2
±
0
.
0
0
2

(
)
.
1
0
0
±
0
.
0
0
4

0
.
0
5
6
±
0
.
0
0
2

２ ３ ７ ９ ２ ３ ３ ４ ８ ８ ７ ２ ２ ９ ４ ３ ５ ５ ３ ９ ７ ８ ３ ６ ６ ６ ７ ３ ７ ０ ８ ８ ５ ６ ９ ９ ６ １ ７ ３ ９ ４ ３ ８ ７ ０ ８ ２

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ １ ０ １ ０ ０ ０ １ １ １ １ １ ８ ６ ４ ２ ４ ３ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １ ０ １

ｒ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

ｚ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ ｕ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ ０ ０ ０ ０ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ ｕ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｑ ｕ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ

” ＋ ｜ ＋ ｜ ＋ 一 十 一 土 十 一 士 十 一 十 一 十 一 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一 士 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一 士 十 一 士 十 一

Ｍ 唖 睡 蝿 岻 嘔 皿 岻 皿 肋 哩 峨 唖 唖 哩 岬 嘔 吻 吻 、 妬 皿 唖 唖 畑 皿 職 皿 皿 蠅 姉 恥 咽 卿 噸 函 晒 媚 嘔 蠅 哩 哩 呵 叱 硴 岬 蠅 艸 岨

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

８ ５ ６ ６ １ １ １ ３ ０ ０ ０ ３ ３ ９ ９ ７ ３ ９ ５ ２ ２ ９ ２ ８ ０ ３ ７ ５ ６ ４ ９ ５ ３ ５ ０ ３ ４ ３ ０ ６ ９ ９ ９ ４ ４ ３ ４ １

４ ９ ５ ６ ６ ３ ４ ２ ５ ７ ６ ６ ６ ７ ９ ２ ８ ３ ０ １ ４ ６ ４ ７ ０ ８ １ ３ ７ ２ ６ ９ ４ ３ ０ ７ ３ ２ ０ ８ ６ ８ ８ １ ７ ４ １ ８

ｒ Ｄ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ Ｊ Ｊ １ Ｊ Ｊ １ １ Ｄ Ｏ Ｏ ２ ２ １ ３ ３ ８ ９ ６ ６ ０ ７ １ ２ ０ ０ ０ １ ， １ ３ ２ ０ ０ ０ ０ ２ ２ １ Ｊ Ｏ

Ｚ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

／ 士 十 一 十 一 士 十 一 十 一 士 十 一 士 士 士 十 一 十 一 十 一 士 十 一 十 一 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一 士 十 一 士 十 一 十 一 士 十 一 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 土 十 一 士 十 一 土 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一

睡 詔 Ⅱ 塑 倒 師 的 如 帥 ” 妬 ㈹ 弼 舵 溺 砺 肥 田 調 鋤 ね 卿 兜 “ 瓢 娼 弱 師 兜 卯 鋤 明 田 布 刈 瓢 妬 妬 別 別 調 “ 髄 兜 配 卯 訓 師 加

６ ４ ８ ７ ９ ８ ９ ９ ９ １ ８ １ ２ １ ３ ７ ６ ５ ２ ５ ９ ６ ６ ６ ７ ３ ３ ５ ３ ４ ５ ３ １ １ ６ ７ ５ ３ ８ ８ ７ ８ ７ ６ ７ ９ ６ ７

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

１ １ １ １ １ ０ ０ ０ １ ３ ２ ３ ３ ３ ３ ０ １ １ ４ ２ ２ ４ ６ ６ ６ ４ ３ ３ ４ １ ５ １ １ １ １ １ ２ ２ １ １ １ １ １ ２ ２ １ １ １

０ ７ ８ ２ ６ ６ ８ ６ ９ １ ３ ２ ４ ６ ２ ９ １ ８ ９ ８ ９ ８ ０ １ ２ ４ １ ８ ５ ９ １ ６ ７ ８ ０ ５ １ ０ ０ ２ １ ７ ５ １ ９ ０ ７ ０

１ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ １ １ １ １ １ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １ １ ２ １ １ ０ １ １ ０ ０ １ １ １ １ ２ １ １ ０ １ １ ０ １ １ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ Ｏ ０ ０

Ｋ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ ｕ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ ｕ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ

／ ＋ ｜ 土 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一 士 士 十 一 士 十 一 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一 士 士 十 一 士 士 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一 土 十 一 士 士 士 十 一 士 十 一 土

・ １ ０ ４ ５ ６ ６ ９ ４ ５ ７ ７ ７ ０ ０ ７ ６ ９ １ ８ ５ ５ ８ ６ ３ ０ １ ７ ２ ９ １ １ ０ ８ ６ ５ ８ ９ １ ６ ９ １ ３ ２ ３ ２ ７ ７ １ ９

Ｓ ５ ２ ６ ４ １ ４ ４ １ ６ ０ ０ ０ ０ ８ ７ ７ ２ ２ ４ ３ ８ ７ ８ ０ ０ ２ ４ ４ ３ ７ １ ８ ７ ７ ３ ３ ４ ３ ２ ４ ５ ４ ３ ４ ６ ４ ３ １

４ ３ ３ ４ ３ ２ ２ ３ ３ ５ ５ ５ ５ ４ ４ ２ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ３ ３ ２ ２ ２ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

８ ０ １ ６ ４ ５ ３ ３ １ ６ ９ ７ ５ ３ ０ ９ ８ ６ ２ ６ ５ ２ ９ ７ ７ ０ ０ ８ ６ ８ ６ ８ ８ ４ ０ ６ ９ ５ ９ ０ ２ ７ ８ ３ ０ １ ２ ９

０ １ ２ ２ ４ １ １ １ ５ ２ １ ２ ２ ２ ３ ０ １ １ ３ ４ ３ ３ ２ ８ ８ ５ ３ ４ ４ １ １ １ １ １ ４ ４ １ ５ １ １ ２ １ １ ７ ６ ４ ３ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~勘 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

／ ＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ 士 十 一 士 十 一 士 十 一 士 十 一 土 十 一 士 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一 士 十 一 士 士 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 士 十 一 土 十 一 十 一 土 土 十 一 土 十 一 士 十 一

／ ３ ４ ７ ２ ３ １ ０ ９ ４ ６ ４ ３ ９ ８ ９ １ ３ ９ ４ １ ７ １ ７ ４ ８ ２ ５ ８ ７ ５ ７ ９ ５ ９ ４ ４ ２ ６ ５ １ ４ ５ ８ ９ ３ ２ ２ ２

Ｙ １ １ ９ １ ８ ６ ６ ０ ４ ２ ２ ２ ２ ３ ２ ７ ０ ６ ０ １ ４ ７ ４ ４ １ ４ ０ １ ４ ７ ９ ８ ３ ２ ４ ３ ９ ７ ４ １ ９ ３ １ １ ０ ２ ９ ０

１ １ ０ １ １ ０ ０ １ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ３ １ １ １ ３ ３ １ １ １ １ １ ０ ０ １ １ ３ ３ ２ ２ １ １ ０ １ １ ３ １ １ １ ２

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２ ２ ８ ４ １ ８ ８ １ ６ ９ ３ ０ １ ３ ８ ８ ８ ４ ７ ３ ０ ７ ８ ６ ４ ６ ７ ６ ０ ０ ８ １ ４ ２ ７ ０ ７ ６ ０ ２ ７ ６ ４ ４ ３ ４ ９ ４

２ １ １ ２ ２ １ ０ １ ３ １ １ ２ ２ １ １ ０ １ １ ４ ４ ４ ３ ２ ２ ４ ５ ３ ３ ６ ２ １ ２ １ １ ４ ４ ３ ５ ３ ２ １ ２ ２ ７ ５ ４ ３ ２

ｒ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｚ Ｏ Ｑ Ｑ Ｑ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ ｕ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ ｕ Ｏ ｕ Ｏ Ｏ

／ ＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ 土 士 十 一 士 十 一 土 土 士 十 一 士 十 一 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一 十 十 一 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 土 十 一 士 士 十 一 十 一 十 一 十 一 土 土 十 一 士 十 一 士 士

ｂ ｌ ７ ９ ８ １ ４ ４ ８ ３ ５ ２ １ ３ ７ ２ ４ ５ ９ ０ ６ ５ ５ ４ ９ ０ ８ ４ ２ ４ ２ ２ ５ ４ ６ ７ ４ ８ ０ ７ ３ ９ ６ １ ３ ８ ９ ４ ３

Ｎ ６ ２ ３ ３ ２ ５ ４ ３ ８ ６ ４ ６ ７ ４ ７ ３ ７ ５ ８ ５ ５ ５ ９ ７ ６ ８ ９ ９ ９ ０ ３ ５ ５ ５ １ １ ５ １ ２ ２ １ ４ ０ ３ ０ １ ２ ３

０ ０ １ １ ２ １ １ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ２ ２ ２ １ ５ － ， １ ０ ０ １ １ ０ ０ ３ ３ ７ ７ ２ ２ １ １ １ １ １ ２ ２ １ １ １

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

１ １ ７ ２ ５ １ ２ ２ ４ ４ ４ ３ ５ ３ ４ ６ ７ ８ ５ ２ ７ ３ ８ ３ ４ ４ ７ ４ ５ ２ ５ ０ ２ ３ ２ ９ ３ ３ ３ ３ ２ １ １ ３ ３ ３ １ ２

０ ０ ０ １ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｋ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ ｕ Ｏ Ｑ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ ｕ Ｏ ｕ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｑ Ｏ ｕ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ ｎ ０ Ｑ

／ ＋ ｜ 士 十 一 十 一 士 士 士 十 一 土 土 士 十 一 士 十 一 士 十 一 十 一 土 十 一 十 一 士 十 一 士 士 十 一 士 十 一 士 十 一 十 一 土 士 土 士 十 一 士 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 土 十 一 士 十 一 士 十 一１
Ａ 鎚 犯 塑 郡 鏥 加 加 認 釧 似 妬 虹 狙 姐 銘 型 泌 沁 調 弱 鋤 犯 謁 鋤 銘 虹 哩 坐 姻 犯 詑 哩 泌 調 羽 皿 ” 泌 妬 ” ” 距 濁 鋤 誕 訓 鴫 詔

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

安
島

三
里
|｣
」

香
住
第
一
群

香
住
第
二
群

雨
滝
(微
粒
集
）

加
茂

津
井

久
見

津 奥
池
第
一
群

奥
池
第
二
群

雄
山

神
谷
・
南
山

大
麻
山
南
第
一
群

大
麻
山
南
第
二
群

八
女
昭
和
溜
池

中
野
第
一
群

中
野
第
二
群

梅
野

腰
岳

塊 打 一 測 一 扣 一 蛎 加 一 洲 別 一 侭 別 一 沁 洲 一 別 鋤 一 測 鮒 洲 一 Ⅲ ｜ 洲 一 似 一 羽 一 州 一 柵 一 蝿 別 一 洲 冊 一 列 蛎 一 洲 一 洲 Ｍ 一 諏 一 澱 一 羽 一 判 一 狸 一 狸 一 狸 判 一 判 蛇 一 掴 一 別 一 ㈹ 弧 一 嶋 別

福
井
県

兵
庫
県

0
.
0
9
3
±
(
)
.
0
0
8

0
.
1
3
2
土
(
)
.
1
8
2

島
根
ﾘ『
！

３ ３ ０ ８ １ ８ ３ ２ ７ ３ ３ ６ ５ ３ ９ ０ ５ ３ ０ ４ ０ ３ ９ ３ ５ ２ ２ ２ ２ ４ ６ ０ ６ ４ ０ ３ ４ ７ ９ ５ ２

０ ０ １ １ １ ０ ２ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ １ ０ ０ １ ２ ３ １ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ２ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 十 一 十 一 士 十 一 士 十 一 士 士 士 士 士 士 士 士 十 一 士 十 一 士 十 一 士 士 十 一 土 十 一 十 一 士 十 一 十 一 士 十 一 士 十 一 十 一 十 一 士 十 一 士 十 一 士

田 沼 虹 弘 製 娼 偲 咽 皿 師 “ 陀 訓 、 認 岬 妬 妬 狐 皿 皿 妬 ” 、 妬 師 砺 犯 諏 鉦 銘 鉛 沁 帥 帥 乃 調 布 “ 弘 粥

０ ０ １ １ １ １ ２ １ ２ ０ １ ２ ０ ０ １ ３ ０ ０ １ ２ ２ １ １ ６ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

li
ll
11
ﾘi
!

香
川
1県

福
|剛
県

佐
賀
ﾘ『
！

椎
葉
川

松
尾
第
一
群

松
尾
第
二
群

観
音
崎

両
瀬
第
･
一
群

＊
両
瀬
第
二
群

＊
両
瀬
第
三
群

＊
オ
イ
崎

＊
稲
積

塚
瀬

荻
台
地

緒
方
下
尾
平

久
喜
ﾉ
辻

君
ケ
浦

角
川

貝
畑

松
浦
第
一
群

松
浦
第
二
群

松
浦
第
三
群

松
浦
第
四
群

淀
姫

中
町
第
一
群

中
町
第
二
群

古
里
第
一
群

古
里
第
二
群

古
里
第
三
群

松
岳

大
崎

姫 島 地 域姫 島 地 域
大
分
り
i!

信 岐 島

ぐ 皿 諜 逵 椛 雪 琲 話 轆

長
崎
1県

笠 込 昆 ’

一 一 』



表
V
-
1
1
各
黒
曜
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値
(
4
)

画 謹 酬 三 計 那 障 害 二 片 Ｓ 犯 混 劃 鯉 挫 二 』 一 ‐ ｓ 弼 菫 尉 筐 琴 三

凸 ~ 凸 陪 二

一 』 己

４ ５ ０ ２ ７ ５ ６ ４ ４ ２ ７ ０ ９ ５ ２ ９ ９ ５ １ ６ ９ ２ ９ ７ ２ ６ ９ ６ ８

４ １ １ ９ １ ５ ４ ０ ２ １ ３ ２ ３ ０ ３ ４ ４ ２ ２ ５ ４ ５ ２ １ １ ２ ０ １ ０

ｒ Ｏ Ｄ Ｄ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｊ Ｊ Ｊ Ｏ Ｏ Ｏ Ｄ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ ４ ０ ０ ０ ０

Ｚ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

／ 士 十 一 士 十 一 士 十 一 士 士 十 一 十 一 十 一 十 一 土 十 一 十 一 士 士 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 土 十 一 士 十 一 十 一 士

ｒ ３ ８ ５ ６ ９ ４ １ ５ ８ ２ １ ８ ３ ５ ０ ８ ５ ８ ５ ５ ６ ８ ３ ９ ９ ０ １ １ １

Ｓ Ｏ ７ ７ ３ ７ ５ １ ３ ８ ５ ５ １ ５ ５ ４ ２ ７ ０ ０ ０ ６ ８ ５ １ ５ ０ １ ２ ８

７ ２ ２ ２ ２ １ ８ ３ ２ ２ ３ ４ ７ １ ３ ４ ６ ４ ４ １ ２ ６ ５ ５ ８ ５ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ １ ０ １ ０ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０

ｋ
ｔ

素
元 犯 退 Ⅳ 哩 皿 肥 昭 妬 舶 舶 的 嶋 帥 叫 弱 劉 訓 躯 幻 過 皿 調 鎚 四 陥 詔 妬 調 過

ｒ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

Ｚ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ ｕ ０ ０ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ ｕ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ

／ 土 十 一 十 一 士 十 一 土 十 一 土 十 一 土 十 一 土 十 一 士 士 十 一 土 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 士 十 一

ｂ ｌ ６ ９ ７ ４ ６ ９ ３ ２ ７ １ ０ ２ ９ ８ ８ ９ ２ ５ ８ ４ １ ４ ３ ０ ８ ９ ０ ０

Ｒ １ ２ ２ ４ ２ ５ ７ ５ ５ ５ ２ ８ ４ ０ ４ ６ ４ １ ０ ８ ８ １ ４ ５ ６ ０ １ ７ ３

６ ３ ３ ２ ３ ２ ２ ２ ２ ２ ０ ０ ２ ０ ９ ７ ４ ７ ７ １ １ ６ ６ ３ ０ ６ ０ １ ５

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０

分
析
個
数

原
産
地
原
石
群
名

Y
／
Z
r

２ ２ ３ ３ ２ ４ ９ ３ ３ ４ ７ ３ ２ ９ ８ ８ ４ １ １ ２ ３ ３ ３ ７ ６ ３ ０ ５ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ２ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｋ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ ｕ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ ｕ Ｑ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ

／ 土 十 一 士 十 一 十 十 一 士 十 一 士 十 一 士 十 一 土 十 一 十 一 士 士 土 士 士 士 士 十 一 士 十 一 士 十 一 十 一 士

’ ３ １ ０ ０ ５ ７ １ １ ７ ０ ２ ０ ２ ５ ２ ４ ３ ９ ９ ６ ８ ３ ７ ９ ５ ４ ３ １ ７

Ａ ２ ２ ２ ３ ２ ２ ３ ３ ２ ３ ２ ２ ２ ３ ２ ２ ２ １ １ ３ ３ ３ ３ ２ ８ ２ ２ ９ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ７ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

７ ９ ９ ２ ６ ３ ４ ８ ３ ９ ２ ４ ６ ０ ２

１ ０ ０ １ ０ １ １ ０ １ ０ ２ ２ ３ ０ ３

ｒ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

Ｚ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｑ Ｏ

／ 士 十 一 土 土 十 一 十 一 十 一 士 十 一 土 十 一 士 士 十 一 十 一

恥 ｗ 弧 鉛 虹 師 獅 調 仙 蝿 抑 ” 侭 ” ㈹ 虹

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

７ ８ ８ ０ ９ ６ ３ ２ ０ ０ ９ １ ９ ２

０ ０ ０ １ ０ １ ３ １ ２ １ ０ １ １ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｋ ｎ ０ ０ ０ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ

／ ＋ ｜ ＋ ｜ 士 十 一 士 士 十 一 士 士 十 一 士 十 一 土 十 一

・ ｌ Ｏ ３ ３ ２ ７ ７ ６ ５ ５ １ ７ ４ ３ ６

Ｓ ２ ４ ４ ９ ７ ４ ６ ９ ６ ９ １ １ ２ ４

３ ２ ２ ２ ２ ２ ３ ２ ２ ２ ３ ３ ３ ４

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ３ ８ ０ ８ ５ ３ ７ ４ ２ ６ ５ ５ ２ ９ ４ ７ ０ ４ ５ ２ ３ ２ ９ “ 舵 ” 別 記

乃 岬 岬 岬 唖 岬 唖 皿 唖 岬 呵 岬 岬 岬 皿 岬 岬 岬 皿 岬 哩 唾 岬 蠅 岬 網 叩 叩 、 叩

／ 士 士 土 士 士 十 一 士 士 士 士 士 士 士 士 土 士 士 士 士 士 土 士 士 士 士 士 士 士 士

陸 虹 鵬 叫 叫 帥 ” 船 方 錦 九 馳 剖 娼 銘 、 鎚 剖 氾 加 物 乃 弘 焔 囲 皿 副 銘 銘 別

４ ７ ７ ４ ７ ２ ２ ９ ８ ５ ３ ５ ７ ０ ６ ４ ４ １ １ ３ ９ ４ ８ ８ 入 ２ ２ ８ ０

Ｌ Ｑ Ｏ ４ ０ ６ Ｌ ４ ４ ４ Ｌ Ｌ １ ０ Ｌ １ Ｌ Ｌ Ｌ ３ ３ Ｌ １ １ 兇 Ｌ Ｌ ５ Ｌ

C
a
/
K

0
.
3
1
7
±
0
.
0
2
3

0
．
2
6
1
士
0
．
0
1
6

(
)
.
2
5
8
±
0
.
0
(
)
9

1
.
5
3
4
±
0
.
1
3
9

0
．
2
6
1
±
0
．
0
1
2

1
.
5
9
9
±
0
．
1
0
7

0
.
7
9
1
±
0
.
0
8
2

1
.
6
6
8
±
0
．
1
6
5

1
．
4
7
1
±
0
．
1
3
6

1
.
5
5
8
士
0
.
1
4
6

0
.
2
0
8
±
0
.
0
2
1

0
.
2
0
7
±
0
．
0
1
5

0
.
2
6
1
±
0
.
0
1
5

3
5
.
1
5
8
±
1
．
1
1
8

0
.
1
8
6
±
0
．
0
1
0

0
.
2
4
7
±
0
．
0
1
8

0
.
5
8
4
±
0
．
0
1
2

0
.
2
6
2
±
0
．
0
1
8

0
.
2
6
6
±
0
.
0
2
1

1
.
6
2
9
±
0
.
0
9
8

1
.
9
4
4
±
0
.
0
5
4

0
.
5
3
3
±
0
.
0
2
9

0
.
5
5
3
士
0
.
0
3
2

0
.
5
1
0
±
0
.
0
1
(
）

1
9
.
7
3
9
±
1
．
4
5
1

0
.
2
2
0
±
0
.
0
0
8

0
．
1
3
4
±
0
.
0
0
4

0
.
2
0
4
±
0
.
0
0
4

0
.
1
5
4
±
0
.
0
0
9

鮨 Ｗ 帖 弱 肥 妬 的 詑 虹 鋤 的 帖 妬 汚 砺 鵬 砺 帖 帖 訴 犯 妬 帖 切 銘 叫 哩 陀 偲

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ０ ０ ０ ０

Ｋ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ ｏ ０ ０ ｕ Ｏ Ｏ Ｏ

／ ＋ ｜ 士 十 一 士 十 一 士 十 一 十 一 士 士 十 一 土 十 一 士 士 十 一 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一 士 士 十 一

・ １ ７ ４ ４ ５ １ ２ ９ ４ ２ １ １ ４ ４ １ ３ ６ ６ ３ ０ ４ ２ ７ ７ ８ ３ ４ ４ ４ ７

Ｔ ２ １ １ ６ １ ２ ７ ９ ０ ５ ０ ９ ９ ０ ８ ０ ７ ４ ４ ０ １ ６ ３ ９ ５ ０ ４ ４ ６

１ ２ ２ ６ ２ ７ ２ ６ ６ ６ １ ０ ０ ０ ０ １ １ １ １ ８ ９ １ １ １ ０ １ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ６ ０ ０ ０ ０

７ ３ ５ ８ ３ １ ５ ０ １ １ ６ ９ ０ ２ ８ ８ ７ ４ ３ ６ ５ ３ ０ ７ １ ６ ２ ５ ５

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ １ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ５ １ ０ ２ ０

ｒ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

Ｚ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ

／ 士 土 士 士 士 士 士 士 十 一 十 一 士 士 士 士 士 士 士 士 士 十 一 士 士 十 一 士 士 士 士 士 士

ｎ ３ ４ ３ ５ ２ ５ ５ ０ ８ ５ ４ ０ ６ １ ７ ７ ７ ２ ９ ３ ２ １ ５ ８ ２ ９ ４ ４ ８

Ｍ 妬 昭 昭 師 岨 肥 “ 肥 Ｗ ｗ 陀 脈 帖 叫 “ “ 肥 蛇 皿 鮖 妬 帖 帖 ㈱ 調 的 伽 鏥 似

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

３ ２

３ １

２ ０

０ ０

＋ ｜ 土

５ ９

７ ６

１ ０

０ ０

小
国

南
関

墨 大
柿

冠
ケ
岳

滝
室
坂

箱
石
峠

長
谷
峠

五
ヶ
瀬
川

御
船

白
浜

桑
ノ
木
津
留
第
一
群

桑
ノ
木
津
留
第
二
群

霧
島

間
根
ヶ
平
第
一
群

間
根
ヶ
平
第
二
群

間
根
ヶ
平
第
三
群

日
東

五
女
木

上
牛
鼻

平
木
場

竜
ケ
水

長
谷

台
東
山
脈

イ
リ
ス
タ
ヤ
川

ナ
チ
キ

R
E
D
ぃ
K
E
－
l

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
･M
1｣
Z群

白
頭
|
l｣
灰
IⅢ

洲 一 洲 側 一 粥 一 訓 一 流 一 別 一 粥 一 帆 一 州 一 祁 一 灯 洲 一 洲 一 胴 一 胴 一 胞 一 他 一 禰 一 川 洲 州 一 洲 一 Ｗ ｜ 川 一 州 一 川 州 一 ｍ

１ ８ １ ４ ２ ６ ４ ６ ７ ４ ９ ９ １ ０ ３ ８ ５ ９ ０ ３ １ ２ ７ ０ ６ ３ ５

１ １ １ １ １ １ １ １ ２ ３ ２ １ ３ ２ ２ １ １ ０ １ ２ ２ １ ２ ３ １ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一 士 十 一 十 一 十 一 士 十 一 十 一 十 一 士 十 一 十 一 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一 士 士 十 一

６ ０ ４ ３ ６ ８ １ １ ２ ６ ５ ５ １ ５ ３ ０ ８ ７ ３ ７ ６ ３ ６ ２ ５ ８ １

６ ９ ６ ０ ４ ９ ０ ９ ６ ６ ０ ３ ８ ３ ４ ０ ０ ８ ９ ２ ４ ２ ７ ２ ９ ０ ５

０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ １ ２ ２ ０ ２ ２ １ １ １ ０ ０ １ １ １ １ １ ３ ５ １

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

熊
本
県

宮
崎
県

４ ３

１ １

０ ０

０ ０

士 士

８ ８

５ ７

３ ３

０ ０
(
)
.
0
3
9
±
(
)
.
(
)
2
7

(
)
.
0
3
6
±
(
)
.
0
2
2

９ ６ ６ １ ０ １ ２ ０ ２ ６ ５ ９ ８

１ ０ ０ １ １ １ １ １ ５ ０ ０ ７ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ２ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 士 十 一 士 士 十 一 十 十 一 土 十 一 十 一 土

０ ５ ５ １ ８ ４ ４ ７ ４ ０ ４ ８ ６

９ ７ ７ ９ ０ ９ ２ ０ ７ ４ ３ ０ ０

３ ２ ２ ３ ４ ４ ５ ４ ５ ３ ３ ２ ３

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ７ ０

３ ３ ９ ０ ２ ０ ７ ６ ３ １ ８ ２

１ １ ０ １ ２ ２ １ １ ２ ３ １ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 士 十 一 十 一 土 十 一 士 十 一 士 十 ｜ 士

９ ８ ２ １ ９ ６ ４ ５ ４ ４ ９ ８

２ ２ ２ ２ ６ ６ ２ ２ ６ ４ ５ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

鹿
児
島
県

、 Ｊ
壬 乎

が 弓

ｏ Ｙ Ｊ Ｉ

ロ
シ
ア

H燕
塑



表
V
-
1
2
黒
曜
石
製
遺
物
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値
(
1
)

ｔ
素

元 恥 皿 弛 副 鎚 師 肥 鴎 鎚 犯 鵬 師 虹 肥 犯

ｒ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ １ ０ ０ ０ ０~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~Ｚ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

／ 士 士 士 士 士 士 士 土 士 士 十 一 土 土 十 一 士

ｂ Ｏ ８ ０ ７ ６ ９ ６ ４ ２ ６ ０ ０ １ １ ８

Ｒ ３ ４ ３ ５ ８ ３ ２ １ ４ ３ ８ ６ ３ ５ １

４ ４ ５ ５ ５ ６ ４ ３ ５ ８ ０ ４ ０ １ ４

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １ ０ ０

分
析

仙
数

原
産
地
原
石
群
名

３ ９ ８ ２ ３ ７ １ １ ６ ８ １ ８ ９ １ ８ ２ ０ ７ ７ ９ ２ ４ ６ ３ ２ ７ ７ ２ ５ ３ ２ ０ ３ ５ ９ ８ ０ ０ ６ ８ ０ ２ ２ ９ ９ ８ ５

１ １ ０ ２ ２ １ ２ ２ １ ２ ３ ２ １ １ ２ １ ３ １ ３ １ １ １ １ １ １ ２ １ ３ １ ２ １ ３ １ ２ ２ ２ ２ ２ １ １ １ ２ ２ ７ ６ ２ ４

ｒ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

Ｚ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ ０ ０ Ｑ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ

／ 士 士 士 士 士 士 十 士 土 土 士 士 士 士 士 十 一 士 土 士 土 士 十 一 士 士 土 士 士 士 士 士 士 士 士 士 土 士 士 士 士 土 土 十 一 士 十 一 十 士 士

恥 岬 岻 岬 岻 叩 皿 叩 肥 皿 蝿 吻 岬 皿 岬 必 岬 嘔 咽 咽 岬 岬 恥 叫 皿 雌 咽 岬 哩 呵 肥 皿 咽 咄 呵 呵 岨 吋 恥 岬 恥 狸 、 、 唖 加 皿 晒

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

C
a
／
K

0
．
2
4
1
±
(
)
.
(
)
2
1

0
.
4
5
3
±
(
)
.
(
)
1
1

0
.
6
4
3
±
(
)
.
(
)
1
2

0
.
5
3
5
±
0
.
(
)
6
1

0
.
3
8
0
±
0
.
0
3
7

0
.
2
6
1
±
0
.
0
4
3

0
.
8
9
8
±
(
)
.
0
3
2

1
.
1
0
3
±
0
.
0
5
(
）

0
.
9
5
9
士
0
.
0
2
7

0
.
2
7
5
±
(
)
.
0
0
7

0
.
2
4
4
±
(
)
.
0
1
1

0
.
1
6
4
±
0
.
0
0
8

0
.
1
8
5
±
0
.
0
0
7

5
.
4
4
5
±
0
.
1
2
2

0
.
2
3
8
±
0
．
0
1
1

５ ８ ８ ２ ７ ０ ７ ７ ５ ５ ４ ２ ３ ４ ６

０ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ７ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｋ Ｏ Ｏ Ｏ ｕ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ

／ 土 十 一 十 一 十 一 土 十 一 士 十 一 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士

・ １ ヶ ｆ 信 ○ ４ △ 《 ｂ ４ 詮 ４ 勺 上 八 り ん ４ 月 ｊ 〈 Ｕ 、 上 Ｑ Ｊ １ 勺 ｌ

Ｔ Ｏ ３ ２ ０ ８ ７ ２ ４ ５ ０ ７ ４ ４ ０ ３

１ １ １ １ ０ ０ ２ １ １ １ ０ ０ ０ ３ １

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０

６ ８ ７ ９ ９ ８ ６ ８ ０ ０ ３ ３ ３ ４ ８ ５ ８ ７ ５ １ ６ ８ ９ ７ ９ ７ ０ ３ ８ ３ ０ ６ ５ ３ ２ １ ０ ４ ２ ２ ３ ３ ３ ２ ４ ０ ５

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １ １ １ ２ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ １ ０ １ ０ ０ １ １ １ １ １ ０ １ １ ４ ４ １ ０

ｒ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ ７

Ｚ ｕ Ｏ Ｏ Ｏ ｕ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ ｕ Ｏ ｕ ｕ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ

／ 士 士 士 十 一 士 士 士 士 士 土 士 士 士 士 士 士 土 士 士 士 士 士 土 士 土 土 土 土 十 一 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 十 一 士 士 土 士

ｒ ８ １ ２ ３ ２ １ ４ １ ５ ７ ６ ０ １ ７ ８ ３ ６ ３ ４ ７ ８ ０ ７ ７ １ ３ ８ ４ ４ ２ ３ ３ ０ １ ８ ６ ０ ４ ８ ２ ０ ５ １ ８ ０ ３ ０

Ｍ 皿 似 鮖 砺 鮨 鯛 幅 鵬 鵬 “ 幅 肥 肥 加 似 肥 岬 脆 哩 妬 岬 鵬 皿 妬 、 鮨 ｎ ｍ 脆 皿 肥 帖 皿 叱 脆 鵬 “ 帖 偲 叫 皿 妬 脆 的 ｎ 幅 ね

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３

陸
／
Z
r

1
,
2
9
6
士
0
.
0
7
7

1
.
7
6
5
±
0
.
(
)
7
5

2
.
5
4
7
±
(
)
.
1
4
3

2
.
5
4
5
±
0
.
1
3
8

2
.
5
4
8
±
(
)
.
1
4
5

2
.
5
0
0
±
0
.
1
1
7

2
.
5
4
0
±
0
，
1
0
1

2
.
9
4
2
±
(
)
.
1
3
3

2
.
8
8
2
±
0
.
(
)
9
2

1
.
7
5
1
±
0
．
0
5
1

1
.
7
4
9
±
0
．
1
6
8

2
.
5
6
5
±
0
．
1
2
6

2
.
1
6
2
±
0
.
1
2
2

1
3
.
4
2
2
±
1
．
1
1
3

1
.
6
3
6
±
0
.
0
6
6

９ ９ ２ ９ ３ ２ ３ ２ ０ １ ６ ９ ５ ４ ５ １ ７ ４ ８ ６ ７ ９ ８ ０ ６ ４ ６ ３ ９ ０ ７ ３ ０ ３ ４ ４ ０ ０ ６ ４ ２ ９ ６ ０ ９ ９ ３

０ １ ３ ２ ３ ３ ２ ８ ４ ２ ３ １ ２ ３ １ １ １ １ ３ １ １ １ ２ ３ ２ ２ ２ ２ １ ２ １ ３ ８ ５ ２ ６ ３ ４ ２ ３ ０ ２ ９ ３ ５ ３ ３

ｒ Ｏ Ｄ ０ Ｄ Ｏ Ｏ Ｄ Ｄ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ １ ０ ０ Ｄ Ｏ Ｏ Ｄ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｄ ｐ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ Ｄ ０ Ｄ １ ４ Ｄ ２

Ｚ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

／ 士 十 一 十 一 土 十 一 十 一 土 十 一 士 十 十 一 土 十 一 土 十 一 十 一 十 一 士 十 一 士 十 一 士 士 十 一 土 十 一 十 十 一 士 土 士 十 一 士 十 一 士 士 十 一 十 一 十 一 土 十 一 十 一 十 一 士 十 一 十 十 一

ｒ ３ ９ ９ ５ １ ９ ２ ５ １ ８ ４ ２ ５ ９ １ ８ ２ ９ ３ ３ ６ ６ ９ １ ２ ３ ６ １ ０ ６ １ ２ ２ ６ ４ １ ２ １ ７ ８ ６ ７ ０ ５ ９ ６ ３

Ｓ ５ １ ８ ８ ８ ７ ０ ７ １ ６ ２ ６ ３ ３ ４ ５ ９ １ ６ ９ ２ １ ０ ３ ９ ５ ０ ５ ４ ０ ８ ４ ８ ３ ５ ９ ６ ４ ９ １ ０ ９ ５ ７ ０ ３ ４

１ ４ ６ ６ ６ ６ ８ ７ １ ４ ４ １ ４ ８ ４ ２ ２ ２ ６ ２ ５ ７ ９ ５ ８ ４ ９ ８ ４ ４ ３ ７ ５ ７ ７ ６ ５ ８ ４ ５ ０ ２ ３ ９ ２ ７ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ０ ２

Y
／
Z
r

(
)
.
1
4
0
±
0
.
(
)
1
5

()
.1
3(
)±
()
.(
)1
5

２ ０ １ ９ ６ ８ ３ ７ ８ ７ １ ２ ２ ６ ５ ６ ９ １ ８ ３ ７

１ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｋ Ｏ Ｏ Ｏ ｕ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

／ ＋ ｜ 土 十 一 士 士 士 十 一 士 十 一 土 十 一 土 十 一 士 十 一 士 士 十 一 士 士 十 一

飢 喝 鈍 鋤 野 泌 肥 諏 娼 埋 泌 認 塑 羽 的 加 剖 泌 調 妬 錨 兇

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２ ５ ７ ３ ７ ６ １ ５ ０ ０ １ ５ ９ １ ８ ６ ５ ０ １ ０ ４ ９ ９ ５ ２ １ ９ １ ６ ７ ３ １ ０ ６ ３ ４ ２ ５ ３ １ ０ ７ ５ ５ ２ ４ ６

“ 皿 “ “ 偲 偲 皿 皿 Ⅲ 皿 皿 皿 帥 陀 帖 帥 伽 “ 蛇 皿 蛇 叫 帥 加 脂 皿 似 帖 ｕ ㈹ 皿 皿 皿 皿 ㈹ Ⅲ 陀 屹 Ⅲ 皿 皿 伽 皿 砲 記 皿 泌

Ｋ Ｏ Ｑ ０ ０ ０ ０ Ｑ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｌ Ｑ ｕ

／ 士 士 士 士 士 士 士 士 士 土 士 十 一 士 士 士 士 士 士 士 土 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 土 土

ｉ ５ ０ ７ ３ ２ ８ ７ ６ ９ ５ ９ ７ ０ ２ １ ９ ３ ５ ８ ４ ９ ３ ０ １ ４ ９ ５ ６ ７ ９ ６ ３ ６ ６ ４ ０ ６ ８ １ ６ ７ ８ ４ ２ ８ ０ ２

Ｓ ２ ０ ０ ７ ９ ５ ４ １ １ ４ ７ ３ ６ ２ ８ ２ ８ ７ ７ ４ ２ ５ ６ ６ ３ ３ ９ ０ ２ １ １ ３ ９ ２ １ ０ ２ ７ ３ ２ ３ ６ ３ １ ３ ９ ０

３ ５ ４ ３ ２ ２ ４ ５ ５ ３ ３ ３ ２ ６ ４ ３ ３ ４ ３ ４ ９ ３ ３ ０ ２ ３ １ ２ ４ ４ ６ ３ ３ ３ ２ ５ ４ ３ ３ ３ ３ ２ ４ ３ ９ ３ ３

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ １ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ６ ９ ０ ４

H
S
l
遺
物
群

H
S
2
辿
物
群

師 一 伽 可 雨 雨 訶 一 氾 而 一 洲 詞 一 悦 一 略 一 脂 雨 一 馴 雨 而 而 而 萠 可 而 両 面 面 一 胴 元 一 胴 両 面 一 洲 而 覇 而 一 塑 里 州 輌 一 珊 而 一 偲 萠 雨 諏 而 而 弱

群 群 群 群 群 群 群 群 群 群 群 群 群

物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 群 物 群 物 物 群 群

辿 遺 遺 遺 遺 遺 遺 遺 遺 遺 物 遺 物 遺 遺 物 物

１ ２ ３ ４ １ １ ２ １ ２ ３ 遺 鋤 遺 １ ２ 遺 遺

Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｈ Ｔ Ｔ Ｓ Ｓ Ｓ 岨 Ｉ Ｙ Ｎ Ｎ Ｎ Ｂ

Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｎ Ｈ Ｓ Ｓ Ｋ Ｔ

0
.
1
5
6
±
0
．
0
1
5

0
．
1
6
5
±
(
)
.
(
)
2
1 １ １ ３ ６ ５ ９ ２ ２ ８ ２ ４ ２ ９ ５ ９ １ ３ １ ２ ０ ２ ８ ３ ６ ９ ４ ８ ０ ０ ０ １ １ １ ８ ２ ７ ２ ７ ２ ９ ２ ７ ９

２ ２ １ １ １ １ ４ ４ ２ ２ ２ １ ２ １ ２ ２ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ２ １ １ ３ １ １ ２ ３ ３ ２ ３ １ ３ ３ ７ ５ ２ ７

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ 士 十 一 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一 十 一 士 十 一 土 十 一 十 ’ 一 十 一 士 十 一 十 一 士 十 一 十 一 十 十 一 士 十 一 士 十 一 士 士 士 十 一 士 十 一 十 一 士 士 土 十 一

４ ５ ９ ３ ７ ０ ７ ９ ３ ７ ２ １ ４ ６ ２ １ １ ２ ８ ７ １ ７ ６ ８ ９ ９ ６ ２ ４ ０ ２ ２ ８ ９ ８ ６ ５ ２ ６ ８ ７ ８ ２

６ ５ ０ ３ ０ ８ ２ ８ ６ ０ ８ ８ ６ １ ７ ３ ５ ４ ４ ７ ４ ０ ４ ３ ６ ０ ８ ７ ０ ７ ８ ０ ３ ５ ２ ９ ２ ０ ７ ６ ２ ６ ５

１ １ １ １ １ １ ３ ３ ２ ２ ４ ２ ２ ２ ２ ３ ２ ２ ２ １ ２ ２ ２ ２ １ ４ ２ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ２ ０ ３ ３ １ ７

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

北
海
道

青
森
り
,

！
７ ２

３ ８

０ ０

０ ０

士 十 一

７ １

９ ７

５ ５

１ １

0
.
2
8
7
±
(
)
.
(
)
(
)
6

0.
2(
)9
±(
).
()
()
6

0
．
0
8
7
±
0
.
(
)
(
)
4

0
．
1
1
6
±
0
.
(
)
(
)
6

１ ５

１ ３

０ ０

０ ０

＋ ｜ ＋ ’

４ ６

４ １

２ ７

０ ０

０ ６ ８ ０ ９ ８ ６ ０ ９ ２ ２ ７ ５ ０ ５

２ ５ ２ １ ０ ０ ０ １ １ １ １ １ ３ １ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ 一 十 一 土 十 一 土 土 十 一 士 十 一 土 士 十 一 土 士 十 一

７ ５ １ ７ ４ ４ ３ ４ ７ ７ ８ ０ ４ ２ ３

４ ７ ４ ６ ９ １ ８ １ ２ １ １ ０ ０ ０ ０

３ ８ ７ １ ０ １ ０ １ ３ １ １ ４ ９ ２ ９

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

１ ４ ８ ６ ４ ３ ９ ２ ０ ０ １ ４ ７ ６ ０ ３ ５ ６ ９ ８ ９ ６ ０ ８ ０ ０ ５ ０ ３ ５

１ １ ０ ２ ７ １ ５ ９ ９ ５ ２ １ ０ １ １ １ １ ０ １ １ １ １ １ ０ １ ７ ３ ０ １ ６

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ３

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 土 十 一 士 土 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 土 十 一 土 十 一 士 十 一 士 士 十 一 士 十 一 十 一 土 十 一 十 一 士 十 一 士 十 一

１ ２ ９ ９ １ ０ ０ ７ ２ ０ ３ ９ １ ７ ０ ５ １ ３ ６ ８ ０ １ ０ ７ ８ ４ ７ ４ ７ １

５ ５ ５ １ ４ ５ ５ ６ ７ ０ ０ ７ ５ ５ ２ ４ １ ３ ６ ０ １ ８ ３ ８ ５ ９ ９ １ ９ ７

３ ２ ２ ５ １ ９ ８ １ ２ ９ ９ ４ ２ ６ ３ ７ ３ ２ ５ ３ ３ ３ ３ ０ ２ ７ １ ４ ２ ８

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ １ ３ ０ １ ３ ０ ２ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

６ ７ ３ ０ １ ４ ５ ７ ９ ６ ６ ６ ３ ５ ５ ４ ６ ２ ７ ５ ５ ５ ３ ２ ２ ９ ５ ４ ５ ４

０ ０ ０ １ ２ ０ ２ ２ ２ １ ５ ０ ０ ０ １ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ７ ０ ９

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ６ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 士 十 一 士 士 十 一 十 一 十 一 士 士 十 一 十 一 土 十 一 士 十 一 十 士 十 一 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一 士 十 一

１ ３ ３ ７ ２ ５ ４ ６ ７ １ ２ ２ １ ４ ２ ０ ９ ４ ３ ８ ５ ８ ３ ９ ６ ２ ４ ７ ７ ８

２ １ ９ ７ ５ １ ７ ９ ９ ４ ４ ９ ８ ４ ８ １ ８ ４ ６ １ ７ ３ ０ ５ ２ ０ ５ ５ ０ １

１ １ ０ ２ ５ ２ ４ ６ ０ ７ ５ １ ０ １ ０ １ ０ ０ １ １ ０ １ １ ０ ０ ２ ７ ５ １ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １

１ ８ ７ ３ ２ ０ ７ ８ ３ ７ ９ ５ ６ １ ９ ２ ４ ６ ４ ０ ２ ２ ３ ３ １ ２ ４ ５ ４ 喝

７ ８ ６ ７ ６ ０ ７ ０ ８ ７ ９ ７ ７ ５ ９ １ ０ ５ ８ ０ ８ ０ ８ ２ ２ ３ ４ ９ ０ Ｘ

Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２ ２ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ １ １ ８ ５ １ １

● 。 ● 。 。 “ ● ● 。 。 。 “ 。 ■ 。 。 。 ■ ● 。 ● 心 “ 。 。 。 ● 。 ● ・ バ ュ ユ

却 却 却 却 却 却 却 却 却 却 却 却 却 却 却 却 却 却 却 却 却 却 却 却 却 却 劫 封 却 十 一

１ ５ ５ ９ ２ ６ ５ ７ １ ２ ７ １ １ １ ９ ６ ７ １ ２ ６ ０ １ １ ７ ５ ４ ９ ０ ８ ０

８ ０ ５ ４ ５ ０ ５ ８ ９ ２ ０ ６ ８ ９ ０ ７ ３ ４ ２ ４ ８ １ ５ ７ ４ ７ ９ ０ ３ ９

５ ８ ０ ８ ７ ３ ０ ７ ７ ９ ５ ５ ０ ８ ０ １ ０ ８ ８ ６ ９ ６ ７ ６ ７ ７ ０ ９ ６ ９● ・ ■ ・ ● ● 。 ？ 。 。 。 ● の 。 。 。 。 ， 。 。 ■ 。 。 。 □ “ 。 。 ● ん 丑

『 Ｉ ▲ １ １ ４ ， 〃 白 、 ／ ］ 心 ／ 〕 刈 斗 △ の 〃 白 へ 〃 、 Ｊ 勺 Ⅱ ユ ハ く Ｕ ｎ ● 、 》 屯 ■ ’ 一 の 〃 】 勺 Ⅱ ユ の 〃 今 、 く り の 〃 臼 勺 Ⅱ ユ 勺 Ⅱ ユ 勺 Ⅱ 旦 勺 Ⅱ ユ 勺 Ⅱ Ｌ 刊 Ⅱ ユ （ Ⅱ 〉 １ ０ 共 屯 Ⅱ Ｌ 【 ノ ‐ （ ｕ 〕 勺 １ ▲ ■ Ⅱ 且

秋
田
県

H
R
遺
物
群

A
I
1
遺
物
群 群 群 群 群 群 群 群 群 群 群 群 群 群 群 群 群 群

物 物 物 物 群 群 群 物 物 物 物 物 物 物 群 物 物 群 群 物 物 物 物

遺 遺 遺 遺 物 物 物 遺 遺 遺 遺 遺 遺 遺 物 遺 遺 物 物 遺 遺 群 遺 遺

２ ３ ４ ５ 遺 遺 遺 １ ２ ３ １ ２ ３ ４ 遺 鴎 髄 遺 遺 訓 私 物 １ ２

１ １ １ １ Ｓ Ｄ 別 Ｃ Ｃ Ｃ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｋ Ｈ Ｈ Ｍ Ｍ Ｋ Ｋ 遺 Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｆ Ｓ Ⅲ Ａ Ａ Ａ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｎ Ｕ Ｕ Ｙ Ｎ Ｍ Ｍ Ｉ Ｈ Ｈ

９ ６

２ ０

０ ０

０ ０

＋ ｜ 士

３ ８

８ ２

０ ０

０ ０

５ ０ １ ３ ４ ５ ３ ５ １ ３ １ １ ３ ５ ８ ３ ３ ２ ２ ４ ２ ４ １ ７

肥 屹 皿 伽 伽 帥 ㈹ 叩 帥 帥 叩 皿 叩 伽 皿 叩 帥 ㈹ 伽 伽 蛇 “ 皿 Ⅲ

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一 士 十 一 士 士 十 一 十 一 十 一 士 士 士 十 一 士 十 一 士 十 一 土 十 一 士 十 一 士 十 一

４ １ ７ ３ ５ ３ ６ ９ ７ ６ ７ ８ ８ ６ １ ３ ２ ２ １ ０ ３ ８ ４ ０

６ ９ １ ８ ８ ３ ３ ４ ２ ３ ２ １ ３ ３ ４ ２ ２ ２ ２ ４ ９ ７ ２ ９

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

岩
手
県

新
潟
県

９ ０

３ ３

０ ０

０ ０

士 十 一

８ ７

２ ８

７ ８

０ ０

０ １ ９ １ ９ ７ ７ ２ ０ ２ ８ ６ １

３ ３ ３ ５ ３ ５ ９ ９ ３ ６ ８ ５ ８

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一 士 十 一

５ ７ １ １ １ ８ ０ ９ ０ ４ ６ ２ ３

３ ６ １ ０ ２ ４ ７ ４ ８ ３ ７ １ ７

９ ４ ８ ９ ７ ０ ３ １ ３ ４ １ ０ ６

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ １ ０

長
野
ﾘ1
1

ぐ 皿 洩 垂 ． 雑 雪 辱 葦 蛎

山
口
ﾘi
!

大
分
県

宮
崎
県

U
T
l
遺
物
群

K
U
4
遺
物
群

～ ｰ 刃



表
V
-
1
3
黒
曜
石
製
遺
物
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値
(
2
)

一 一 酌
画 識 酬 三 計 那 蝉 雲 圧 Ｈ Ｓ 猫 龍 創 鯉 蟄 ヰ Ｓ 詞 垂 瞭 筐 寺 雪

８ ８ ４ ４ ６ ０ １ ５ ７ ５ ４ ４ ４ ６ ６ ０ ２ ９ ２ ２ ９ ９ ８ ６ ５ ３ ３ ８ ０ ６ ６ ６ ８ ９ ５ ６ ２

３ ３ ４ ７ ３ ２ １ ２ ２ ６ ７ ５ ３ １ ４ ３ ４ １ ６ ９ ７ ８ ８ ９ ７ ７ ７ ２ ７ １ ２ ０ ０ １ ４ ８ ２

ｒ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ ｐ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ Ｄ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｄ Ｏ Ｏ Ｏ

Ｚ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

／ ＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ 士 十 一 十 一 士 十 一 土 十 一 十 一 十 一 士 十 一 士 十 一 士 十 一 士 士 十 一 土 十 一 十 一 十 一 士 士 士 十 一 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一

ｒ ７ ５ ３ ６ ８ １ ０ ９ ９ ７ ０ ９ ４ ５ ７ ６ ５ ８ ６ ７ ３ ９ ７ ２ ９ ４ ３ ４ ２ ８ ３ ０ １ ０ ５ ３ ８

Ｓ ２ ６ ８ ０ ２ ８ ４ ９ ７ ８ ０ ３ ５ ３ ６ ９ ４ ６ １ ３ ３ ７ ８ ３ １ ６ ５ ０ ５ ９ ５ ５ ５ ９ ３ ２ ６

５ ５ ７ ９ ７ ４ ３ ６ ５ ４ ５ ７ ４ ４ ６ ４ ３ ０ ７ ３ ２ ３ ２ １ ２ ６ ６ ５ ７ ３ ７ １ １ ４ ４ ４ ５

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０

ｔ
上

素
元 駒 盟 岨 賜 鎚 塑 ｕ ｕ ｕ 拓 蛆 調 如 加 銘 粥 廻 詑 Ⅳ 訓 羽 迦 調 妬 諏 肥 照 Ⅳ ｕ Ｗ ｕ 師 岬 巧 銘 詔 Ⅳ

ｒ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

Ｚ Ｑ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ

／ 士 士 士 士 士 士 士 士 士 十 一 士 士 士 士 士 士 士 士 士 十 一 士 士 士 士 士 土 十 一 士 士 十 一 士 士 士 士 士 十 一 士

ｂ ５ ９ ４ ５ ３ ７ ２ ２ ２ ７ ７ ２ ５ ７ ２ ７ ７ ５ ５ ６ ３ ９ ９ ０ ６ ３ ３ ９ ６ ９ ２ ３ ２ ６ ６ ３ ７

Ｒ ８ ２ ８ ５ １ ８ ３ ０ ０ ８ ７ ４ ９ ４ ９ １ ８ ８ ５ ７ ９ ７ ８ ８ ７ ３ ３ １ ４ １ ６ ０ ９ ８ ５ ５ ７

９ ７ ２ ２ ２ ６ ３ ２ ２ ８ ８ ６ ６ ４ ４ ０ ２ ５ ０ １ １ １ １ １ １ １ １ ２ ２ １ ２ ２ １ １ ７ ２ ３

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

分
析

個
数

原
産
地
原
石
群
名

０ ４ １ ９ ３ ９ ５ ３ ４ ６ ４ ４ ８ ５ ２ ８ ８ ２ ９ ５ ２ ９ ９ ２ ９ ０ ８ ２ ６ ８ ６ ９ ９ １ ７ ８ ５

３ ２ ２ ０ １ ０ ０ １ １ ３ ３ ３ ２ ２ ３ １ ０ ２ １ ２ ２ ２ ２ ２ １ ２ １ １ １ ０ ２ ０ ０ １ ２ １ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

丘 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ｕ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ

／ 涯 甦 畦 赴 蛙 吐 甦 准 麩 吐 甦 涯 畦 吐 畦 甦 吐 吐 甦 甦 吐 世 珪 娃 荏 畦 硅 吐 甦 甦 畦 畦 畦 畦 畦 吐 蛙

Ｙ ９ ３ ０ ０ ２ ４ ０ ３ ２ １ ０ ２ ９ ２ １ ７ ２ ５ ６ ０ ９ ２ １ ３ ９ ７ ６ ０ ７ ９ ６ ０ ０ １ ５ ８ １

１ １ １ １ ２ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ２ ２ １ １ １ １ ０ １ １ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ １ １ １ ０ １

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２ ３ ６ ７ １ １ １ １ ８ ２ ４ ５ ６ ４ ４ ０ １ ４ ９ ３ ２ ０ ５ ２ １ ２ ０ ０ ４ ３ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ １ １ ３ １ ２ １ １ １ １ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｋ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ ｕ Ｏ Ｏ Ｏ

／ 士 士 士 士 士 士 士 土 士 土 士 士 士 士 士 土 土 土 士 士 士 士 土 士 士 土 士 士 士 士 士

’ ８ ９ ７ ２ ４ ０ ２ ７ ７ ７ ５ ７ ４ ２ ０ ５ ５ ５ ３ ２ ５ ５ ９ ２ ６ ５ ８ ６ １ １ ７

Ａ ２ ２ ４ ６ １ ３ ３ ２ ２ ２ ３ ３ ３ ３ ３ ２ ３ ２ ７ ２ ５ ２ １ ９ ５ ３ ２ ３ ４ ３ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２ １ ２ ２ １ １ １ １ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

９ ２ １ ８ ６ ８ ７ ３ １ ９ ０ ８ ６ ２ １ ５ ５ ２ ０ ３ ４ ２ ７ １ ８ ０ ８ ３ ２ ０ ９ ４ ７ ０ ３ ２ ４

０ ２ ２ ３ ２ ０ ０ ３ ２ ０ １ ０ １ １ １ ０ ０ １ ４ ２ １ ９ ５ ２ ０ ２ ９ １ ２ １ ０ ０ ０ １ ０ １ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ １ １ ２ １ ２ １ １ ０ ０ ０ ０ Ｏ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｋ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｑ ０ ｕ Ｑ Ｑ Ｑ Ｏ ｕ ｕ ｕ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ

／ 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 十 一 士 士 士 士 士 士 士 士 土 士

ｉ ９ ３ ９ ７ ９ ８ １ ３ ８ ５ ９ ２ ４ ６ ５ ３ ６ ９ ４ ６ ８ １ ７ ４ ４ ９ ０ ０ ２ ２ ６ ６ ３ ８ ８ ７ ６

Ｓ 抑 “ ⑱ 詔 妬 婬 娼 弱 副 恥 謁 配 勿 諏 誕 弘 妬 鉦 師 Ⅳ 別 別 Ⅳ 卯 弱 鎚 調 哩 妃 如 面 皿 鋤 “ 犯 調 銘

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２ １ ２ ２ １ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

８ ６ １ ５ ０ ４ １ ９ ４ ３ ３ ８ ８ ６ ８ ０ ６ ５ ０ １ １ ０ ９ ３ １ ０ ２ １ ８ ６ ２ ６ ７ ３ ９ ３ ２

２ ２ １ １ ３ ２ １ １ １ ２ ２ １ ２ １ ２ ４ １ ３ ３ ４ ５ ３ ３ ３ ４ ３ ３ ３ ０ ０ ６ ０ ０ １ ７ ２ ３

ｒ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

Ｚ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｑ ０ ０ ０ Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ ｕ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ ｕ Ｏ Ｏ

／ 士 士 士 士 土 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 土 士 土 士 士 士 士 士 士 士 土 士 士 土

師 氾 閉 泌 訓 “ 印 刷 賜 的 拠 師 髄 記 鋤 肥 師 拓 氾 鏥 釦 弱 鎚 謁 調 師 犯 虹 的 巧 略 過 型 塑 皿 田 別 別

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ １

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

M
n
／
Z
r

氏
／
Z
r

1
.
9
1
3
士
0
.
1
5
8

1
.
5
2
9
±
0
.
1
4
8

3
.
7
4
6
±
0
.
4
5
5

5
.
6
2
3
±
0
.
6
0
2

1
.
5
7
(
)
±
0
.
0
7
3

1
.
7
3
7
±
0
.
0
4
6

1
．
5
1
5
±
0
.
0
2
0

4
.
1
0
6
±
0
.
2
2
2

3
.
1
0
9
±
0
．
1
6
1

3
.
(
)
8
5
±
0
.
1
5
5

3
.
1
2
5
±
0
.
2
2
2

8
.
6
7
8
±
0
.
6
6
3

1
.
9
7
5
±
0
.
1
2
2

1
.
1
5
7
±
0
.
0
4
4

2
．
4
9
1
±
(
)
.
1
2
8

1
.
4
6
8
±
0
.
0
4
6

1
.
6
2
7
±
0
.
1
0
5

1
.
1
1
8
±
0
.
0
5
1

2
7
.
9
6
3
±
2
.
6
0
8

2
6
.
6
8
6
±
1
．
0
1
4

2
4
．
1
7
4
±
0
.
8
3
3

2
7
.
8
3
9
±
1
.
0
0
9

2
7
.
5
2
3
±
1
.
0
3
7

2
7
.
0
5
6
±
1
.
1
0
9

2
3
.
3
3
7
±
0
.
7
2
1

1
8
.
(
)
2
8
±
0
.
4
6
6

1
7
.
5
7
9
±
0
.
4
6
0

1
.
3
8
2
±
(
)
.
0
6
5

1
.
8
5
1
±
0
.
1
8
0

1
.
6
0
4
±
(
)
.
0
4
3

1
.
6
4
2
±
(
)
.
0
5
3

1
.
0
6
9
±
0
.
0
2
5

1
．
1
2
1
±
0
．
0
3
4

1
.
5
2
8
±
0
.
0
4
7

1
.
4
0
6
±
0
.
0
7
9

1
.
3
8
4
±
0
.
0
8
2

1
.
2
5
0
±
0
.
0
2
8

皿 賜 弘 側 吃 皿 明 弘 私 刑 哩 型 犯 哩 四 ｍ 侭 哩 叩 兜 館 蛇 鏥 師 伽 砲 溺 鵬 妃 肥 鵬 Ｗ Ｗ 的 帖 巧 鮖

Ｋ Ｍ Ｍ 仰 伽 叩 叩 Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ 型 坪 郵 挙 郵 封 型 坐 空 鋤 抑 抑 釧 釧 皿 如 如 抑 岬

諺 甦 甦 甦 甦 牡 涯 甦 畦 珪 涯 吐 廷 甦 莚 畦 麩 荏 硅 鎚 別 泌 認 帥 哩 巧 別 記 娚 帖 町 弘 姐 弱 師 別 諏 剖Ｃ 鎚 如 別 館 加 狸 侭 師 師 弘 盟 船 娼 訓 ” 妬 刀 昭 ８ ３ ２ ５ ５ ２ ６ ９ ２ ３ ７ ７ ３ １ ２ ４ １ ５ ２

Ｑ ０ Ｌ ２ ０ ０ Ｑ Ｌ １ ０ ０ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ ｕ Ｏ Ｏ 肥 鴻 刎 諏 ” 型 加 肥 陥 Ｑ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｑ ０ Ｑ

５ ８ ５ ６ ７ ５ ９ ８ ５ ３ ４ １ ６ ６ ４ ３ ８ ６ ８ ６ ２ ２ ７ ６ ２ ３ １ ３ １ ６ ４ ３ ５ ５ ３ １ ３

０ ０ ４ ３ ０ ０ ０ ３ ２ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ６ ３ ９ ９ ６ ０ ２ １ ９ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０

０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ８ ６ ５ ２ ６ １ ６ ７ ５ ０ ０ ０ Ｏ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｋ Ｏ Ｑ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｌ Ｏ Ｌ Ｏ ｕ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ ｕ Ｏ Ｏ

し せ 畦 荏 吐 蛙 准 畦 畦 荏 吐 准 吐 珪 涯 甦 娃 牡 畦 畦 睡 畦 吐 甦 准 吐 甦 准 畦 甦 吐 涯 娃 吐 准 蛙 畦 畦

Ｔ ｍ Ｍ 弱 師 脆 廻 巧 万 銘 鵬 哩 踊 哩 略 媚 皿 巧 肺 偲 ぶ 哩 沼 妬 釘 師 醐 馳 略 翠 沁 的 Ｗ 賄 聡 的 鴫 皿

０ ０ ０ Ｑ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ Ｏ Ｏ Ｑ Ｏ ６ ｍ ８ ９ ９ ９ ８ 私 私 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

K
I
1
遺
物
群

K
I
2
遺
物
群

K
I
3
遺
物
群

KI
-l
遺
物
群

K
I
5
遺
物
群

K
I
1
8
遺
物
群

I(
18
4遺
物
群

S
G
遺
物
群

O
K
遺
物
群

K
K
I
遺
物
群

K
K
2
遺
物
群

II
M1
遺
物
群

II
M2
遺
物
群

()
NI
遺
物
群

()
N2
遺
物
群

)1
TR
20
遺
物
群

M
T
R
2
1
遺
物
群

会
寧
城
外
遺
跡
遺
物
群

イ
リ
ス
タ
ヤ

R
M
A
-
l
遺
物
群

R
M
A
-
3
遺
物
群

蛎 鮒 一 冊 一 稲 一 砲 帖 一 州 燗 一 塊 一 椚 一 柵 一 棚 一 利 一 別 一 流 一 幅 幅 一 和 一 珊 一 柵 一 州 一 附 一 州 一 州 一 鳩 一 冊 一 旧 一 Ｗ ｜ 茄 一 川 一 州 一 嶋 一 柵 一 幅 一 判 別 一 帥

0
.
(
)
6
1
±
(
)
.
0
2
4

0
.
0
6
0
±
0
．
0
1
7 １ ７ ４ ０ １ ０ ８ ２ ３ ３ ４ ７ ７ ３ ２ ３ ２ ０ ９ ０ ０ ０ ９ ５ ５ ５ ０ ６ ７ ４ ４ ２ ４ ４ ２

１ ０ ０ ２ ０ １ ０ １ １ １ １ ０ １ ０ ０ ０ ３ １ ０ １ １ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 土 十 一 土 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 土 十 一 士 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一 士 士 十 一 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一

４ ３ １ ５ ６ ２ １ １ ６ ３ ４ ８ ４ ４ ９ ７ ３ ０ ８ ３ ０ １ １ ５ １ ５ ８ １ ３ ９ ９ ５ ５ １ ６

７ ９ ６ ４ ２ ８ ６ ８ ７ ６ ５ ３ ８ ６ ２ １ ９ ４ １ ５ ５ ４ １ ５ ５ １ ４ ３ ４ ２ ２ ４ ７ ６ ６

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

鹿
児
島
県

北
朝
鮮

イ リ ス タ ヤ 地 域

R
M
A
-
4
遺
物
群

RM
.4
-5
遺
物
群

R
(
)
-
I
B
遺
物
群

R
Q
-
l
遺
物
群

R
S
N
-
I
B
遺
物
群

R
W
-
1
遺
物
群

ｺ
ﾑ
､
ﾉ
ﾓ
ﾘ
ｽ
ｸ
ﾌ
ｰ
ﾐ
遺
物
群

パ
ラ
ト
ウ
ン
カ
ー
l

パ
ラ
ト
ウ
ン
カ
ー
2

パ
ラ
ト
ウ
ン
カ
ー
3

パ
ラ
ト
ウ
ン
カ
ー
4

ア
バ
チ
ャ

ミ
リ
コ
ボ
・
遺
物
群

I
I
s
h
i
k
i
V
遺
物
群

U
s
h
i
k
i
遺
物
群

II
sh
ik
i
Ⅱ
遺
物
群

に
I
シ
ア

カ ム チ ャ ッ カ 半 島

２ ３

０ ０

０ ０

ｄ Ｑ

士 十 一

６ ６

１ ２

Ｏ ０

Ｑ ｕ

１ １ １ １

０ ０ ０ ０

Ｏ ０ ０ ０

ｉ ｉ ｉ ｌｌ ｌ ｌ く

士 士 十 一 土

２ ２ ０ ８

３ ２ ３ ２

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０



表
V
-
1
4
黒
曜
石
製
遺
物
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値
(
3
)

３ ８ ０ ７ ２ ５ ９ ７ １ ６ ６ ８ ８ １ ７ ３ ８ ６ １ ０ ６

２ １ １ １ ２ ０ ０ ０ ０ １ １ １ ２ ０ １ ２ １ ０ ０ ０ ４

ｒ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｄ Ｏ Ｄ Ｏ Ｏ Ｄ Ｄ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

Ｚ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ
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2 穂香川右岸遺跡出土の黒暇石製剥片の原材産地分析

表V-15湧別川河口域の河床から採取した247個の黒曜石円礫の分類結果

原石群名 個数 百分率 備 考

赤石山群
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5個

1個

白滝産地赤石山群に一致

割れ面が梨肌の黒曜石

割れ面が梨肌でないもの

36％

49％

13%

2％

0.04%

表V-16常呂川（中ノ島～北見大橋）から採取した37個の黒曜石円礫の分類結果
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切

卯

、

ひ

戸

『

Ｕ

叩

く

Ｕ

Ｆ

、

Ｕ

戸

崎

Ｂ

Ｕ

ｎ

ノ

ョ HS2遺物群に似る

FR1,FR2遺物群に似る

割れ面梨肌

KSl遺物群所山群に似る

注：常呂川第1～2群は分析場所を変えて複数回測定して作る。

表V-17穂香川右岸遺跡出土黒曜石製剥片の元素比分析結果

到
〆I 比分析

番号
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Ca/K Si/Kri/K Mn/Zr Fe/ZI RI)/ZI ､1-／71
LノL／幽且 Y/ZI Nb/Zr U/K
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0.259950290.()77

(). 826 0.442 0.028 0.390()． 189 0.082

1 .067 0. 3800.383 0. 326 0. 0280.028
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IG-1 (). 780 0. 208 0.072 4. 113 0. 969 1. 260 0. 317().310 0.017 0. 031
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1
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3
1
1
5
4
5
1
盛
土
l
置
戸
山
(
3
5
%
)
,
北
進
H
S
2
遺
物
群
(
1
7
%
)
,
常
呂
川
第
2
群
(
2
%
)

十
勝
三
股
と
青
森
県
産
原
石
と
の
区
別
:K
/S
i，

Fe
/Z
r，

Sr
/Z
'･
、

Y/
Zr
、

Sr
/R
b，

Y/
Rb
、

Ti
/F
e，

Si
/F
cの
元
素
比
に
よ
る
十
勝
三
股
、
雁
森
山
、
大
釈
迦
、
戸
|:
!V
第
1群
の
み
で
ホ
テ
リ
ン
グ
の
T2
乗
検
定

を
行
う
。
こ
の
検
定
で
分
析
で
さ
れ
た
遺
物
は
青
森
県
産
原
石
で
無
い
こ
と
は
明
確
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
表
lの
他
の
原
石
群
に
つ
い
て
検
定
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
に
、

こ
の
元
素
比
の
検
定
で
は
遺
物
原
材

は
十
勝
三
股
に
一
致
し
た
こ
と
は
、
参
考
結
果
に
な
る
が
、
こ
の
原
石
群
以
外
の
原
石
群
に
一
致
す
る
可
能
|生
は
否
定
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
判
定
結
果
は
表
lの
原
石
群
全
て
と
比
較
し
た
中
で
、
除
外
さ
れ
た

青
森
県
産
原
石
と
信
頼
限
界
0.
1
%
未
満
を
除
い
て
高
確
率
で
|
司
定
さ
れ
た
原
石
群
に
判
定
し
た
。

注
意
：
近
年
産
地
分
析
を
行
う
所
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
判
定
根
拠
が
暖
昧
に
も
関
わ
ら
ず
結
果
の
み
を
報
告
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
本
報
告
で
は
日
本
に
お
け
る
各
遺
跡
の
産
地
分
析
の
判
定
基
準
を
一

定
に
し
て
、
産
地
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
判
定
基
準
の
異
な
る
研
究
方
法
（
土
器
様
式
の
基
準
も
研
究
方
法
で
異
な
る
よ
う
に
）
に
も
関
わ
ら
ず
、
似
た
産
地
名
の
た
め
に
同
じ
結
果
の
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
全
く
関
係
(相
互
チ
ェ
ッ
ク
な
し
)あ
り
ま
せ
ん
。
本
研
究
結
果
に
連
続
さ
せ
る
に
は
本
研
究
法
で
再
分
析
が
必
要
で
す
。
木
報
告
の
分
析
結
果
を
考
古
学
資
料
と
す
る
場
合
に
は
常
に
同
じ
基
準
で
判
定
さ

れ
て
い
る
結
果
で
古
代
交
流
圏
な
ど
を
考
察
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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3穂香川右岸遺跡の盛土遺構から出土した炭化材

三野紀雄(北海道浅井学園大学）

穂香川右岸遺跡の縄文時代後期前葉に構築された盛土遺構から出土した炭化材について、 当時の植

生環境を知るために樹種の同定を行った。

試料

炭化木材の試料は、縄文時代後期前葉(約3800年前)の盛土遺構上に構築された何らかの木製構築物

が火災によって焼失し、その構築材の炭化した残津が埋積したものである。 この木製構造物は格子状

の形態を呈し、残存する部分の大きさは約2×3. 5mである。 この構造物の部材として数十点の炭化材

が検出されたが、そのうち構造が明瞭で他とは別部材として区別できる炭化材9点について樹種同定

を行った。

方法

試料は、調整の上、走査電子顕微鏡で木材組織を観察し樹種同定を行った。

結果と若干の考察

採取した炭化木材の樹種を同定したところ、 トネリコ属Fraxinussp. 、ニレ属Ulmussl). 、 クワ属

Morussp. 、 クルミ属Juglanssp.の樹木が見られた。 これらの樹木の出現頻度には差異は見られなか

った。なお、 この地域の現植生からトネリコ属の樹木はヤチダモ、ニレ属はハルニレ、 クワ属はヤマ

グワ、 クルミ属はオニグルミと考えられる。

木製構造物に用いた木材は、遺跡の西部に流れる穂香川流域の沖積低地あるいは段丘斜面から伐採

採取したものと思われる。 トネリコ属の樹木は河岸の低湿地から、ニレ属クワ属、クルミ属の樹木

は河岸の沖積地あるいは段丘斜面から得たものと思われる。

穂香川を挟んで対岸に所在する穂香竪穴群遺跡については平成13年度から平成15年度にかけて発掘

調査が行われたが、その際本遺跡と同様に縄文時代中期末期(約4000年前)の盛土遺構3基が検出さ

れ、その遺構からも同様に炭化材が出土している。それらの遺構では本遺跡でも見られたトネリコ

属、 クルミ属、ニレ属また本遺跡では見られなかったハンノキ属、ヤナギ属などの河岸の低湿地に

生育する樹木に加え、 さらに丘陵上の比較的乾燥地に生育す．ナラ属コナラ亜属コナラ節、 カバノキ

属シナノキ属などの樹木が用いられている。穂香竪穴群遣跡の3基の礁十漬構の構築物の樹木構成

に若干違いがあり、第2表に示すように①丘陵地あるいは段丘斜面に生育するコナラ節の樹木を主体

とするもの、②丘陵地に生育するコナラ節、 シナノキ属カバノキ属の樹木のほかに、沖積地に生育

するトネリコ属クルミ属ニレ属ハンノキ属ヤナギ属などの樹木を交えるもの、 さらに③沖積

地に生育するトネリコ属とカエデ属の樹木から成るものの三つのパターンが見られる。本遺跡の盛土

遺構での樹木構成は穂香竪穴群遺跡で見られたいずれのパターンにも当てはまりにくいが、強いて当

てはめるとすると③のパターンに当てはめることができる。

穂香川右岸遺跡と穂香竪穴群遺跡の盛土遺構の構築時期に若干の違いがあるが、 これは盛土遺構の

構築時期の違いというよりは、構築材料である樹木の伐採場所によるものと思われる。本遺跡の盛土

遺構に用いられた樹木は主に穂香川の河畔から、穂香竪穴群の礁十漬構では河岸段丘上と段丘斜面、

122



V 自然科学的分析等

さらに河畔から伐採・採取し使用したものと思われる
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表V－19穂香川右岸遺跡盛土遺構JM-2出土炭化材の樹種同定
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表V-20盛土遺構に見られる木製構造物の樹種構成

’遺構名 樹種構成

穂香川右岸遺跡(平成16年度発掘調査）

幣十遺構IM-2

(縄文時代後期前葉）
トネリコ属(22. 2％)、ニレ属(22. 2％)、クルミ属(22. 2％)、クワ属
(22.2％)､不明(11 . 1%)

穂香竪穴群(平成14年度発掘調査）

礁十潰構JM-3

(縄文時代中期後葉）
コナラ節(100%)

コナラ節(33.3％)、トネリコ属(30. 6％)、シナノキ属(1 1 . 1%)､ハンノキ

属(5.6％)、ヤナギ属･クルミ属･ニレ属･カバノキ属(それぞれが2.8％)、
不明(8. 3％）

盛土遺構JM-5

(縄文時代中期後葉）

盛土遺構.IM-6 (縄文時代

中期後葉）
カエデ属(30.0%)、 トネリコ属(2().0%)、不明(50.0%)

表V-21 竪穴住居建築材の樹種構成

遺構名 樹種構成

穂香竪穴群(平成11年度発掘調査）

竪穴住居川-1

（縄文文化中期末

～後期初頭）

ハンノキ属(23. 6％)、クルミ属(15. 3%)､ヤナギ属(11. 1%)、コナラ節

(4.2％)、トネリコ属(,1. 2%)、カバノキ属(2.8％)､不明(38. 9％）

竪穴住居,III-2

（縄文文化中期末

～後期初頭）

コナラ節(18. 6%)、トネリコ属(18. 6%)､ハンノキ属(13. 7%)､ヤナギ属

(9.8％)、ニレ属(3. 9％)、クルミ属(3.0%)､不明(30.4%)

竪穴住居III-10

（縄文文化中期末

～後期初頭）

クルミ属(54. 5％)、コナラ属(9. 1%)、ニレ属(9. 1%)､不明(27.3%)

穂香竪穴群(平成12年度発掘調査）

竪穴住居川-10

（擦文縄文後期後半）

コナラ節(30. 5％)､ハンノキ属(22.3％)､ヤナギ属(8. 5％)、クワ属

(1.7%)､モミ属(6. 8%)､針葉樹(3.4)､不明(18. 6%)
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炭化木材の組織

板目木口クワ届Morussp． ？ （試料N0. 1)

板目木口ニレ属UImussp. (試料N0.3)

板目木口トネリコ届Fraxinussp. (試料N0.6)

板目クルミ属Juglanssp． ？ （試料N0.2) 木口

図V－4 炭化木材の組織
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4盛土中の赤色顔料の鑑定

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

縄文時代後期の盛土中から検出された赤色顔料の材質鑑定を目的とし、 自然科学分析調査を実施す

る。縄文時代に検出される代表的な赤色顔料は、ベンガラ(赤鉄鉱;hemalite[a-Fe203])と、水銀朱

(辰砂; cinnabar[HgS])の2種である。その自然科分析調査法としては、蛍光X線分析法を利用し、検

出される鉄(Fe)や水銀(Hg)あるいは硫黄(S)を指標として両者を識別する手法と、 X線回折法を利用

して得られる結晶構造の特徴から、赤鉄鉱や辰砂を同定する手法がある。ただし、蛍光X線分析法で

は土壌に混在する赤色顔料を測定した場合、土壌中に含まれる鉄分も検出され、ベンガラか否かの判

断が難しいこと、 また検出された元素から顔料鉱物を推定する間接的な定性法であるため、仮に鉄が

検出されたとしても、広義の「ベンガラ」 と位置付けられるのみであることなど得られる情報に制限

がある。 このような理由から、今回はX線回折法を選択し、赤色顔料の材質鑑定を行い、 当時の顔料

利用に関わる基礎資料とする。

1．試料

調査対象とした試料は、 JM-2ベンガラサンプル1,2,3の3試料である。いずれも土壌中に赤色顔

料が点在する状況にあることから、R37下Ⅲ層の土壌を比較対照として供し、顔料鉱物の鑑定を行う。

ただし、 、IM-2ベンガラサンプル1, 2, 3の3試料については、土壌中の赤色顔料を可能な限り抽出し、

分析試料とする。

2．分析方法

抽出した赤色顔料および比較対照土壌は105℃で乾燥し、 メノウ乳鉢で微粉砕した後、 アセトンを

用いて無反射試料板に塗布し、測定試料とする。作成したX線回折測定試料について以下の条件で測

定を実施する。

検出された物質の同定解析は、 MaterialsDala, Inc. のX線回折パターン処理プログラムJADEを用

い、該当する化合物または鉱物を検索する。

装置：理学電気製Mul l iFlex DivergencySl i l : 1｡

Target : Cu(K(M) Scal teringSl it : 1｡

Monochrometel･ : Gral)hi le湾曲 RecievingSl i l : 0.3mm

Voliage : 40KV ScanningSpeed : 2｡ /min

Current : 40Ma ScanningMode :連続法

Detector : SC Saml)l ingRange : 0. 02．

CalculationMode : cDs ScanningRange : 2～45．

3．結果

赤色顔料のX線回折図を、図lに示す。 JM-2ベンガラサンプル1, 2, 3の赤色顔料には赤鉄鉱

(hematite)のほか、石英(quartz)、クリストバライト(cristobalite)、灰長石(anorthite)、普通輝石

(allgite)が含まれることが確認される。 これら赤色顔料から赤鉄鉱が検出されたことは、赤色顔料が

ベンガラであることを示唆する。なお、同時に検出された石英、 クリストバライト、灰長石、普通輝

石は、比較対照とするR37下Ⅲ層の土壌にも見られる鉱物であることから、盛土土壌に由来する鉱物

と考えられ、本来赤色顔料に含まれる鉱物ではないと推察される。
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4盛土中の赤色顔料の鑑定

4．考察

縄文時代に検出される赤色顔料の分析は、 これまで全国各地で行われており、概ねベンガラである

ことが多い。今回の分析調査で検証した盛土中に点在する赤色顔料は、 いずれもベンガラである。ベ

ンガラには天然の赤鉄鉱を利用する場合のほか、含水水酸化鉄を焼成して得られる赤鉄鉱を利用する

場合がある。また、赤鉄鉱にはパイプ状構造をなすものと、非パイプ状構造のものとがあり、前者に

ついては沼沢地などにおいて鉄バクテリアが生成する含水水酸化鉄(いわゆる高師小僧)が出発物質で

あることが判明しており、比較的身近で採取可能であったと考えられる。

このような背景から、ベンガラ材料の産地は無数に存在することとなり、産地を言及することは難

しいが、一遺跡において同一時期に使用されるベンガラはパイプ状もしくは非パイプ状のどちらかが

支配的な傾向にあることから(成瀬, 1998)、少なくともパイプ状構造の有無を電子顕微鏡など利用し

て観察することにより、無数に存在する産地をある程度絞り込むことは可能と思われる。

なお、北海道内には、留辺蘂町イトムカ鉱山や紋別町竜昇殿鉱山等、主に北海道中央部の東部に辰

砂を産出する水銀鉱床が分布しているが、本遺跡とは距離が隔たっている。本遣跡でベンガラ多用さ

れている背景には、 このような入手環境も影響していることが推定される。

引用文献成瀬正和, 1998,縄文時代の赤色顔料I .考古学ジャーナル,438, 10-14.

、

、

ン プル

一
戸

一

1
、

〆
~~

－、

図V－6 ベンガラサンフ°ル採取付置図
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5穂香川右岸遺跡のテフラ

(肋北海道埋蔵文化財センター 花岡正光

本遺跡では摩周カルデラ起源のテフラ(Ma-f～Ma-j)より上位に，少なくとも二種類の白色の降下テ

フラが認められた．本遺跡の対岸に位置する穂香竪穴群では，樽前山起源のTa-a(A､D.1739),Ta-

c(2000-3000年前),および駒ヶ岳起源のKo-c2(A.D.16") (徳井, 1990.古川ほか, 1997)に対比され

る白色の降下テフラが認められ(北海道埋蔵文化財センター， 20“) ，本遺跡のテフラもこれらのいず

れかに対比されると推定された．本遺跡の白色のテフラは，鏡下観察と火山ガラスの化学組成から，

採取した試料に限ってはTa-aとTa-cに対比された．

1． 試料

試料は，遺構JP-18の地層断面から二種類を採取した(図V-7.試料名JP-18-la, JP-18-3). 上位の

テフラは斑状に産出し，最大層厚2CⅢである． 下位のテフラは遺構の覆土中にレンズ状に産出し，最

大層厚10cmである． また，発掘区J38で，作土層を取り除いた後に斑状に産出するテフラを一試料採取

した(試料名J38) . これらのテフラは乾燥すると白色を呈する．採取試料は偏光顕微鏡観察とEPMA分

析に供した．

2． 結果

鏡下観察では， どの試料も火山ガラスと斜長石を多く含み，僅量の斜方輝石，単斜輝石，不透明鉱

物を含んでいる．火山ガラスの形態は､ スポンジ様発泡の軽石型がほとんどを占め，繊維状に発泡し

た軽石型も認められる．

火山ガラスの化学組成を明らかにするために, EPMA分析を行なった．分析は株式会社パレオ・ラボ

に依頼した．測定は, IIITACIII S2150とIIORIBAEMAX5770を使用し，加速電圧15kV,試料電流0.3nA, E

ーム照射範囲4“四方，測定時間200秒(ライブタイム) , ZAF補正法で行なわれた．結果を表V 22に

示す． 表V-22の100%規格化値から作成した化学組成値分布を図V－8に示す．三試料とも， 各元素

の平均値Tio2-k2()の分布位置はよく似ている．

3． テフラの対比

表V－2に穗香竪穴群における白色のテフラの化学組成を示す． この表において, Ta-aとTa-cは

K()-c2よりも, K20量が多く2%を超え, TiO星は少なく0.4%未満である．本遺跡で今回採取した三試料

は, Ta-aとTa-cの化学組成に調和的である． したがって，テフラの産出層準から、 JP-18の上位のテフ

ラとJ38のテフラはTa-a, J1)-18の下位のテフラはTa-cに対比される．

穂香竪穴群と本遺跡の白色のテフラ分析の結果，穂香地域では，作土層直下に産出するテフラはTa

aとKO-c2の両者またはいずれか一方，縄文時代の遺構覆土中に比較的厚く産出するテフラはTa-()であ

ることが予想される．

リツ0
▲－ぜ
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V 自然科学的分析等
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5 穂香川右岸遺跡のテフラ
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図V－8 火山ガラスの化学組成値分布

引用文献

川竜太・吉本充宏・山縣耕太郎．古川竜太・吉本充宏・山縣耕太郎・和田恵治・宇井忠英(1997) :北海道駒ケ岳は1691年に噴火したか？

北海道における17～18世紀の噴火年代の再検討一． 火山, 42, 269-279.

北海道埋蔵文化財センター（20“） ： 「根室市穂香竪穴群(3)｣ . 134p.

徳井由美(1990) :八千代A遺跡におけるテフラ層の分析． 北海道帯広市教育委員会「帯広・八千代A遺

跡本文編」 , 100p, 65-72.

I？り
1J白



VI 成果と問題点

第Ⅵ章成果J字間頴点
陶磁器について

本遺跡から出土した陶磁器は11,364点で、時期は近世末期が主体と考えられる。器種構成は碗類

16%、皿類9%、鉢類1%、土瓶・急須3%、徳利57%(内磁器徳利9%、妬器徳利48%)、かめ5%、

コンブ．ラ瓶3％、その他6％である。妬器徳利いわゆる焼酎徳利が半数を占める。なお陶磁器の個体

数は、徳利については底部数から、それ以外については文様、釉などによる個体識別から把握してい

る。道内で同時期の遺跡と考えられる函館市五稜郭跡、上磯町戸切地陣屋跡、 白老町仙台藩元陣屋跡

では、上記器種のほか､~灯明皿、規炉、火入、水滴など多様な器種がみられ、逆に焼酎徳利は少ない。

また苫小牧市弁天貝塚や斜里町オンネベツ川西側台地遺跡では焼酎徳利が顕著にみられる。前者は幕

藩の機関であり、後者は場所請負制度の魚塲(番屋)の遺跡と想定されている。

幕末の根室場所請負人藤野家の文書によると穂香には天保年間には番屋が存在し、 「蝦夷家」につ

いても｢十二件四十七人」 と記載されている。本遺跡の近世遺物はこの穂香番屋に関連する可能性が高い。

またコンプラ瓶については道内では函館上磯伊達苫小牧、別海、余市など海岸部で近世末～

明治期の遺物とともに確認されている。産地の長lll奇県を除き、他の都府県での出土は非常に少なく、

なぜ北海道に輸出用醤油瓶、酒瓶が流通したのか今後の課題となる。

盛士遺構について

本遣跡では縄文時代後期前葉の盛土遺構が4か所検出された。盛土は6～10mの範囲に最厚部で30cm

程、土が盛られるもので、現地表面から約50cm以上掘り込まなければ出てこない黄褐色土層の土が主

体的に盛土される。盛土下部や直下からは被熱した土器(JM-l･3 :北筒Ⅱ式トコロ5類、 JM-2 :北筒Ⅱ

式)、石槍、 スクレイパー、砥石、たたき石、 フレイク、礫片などが出土する。 ｡IM-1 ･ 2では環状の盛

土、盛土下中央部の焼土、それを取り囲むような小柱穴群がそれぞれ確認され、 JM-2では盛土直下に

ベンガラ散布がみられた。

北筒式土器期の盛土は標茶町茅沼遺跡第2地点、 同町開運町遺跡釧路市大楽毛l遣跡、根室市穂香

竪穴群などで確認されている。 これらの遺跡の盛土の特徴を列記すると、以下の通りである。

・周辺の住居跡、土坑を供給源とした黄褐色ローム土が主体的に盛土される(茅沼遺跡第2地点、大楽

毛l遺跡・穂香竪穴群)。

・盛土内、盛土直下に多数の焼土が伴う(茅沼遺跡第2地点、開運町遺跡・大楽毛l遺跡・穂香竪穴群)。

開運町遺跡では盛土直下の焼土が環状に検出される。

・小柱穴や炭化材がみられる(茅沼遺跡第2地点・開運町遺跡・大楽毛l遺跡・穂香竪穴群)。 このこと

から構築物の存在が想定されている。

・盛土直下にベンガラの散布がみられる(大楽毛l遺跡)。大楽毛l遺跡盛土Aではベンガラが3層確認

されている。

・盛土を取り囲むような住居跡、土坑の配置(茅沼遺跡第2地点・開運町遺跡・大楽毛l遺跡)。

・盛土内、住居跡や盛土間での遺物の接合(穂香竪穴群)。

・環状の盛土(穂香竪穴群） ・他の竪穴住居跡土坑を埋める盛土(穂香竪穴群)。

本遺跡では、遺構を埋める盛土例以外は上記の例に当てはまる。遺構の性格は不明であるが、焼土、

ベンガラ、構築物の存在、遺物の集中などから単純な捨て場とは考えにくい。 （愛塲）

追記：穗香竪穴群(2)報告書でJM-l出土の「動物骨」と記載していたものは、保存処理後、 トド(オス)右肩甲骨と

判明した。

ｵ‘〕0

1t〕0



穂香川右岸

表1 出土遺物一覧

土 器

点数

包含層
545

296

11364

12205

竺
雨丁

4

24

6

1

12

0

7

15

667

7

52

2

27

1

10

0

2

2

2294

2

2

3

22

9

95

3271

鉄製品等

点数

遺構 包含層

O 1

0 2

0 6

0 2

0 2

0 3

0 11

0 345

0 28

0 10

0 1

0 20

0 14

0 1

0 1

0 6

0 3

0 30

0 3

0 1

0 34

O 1

0 268

0 1

0 67

0 1

0 1

O "4

0 1

0

0 33

0

0 1

0 1

0 905

5234 16381

分類 計 分類
三」

同’
聯

８

８

３

ｌ

勧
仙
０
０
Ⅷ
器
２
７
９
５
０
５
４
地
２
２
２
８
蝿
０
６
６
０
２
師
０
０
０
０
０
０
０
剛

１

１

１

１

１

２

１

４

ネジ

ヤス

煙管

煙管（吸口）

火打ち金

蓋（銅） ？

鈎鈷の先

角釘

丸釘

釘

銅釘

鎌

金具

金属製品？

指貫（銅）

小刀

飾り金具

古銭

釣針

蹄鉄

鉄さい

鉄釜

鉄製品

鉄鍔
鉄鍋

鉄砲玉（鉛？）

刀装具？

銅製品

銅製品（釦）

炉鈎？

鎚

鑿

鉛玉

鉛製品？

計

合計

Ⅳ群土器

Ⅵ群土器

Ⅷ群（|陶磁器）

計

石

石雛

石槍

両面調整石器

つまみ付きナイフ

スクレイパー

Uフレイク

Rフレイク

石核

フレイク

原石

軽石

石斧

石鋸

砥石

石錘

たたき石

すり石

台石

加工痕のある礫

礫

土玉

石製品

硯

骨角器

ガラス玉

１

３

６

欣

旧

弱

明

旧

池

１

１

１
２
６
２
２
３
Ⅱ
獅
乍
肥
川
－
１
｜
加
Ｍ
１
ｌ
１
６
ｌ
３
洲
－
３
｜
ｌ
別
－
１
邪
ｌ
師
一
ｌ
ｌ
ｌ
４
１
ｌ
ｌ
認
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
蠅
恥

０

３

７

６

仙

踊

５

”

Ⅲ

旭

川

洲

９

別

３

川

別

ｌ

Ⅲ

６

２

４

７

２

２

１

３

塊

９

妬

州

１

２

４

７

ガラス製品

骨

計
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一覧表

表2 遺構一覧

短軸(m)

上場下塲

2． 51 1 ． 96

(3. 17) (2. 52)

1 0．85

1． 04 （).85

2．46 1 ． 97

2． 1 1 1 ． 48

2． 37 2． 21

2．2月 1 ． 59

3． 9 2． 76

2． 68 2. ()4

(1. 71) (1. 17)

3． 6 3． 12

2． 51 1 ． 97

3 2， 64

1． 66 1． 17

3． 15 2． 53

0． 58 0． 6

0． 56 0． 47

3． 72 3．07

3． 7‘1 2． 94

平面形 長軸
上場

円形 2． 6

円形 3．75

円形 l ~ 07

楕円形 I . ()7

楕円形 4． 11

楕円形 4． 11

楕円形 4． 93

楕円形 2． 75

楕円形 5． 36

楕円形 』1． 07

楕円形 3． 51

楕円形 4． 69

楕円形 3． 36

楕円形 4． 34

楕円形 1 ． 99

楕円形 3‘ 58

楕円形 0． 94

楕円形 0． 9

楕円形 5． 29

楕円形 5． 18

平面形
岬
一
噸
一
噸
一
池
一
蠅
一
咄
一
抑
一
郡

深さ
/ 、

（nlノ
考術層位位置遺構 時期

炉l

柱穴？7

岬
一
Ｍ
一
Ｗ

幟
一
Ｍ
｜
咄
一
恥
一
ｍ
一
岬
一
岬
一
叩
一
順
一
恥
一
岬
一
岬
一
吋

咄
一
邨
一
岬
一
岬

繩文時代後期

縄文時代後期

縄文時代後期

縄文時代後期

縄文時代後期

縄文時代後期

縄文時代後期

縄文時代後期

縄文時代後期

縄文時代後期

縄文時代後期

縄文時代後期

縄文時代後期

縄文時代後期

縄文時代後期

縄文時代後期

縄文時代後期

縄文時代後期

縄文時代後期

縄文時代後期

９

】

戸

、

小

０

‐

１

リ

】

【

ｒ

’

４

心

ｄ

ｍ

ｊ

ｎ

ｊ

川

ｊ

ｎ

ｎ

Ｋ

Ⅱ

Ⅱ

Ｍ

Ｍ

Ｏ

Ｏ

ｊ

ｊ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ー

４

０

３

８

２

５

３

０

１

６

２

４

３

３

３

３

３

３

３

４

４

３

４

Ｋ

Ⅱ

Ⅱ

Ｐ

Ｋ

Ｊ

Ｍ

Ｍ

９

９

０

Ｎ

ｊ

ｊ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

／

ノ

ノ

ノ

２

５

１

２

８

３

６

４

５

０

８

８

６

２

７

１

４

３

３

３

３

３

３

３

３

１

１

１

１

１

３

１

４

ｆ

１

ｔ

０

ｑ

Ｊ

』

Ｏ

ハ

し

ｐ

＆

』

ｌ

ｒ

Ｌ

ｒ

Ｌ

ハ

Ｕ

ｐ

ｕ

Ｄ

ｌ

ｎ

Ｋ

Ｄ

１

Ｄ

ｌ

町

Ｎ

Ｎ

Ｎ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

／

ノ

／

ノ

ノ

ノ

／

ノ

／

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

／

ノ

ー

４

１

１

０

３

７

２

戸

３

⑰

凸

４

９

７

７

戸

、

１

５

戸

３

６

’

１

’

４

、

ひ

唖

』

、

⑰

、

』

、

ひ

の

ひ

の

ひ

の

、

恥

０

ｎ

か

の

０

の

０

、

⑪

ｎ

Ｊ

０

４

ｎ

Ｊ

ｎ

Ｊ

ｎ

Ｊ

‐

ｌ

Ｔ

Ｊ

ｎ

ｕ

八

Ｕ

ハ

Ｕ

ハ

ｂ

ハ

Ｕ

ｒ

Ｊ

‐

Ｉ

Ｌ

Ｕ

Ｌ

八

Ｍ

Ｄ

ｌ

Ｄ

１

ｎ

Ｋ

ｐ

ａ

Ｄ

囚

Ｄ

ｌ

Ｄ

ｌ

吋

丸

Ⅵ

皿

Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ

Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ

Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ

Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ

Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ

１

２

１

２

３

４

｜

副

６

７

８

９

八

Ｕ

１

２

３

４

５

ハ

０

７

８

１

１

１

１

１

１

１

１

１

~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~

川

川

仰

叩

叩

卯

叩

叩

卯

卯

Ⅳ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

１

－

１

１

１

１

－

－

－

朏
一
小

付属ピット1姉
一
Ｗ
｜
州
一
州
一
刈
一
雌
一
皿
一
小
一
脈
一
岬
一
咄
一
州

礫集中

／ ／
ｎ
Ｊ

Ｍ

皿

ノ
ノ

ｎ
ｊ

ｎ
Ｊ

１ノ
ノ

リ

】

呵
り

Ⅵ

“

ノ
ノｌ

３

ｎ
ｊ
ｎ
ｊ

Ｍ

Ｎ

Ｊ
ノ
ノ
ノ

則

叩

り

】

、
６
恥
ｊ

Ｌ

Ｎ

ノ

ノ

ノ

ノ

２

‐

３

３

Ｌ

Ｎ
縄文時代後期 下整形JM－l 焼土l、小柱穴19lIIl 10. 53 7． 29 (). 33

／
／Ｆ

３
ｎ
Ｏ

Ｄ
皿

ノ
ノ

庁
Ｉ

の
ｊ

ハ
ｕ

ノ
／

和
Ｕ

ｎ
ｊ

ハ
リ

ノ
ノ

声
句
ｕ
ｎ
ｈ
Ｕ

の
べ
Ｕ
叩
も
ｕ

ｎ
Ｍ
ｃ
、
Ｊ

●
／
ノ
Ｊ
ノ
ノ
ノ

抑

、

Ｕ

毎

１

０

ｍ

く

り

叩

く

叩

ｍ

Ｍ

ｌ

ｎ

爪

／

ノ

ノ

／

ノ

ノ

戸

、

ハ

０

，

』

ぬ

ｊ

Ｄ

Ｌ

ｍ

Ｋ
／縄文時代後期 不整形JM－2 焼土2，小柱穴79、ベンガラⅢ 9． 84 8．32 0． 28

／

JM-3 縄文時代後期| 039/1'38/P39/Q38/Q39/Q40 1m 不明 | (8. 24) =| (824) |一壱 ((116)

／
９３Ｉ１ｌ８３Ｉｉｊ７３１／９３Ｌｊ８

９
３
３

Ｌ
Ｎ

ノ
ノ

７
８

３
３

Ｌ
、
．

縄文時代後期､11－4 不明 小柱穴13Ⅲ (8.78） (6. 52） (0． 1()）

二
三
三
三
一

縄文時代後期N34

縄文時代後期．133

縄文時代後期039

縄文時代後期I)40

縄文時代後期M42

縄文時代後期L l2

縄文時代後期L39

縄文時代後期N39

縄文時代後期K31

旧

旧

隅
一
冊

幅
一
Ｈ

胴
一
隅
一
隅

Ⅲ

Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ

Ⅲ

幟
一
幟

Ｍ
一
岬
一
咽

脈
｜
岬
一
Ⅷ
｜
岬

艸

岬
一
吋
一
吋

岬
一
恥

州
一
岬
一
岬

岬
一
皿
一
ｍ
一
岬
一
岬
一
岬
一
州

皿
一
小

一
一
一
竺
竺
一
一

炭化材

~

表3 遺構別出土遺物一覧

分甑名 IIHIIh!川-』
1V 188

石鍬

石補 2

両面凋轄石器

つまみ付きナイフ

スクレイバー

而核

11フレィク

Rフレイク

石斧

石鋸

砥石
すりイi

たたき石

加T痕のある礫

フレイク 7 5 ：116

礫 71 1 2

1鼠ｲ1

軽石

合計 912 丹 1121

計

州
２
７
９

３
｜
副
４

０

５
２
８
３
｜
印
６
３
３
９
２
２
６

２

２

７

源

合

川

１

！

１

１

幽
脇

５

９

４

Ｊ６

３

郡

２

【
ｒ

Ｊ－
り

６

６

８

洲

２

Ｊ

り
ゅ
⑪
と
心
色

Ｊ劫

〃

軍

船
卜
０

Ｊ

鮎

Ｕ

１

Ｉ

ｎ

ム

リ

山

一
１
↓
⑫
苫

Ｍ
刑
仙
い
Ｉ

ｊ

Ｉ

７

１

羽

Ｍｊ

Ｑ

ｕ

抑

Ｕ

ｎ

Ｕ

１

ｌ

－
ｍ
Ｍ
？
Ｉ
罠
叩
叩
邑

叩
咽
叫
⑪
Ｆ
と

ｊ

叩
邑
血
ｈ
》
伐
り

一

恥

、

叩

Ｍ
ｕ
川
小
冊
１

Ｊリ

ゴ

「

２

３

３

１

１

Ｊ叩

ノ

】
－

１

１

１

１

Ｊ

２

９

リ

】

０

７

６

１

１

１

．

１

６

２

９

リ

】

０

－

０

リ

岸

Ⅱ

６

川

５

型

Ｉ

５

－
列

－

１

８

８

Ⅱ

ｆ

ｊ

ｌ

＄

３

１

１

１

１

１

０

９

１

＃

一

侭

叩

，

１

屯

岫

凸

Ｅ

ｊ

ｌ

２

１

７

Ｊ１

８

１

３

｝

砂

１

１

割

Ⅲ

胴

Ｌ

７

３

３

６

Ｊ

ト

３

１

１

粥

祁

Ｉ

Ⅲ

１

６
２

－

１

ＪＬ

ソ

】

』

２

＄

Ｉ

Ｏ

Ｐｊ

－

１

１

７

Ｎ

ｊ

脚

恥

別

３

１

洲

５

卯

９

喝

０

５

８

８Ｊ

７

１

６

７

Ｊ■

ｊ

卸
ｎ
ｗ
ｊ
Ｊ
【
ｊ
Ｉ
Ｉ
ｌ

ｊ

叫

咄

、

唖

リ

】

リ

】

Ｄ

ｌ

ｊ

２

＃
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穂香川右岸

表4遺構出土掲載復元土器一覧

遺構，グ

リット
法量((JI')

器商 ｜ 口径｜厩径
口縁部

形態
図番号 遺物番号 層位 点数 部位 胎土 施文 内面 縄文 分類 伽考

８
４
６
ｎ
ｊ
９
痔
ｉ
ｌ

ｎ
４
”
’
０
４
－
９
号
９
ｎ
０
ｏ
Ｏ

２
３
１
０
１
１
’
４
５

リ
】
二
３
Ｆ
か
り
】
い
。
抑
０
房
ｊ

Ｕ
⑪
６
１
戸
３
戸
〃
抑
Ｕ
［
ｊ

ｌ

３

１

４

’

１

０

１

３

Ｏ
Ｏ
Ｏ
《
制
戸
馴
リ
罫
０
Ｊ
？
］

４
４
０
㎡
０
４
二
３
㈹
０
小
０
４
１

２
３
０
４
１
４
側
Ｆ
３
６
－
Ｄ

』

へ

Ｕ

Ｌ
Ｇ
凸
■
■
■
■
卯
ｎ
Ｕ

門
Ｊ
１
、
ノ
】
旬
Ｊ
ｌ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
。
Ⅱ
Ⅱ
’
川
１
９
１
１

川
弧
、
凡
Ｕ
ｌ
‐
Ⅱ
一
‐
、
切
血
ｈ
Ｕ
侭
Ｕ
６
Ｉ
Ｅ

ｎ
〆
】
叩
く
叩
０
岨
昌
０
心
泗
‐
４
Ⅱ
一
心
叩
侭
Ｕ

、

ｊ

グ

ー

Ⅱ

Ｊ

‐

、

ｆ

、

ぐ

り

、

Ｉ

Ｊ

ｈ

ｌ

〃

ａ

４

Ｌ

Ｉ

ｒ

１

■

，

ｊ

■

、

■

Ｒ

ぴ

Ｉ

１

Ｊ

Ｉ

ｌ

０
Ⅲ
ハ
Ｕ
０
１
Ｆ
３
抑
Ｕ
旬
ｊ
一
刊

１
１
１
１
１
１
－
‐
〃
ゆ
り

り
白
ハ
Ｕ
ハ
リ
『
Ｉ
Ｐ
剛
伽
０
７
己

－
，
１
戸
３
－
‐
り
６
”
ｊ
戸
ａ

ｍ
ｊ
４
判
０
１
０
４
０
４
〔
副
ハ
０

縦位沈

線・刺

突文
刺突文

平縁・

貼り付

け4か

所

1M－1 l榊十」
口緑～底

部付近
|上筒Ⅱ
式

似l IV-28- ］ 50 砂釉(31 ． 7） 23.8 刷

池

噸

一

舶

畑

Ｉ
｜
Ⅲ
掴
一
Ｉ

１川〃１
１
，
毛
Ｊ

・

ｎ

０

リ
】Ｉ９

５３８０１
Ｊ

８
Ｇ

９２８

７
０

Ｍ

。

Ｒ

ｕ

局
ｊ

リ

】

⑪
ふ

卵
り

り

三

月

〕

Ｆ
り

り

】

恥
制 冊

四
状

ｌ
Ｒ

L31 Ⅲ 口縁～胴

部

礫
砂

小 北筒Ⅱ

式
図Ⅳ28 2 平縁1 1 12. 1） ｢ ')ツ I

L－－■ L

Ⅷ
｜
蝿
一
咄

Ⅲ

Ｉ

ｌ

Ｉ

）

表5遺構出土掲載拓本土器一覧

遺構‘グリッ｜

川-l

JII-1

．Ⅱ〕－9

遺物番号

1168

1237

1822

996

1829

1823

2354

2021

図番号

図Ⅳ 3－1

図Ⅳ－3－2

図Ⅳ－1 ，1－1

馳
逢
錘
帷
錘
噛
岨
翻
細
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
土
Ｉ
土
土

１

１

１

盛

盛

盛

点数

2

3

/1

2

2

7

10

類
式
式
式

分
燗
燗
燗

１

１

１

部位

lll1部

底部

胴部

睡
恋
一
錘
維

内面｜縄文’ 備考雌
一
幟
一
蝉
一
“

|上筒式 |旧部 小礫 縄文図Ⅳ－14-2 I1)-9

北筒式

北筒Ⅱ式

北筒Ⅱ式

粒
礫
礫

砂
小
小

底部

lll1部

底部

緯
露
悪

３

１

２

~~４５５

１

３

３

~
~
~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

図

図

図

哩
岨
一
帷
而
一
㈱
｜
哩
断
Ｆ
｜
峨
一
岨
隅

LR

JM-3と同一

個体
北筒Ⅲ式 Iこ'縁部 小礫 繩文図Ⅳ－38-1 RLR

北筒Ⅲ式| LI縁部｜小礫
北筒IⅡ式|口縁付近｜小礫

罐
恋

２

３
~~

８

８

３

３
~ⅣⅣ

図

図

RI･R |川-3と|司一個体
JM3と|価'一個体

1950
北筒Ⅲ式 口縁付近 小礫 縄文図Ⅳ－38-1 RLR

式
式

Ⅲ

Ⅲ

筒
筒

北
北

幟
一
催

維
一
罐

胴部

~底部
５

６
~Ｎ８

３

３
~~

Ⅳ
Ⅳ

図

図

燗
一
応 RLRRI.R 平縁

表6遺構出土掲載石器一覧

器種名

すり石

砥石

石槍

石槍

すり石

礫

砥石

砥石

たたき石

石核

たたき石

たたき石

石核

砥石

石槍

l'フレイク

砥石

礫

礫

礫

礫

遺幟･グリット

Ⅱ}－1

，111 1

川－2

．'''－2

．111－2

．11)－2

」l〕－6

JP－6

JP－9

、IP－l l

JP－l l

JP－l l

JP-12

．11〕 13

JI〕－1/l

JP－ル1

，11)－1/l

JP－l/l

JP－l:‘l

、IP－M

JP－l~ I

遺物番-号

1 177

1 190

,12

57

62

713

717． 851

18()5

1273

1278

1277

1178

1781

1729

1728

1980

158‘'1

1581

1727

1725

石材

凝灰岩

砂岩

黒曜石

黒唯石

凝灰岩

粗粒玄武岩

砂岩

砂岩

不明

メノウ

砂岩

砂岩

メノウ

砂岩

黒曜石

黒曜石

峰石

不明

凝灰岩

凝灰岩

凝灰岩

備考

炭化物付着

掲載番号

図IV-3-3

図Ⅳ-3-~1

図Ⅳ5-1

図Ⅳ-5-2

図Ⅳ-5-3

図Ⅳ-6-1

図Ⅳ-10-1

図Ⅳ10-2

1z|W-11-,｜

図Ⅳ-16-1

図Ⅳ-16-2

反IIV-16-3

図Ⅳ17-1

図Ⅳ-18-1

lxIⅣ－19－1

図Ⅳ-19-2

図Ⅳ-19-3

図Ⅳ-19 4

図Ⅳ19-5

図Ⅳ-19-6

図Ⅳ-19-7

層位

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土l

覆土｜

覆土

覆土

掘り上げ土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

長さX幅X厚さ (cm) 重さ(8)

5．7×3．4×2． 1 13． 8

14． 0×7. 9×1 ． ~ 1 16(）

(8.8） ×3.9×1 ． 1 33． 1

(3.3） ×2. ~l×0. 9 ‘1. 9

8． 7×5．4×1 ．7 100

1 1 ． 5×8.5×4.2 550

5．1×~1.8×1 ． 1 24．3

7． 6×3．1×1 ． 0 21 ． 7

8. ()×5． 3×3． 7 180

4．7×3． 1×1 ． 7 30．5

15.3×6.4×3. 6 530

1 1． 2×1 1 ． 2×6． 1 101 (）

9． 5×7.0×l. 2 360

6. 1×3．7×1．0 23． 7

6．0×2. 0×().7 7． 8

3．8×3．8×0．7 5

3．5×2． 5×2． 2 3． 6

4．3×2． 8×1.8 2'1. 9

~1. 8×3. 1×0．8 16

6． 2×3． 9×2．0 19. 2

6．9×3． 9×2．3 76． 5

炭化物付着

炭化物付着

炭化物付着

炭化物付着

j‘ｿ6



一覧表

石材

不明

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

不明

片麻岩？

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒暇石

緑色泥岩

砂岩

砂岩

凝灰質砂岩

凝灰質砂岩

凝灰岩

凝灰質砂岩

不明

凝灰質砂岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒'1罷石

黒曜石

黒曜石

黒硴石

黒曜石

黒曜石

黒暇石

凝灰岩

砂岩

砂岩

凝灰質砂岩

泥岩？

凝灰岩

不明

凝灰岩

凝灰岩

不明

黒曜石

メノウ

砂岩

凝灰質砂岩

砂岩

黒曜石

凝灰質砂岩

峠
一
癖

遺物番号 層位
2.137 覆土

99 覆土2

735 覆土

103 覆土2

109 覆土2

101 覆土2

96 覆土2

721 覆土

729 覆土

ll1 覆土l

l37 盛士1

588 感土1

138 覆土1

312 盛土l

6/19 盛土I

378 盛土1

1.l2 覆土1

137･ 237 覆土ほか

582 感土1

2()9ほか 覆土ほか

633 盛土1

324 盛土1

613 盛土1

653 盛土1

2026 盛土1

2102 盛土1

1708 庵土1

2079 席士1

1938ほか 盛土1

1654 盛土1

1707 盛土1

2585 盛土1

2535 盛土1

240-1 盛土1

1998 盛土1

2174 盛土I

2072 盛土I

2314 盛土1

2/135 盛土1

2001 盛土1

17()9 盛土1

2629 盛土I

2356 盛土1

1656 盛土1

2375 盛土I

2366 盛土1

1768 壗士1

1573 盛土1

1571 盛土1

1773 盛土1

1549 盛土1

1518 盛土1

1516 盛土1

長さX幅X厚さ (cll)

17. 2×6. 8×3． 1

3． 3×1 ． 9×0.8

6． 6×2. ()×0． 8

4．8×3. 0×1．2

，1． 1×2．8×1 ． 2

(l. 6) ×1 .4×0.5

3．5×3． 3×1.0

6． 3×3． 3×2．0

8． 5×5． 9×3．7

8． 6×3．0×1． 2

(3.6） ×3‘ 2×0.9

(3.2） ×2. 1×0. 5

3． 2×1 . 9×0． 7

1. 1×3. 1×1 .0

5．4×/1.1×0．8

6. '1×~1． 1×1． 1

2．0×1 . 0×0. ~ 1

10.0×9．8×0． 7

19． 5×7．6×0. 9

28.8×14.9×1． 9

8．2×/1.6×3. 1

6． 5×1. 2×2．2

6．2×,1. 9×1.0

8． 3×5．0×1. ()

3． 5×1 ．8×0． 6

7．4×2． 9×1 ． (）

11．3×3． 1×1． 2

13.2×3. 7×1． /l

(10. 9)X(1. 3)X1.6

7.5×(2. 9)×0,9

6． 7×2． 7×1．2

‘1.3×1． 1×0.7

4．0×2． 5×0． 9

3. ,1×3．0×0． 5

6． 1×5． 2×0． 8

4．7×2． 1×3． ．1

5． 2×2． :1×0.7

5． 9×3． 6×0． 6

3． 7×2．9×0． 5

15. 2×11.0×8. 5

7．0×う.7×1 ． 1

11 ． 1×4． 5×2. 1）

9． :1×8． 3×5．8

5．6×1． 6×3．5

8，7×5． 1×2．8

6．4×3．8×1 ． :1

3． 9×3．9×0． 4

2．0×2．0×2． 1

4． 0×2． 4×().5

M. 3×9．8×(). 7

5. 1×3．8×2． 5

8． 1×3． 1×1 ， 6

11．7×6．2×3．3

更さ(9)

380

4．5

7． 2

12．4

9．8

2． 6

9．3

戸－ 1

3i)． 1

280

22． 7

11

2． 5

3．7

11． 2

18. 9

48．7

3．6

92．8

150

790

110

65． 2

31.6

38．5

3．4

18

30． 8

56．7

51． 1

1 1． 5

11． 1

7．8

6．8

3． 9

22． 9

32． 5

8．7

12．9

7． 1

1620

32． 3

120

570

88. :1

89．2

39. ~I

4．6

7． 2

5． 2

120

76． 8

18. 9

280

遺構･グリット

JP－l5

JP－l8

JI)－18

1I)-18

JI)-18

JP－l8

・lP l8

jP－l8

JP-l8

JM－1

ハI－l

JM-l

，IM－l

IM－l

，IM－l

JM－l

JM－l

JM－l

、lM－l

,IM-1他

、IM－l

JM－l

川一l

JM－l

JM－2

JM－2

JM－2

．1M－2

、nl 2他

．'M－2

.IM-2

JM－2

.IM-2

JM－2

．1M－2

.1M-2

JM－2

JM－2

JM－2

JM－2

、1M－2

､1M-2

．1M－2

､IM-2

JM－2

JM－2

．1M-3

．IM－3

JM－3

JM-3

，lM－3

JM－1

JM－/I

器種名

たたき石

石鍼

つまみ付ナイフ

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

加工痕ある礫

たたき石

石槍

石槍

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

石斧

石鋸

石鋸

石鋸

砥石

すり石

すり石

礫

すり石

石鑛

石槍

石槍

石槍

石槍

石槍

つまみ付ナイフ

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

石核

石斧

砥石

砥石

砥石

加工痕ある礫

加工痕ある礫

たたき石

礫

礫

礫

スクレイパー

石核

砥石

石鋸

礫

スクレイパー

礫

ｌ

ｌ

２

３

４

５

６

７

８

３

１

ｌ

９

６

７

８

９

Ⅲ

Ⅱ

ｕ

旧

川

崎

川

Ⅳ

舟

訓

一

つ

イ

イ

舟

Ⅲ

Ⅲ

胆

脇

叫

胴

川

Ⅳ

胞

旧

別

別

型

羽

刈

羽

イ

名

判

川

Ⅱ

引

卑

］

詫
斗
器
器
器
器
謝
器
器
器
罪
斗
糾
斗
器
斗
釧
ル
ル
ル
ル
ル
ル
泌
冴
諦
諦
緬
舗
細
細
撮
野
汁
雅
締
汁
狩
雅
雅
雅
雅
汁
雅
誰
雅
誰
那
那
粥
狩
誰
刈
刈

瞬
即
即
剛
即
叩
即
即
即
郡
即
邸
即
郡
師
帥
即
恥
恥
邸
酔
叫
岼
酔
岼
郡
叩
即
即
即
即
酔
岼
酔
畔
叫
酔
酔
岬
岬
酔
叫
酔
渉
酔
岼
酔
師
即
邸
酔
酔
即
即

~

IM-.1と接合

炭化物付着

炭化物付着

炭化物付着

炭化物付着

炭化物付着

Iり亨
Itノィ



穂香川右岸

表7 包含層出土の掲載復元土器－實
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法量((川1）

需高｜ 口径底径
Ｉ立口

上
豊

縁
随

Ｉ
刑
１
４
Ｊ
が

図器}リ グリッ’ 辿物番号 屑位 1A(数 部位 |冶土 施文 内|、 未接合 備考繩又 分類

胴部～底
部

礫
砂

ｌ

~
縄文

撚糸
続縄文

初頭
図1V .12- 1 R37 i 163 ． 1 16．1 ． 1 166 Ⅱ 21 (25. ‘I） [9． 21 不明 刷毛目 LR横走 R37

口縁～胴

部
北筒Ⅲ

式
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Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

－

３

６

５

１

９

１

１

１

１

～

ｆ
~
ｔ
６
Ⅱ
６
孔
Ｂ
ｆ
Ⅱ
９

０

０

，

０

０

表8 包含層出土の掲載拓本土器一覧

、

も

り

６

蛆

“

【

‐

句

叩

侭

Ｕ

房

ｆ

Ｉ

ハ

ｘ

Ｕ

ｎ

ｕ

ｕ

ｉ

ｌ

ｌ

~
~
~
~
~

鍔
北
迦
弛
弛
弛
弛
弛
地

図

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

図

図

図

図

図

図

図

刻

鮴,グIﾙﾉﾄ 遺物番号

R37 1163

O32

I l33

Q39

K35

Q39

P38

1133

酎
一
Ⅱ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ

点数

1

1

2

工

類
鯉
轆
恥
辨
懇
懇
砺
耐

分

続

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｌ

ｊ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

部位

胴部

1 1"

l l"

胴部

｢1縁

胴部

胴部

庇部

粒

土
砂
粒
粒
粒
粒
粒
粒
粒

胎

礫

砂

砂

砂

砂

砂

砂

砂

小

施文

縄文・撚糸

縄文

細文

縄文

刺突｡縄文

縄文

縄文

葉脈痕

内面

刷毛目

縄文

LR横走

RI』R

1，R

附考

幅
一
幅

'1,突起

IIfIlヤ
ド ノ型

表9 包含層出土の掲載石器等一覧
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４

．

５
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０

７

ｏ

０

９

０

，

１

２

，

０

’

４

ｌ

９

６

７

Ｒ

Ｕ

９

ハ

リ

ー

リ

型

ｎ

５

４

４

５

６

７

ｎ

５

９

０

１

ｎ

４

ｎ

ｊ

諦
砕
峠
峠
峠
叶
叶
峠
峠
叶
幟
叶
畔
吋
叶
畔
汁
叶
叶
腓
叶
叶
叶
叶
叶
叶
叶
叶
叶
叶
叶
峠
峠
叶

１

１

４

０

１

１

・

１

１

Ａ

１

１

１

。

’

且

１

１

１

Ⅱ

几

１

Ⅱ

且

。

’

且

１

１

４

○

凸

の

ム

リ

ム

、

／

］

、

ム

リ

ム

ｎ

／

］

恥

ノ

ヨ

リ

ム

町

ム

、

、

⑩

知

内

〉

ｎ

屯

Ｕ

恥

、

Ｕ

掲
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図

器種名 遺構.グリット

石雛 N-32

石雛 （)-30

石鎌 1－33

石槍 ‘1－31

石槍 j-31

石槍 1-33

石槍 0－32

石棺 K=14

石棺 G-32

石槍 J-33

石槍 0－‘1(）

石槍 K-31

石槍 （)-32

石槍 K-31

石槍 （)-33

つまみ付ナイフ M-31

つまみ付ナイフ Q-35

つまみ付ナイフ ．1－32

スクレイパー 1,-37

スクレイパー M-39

スクレイパー M－41

スクレイパー F－31

石核 S－36

石核 J-~Ⅱ

石斧 0－~12

石斧 、1-33

砥石 I』-32

砥石 M-39

砥石 N-31

砥石 （)_31

砥石 11 38

砥石 、1-42

砥石 L-39

遺物番号 酎
一
Ｉ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ｉ
｜
Ⅲ
｜
Ｉ
｜
Ⅲ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ｉ
｜
Ⅲ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ｉ
｜
Ⅲ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ⅲ
｜
Ⅲ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
－

長さX幅X厚さ (cI) 重さ(9)

1 ． 6×0． 6×0. 2 0. 1

2． 5×1 . 1×0.2 0． 5

4．4×2． 2×().8 5．6

4． 8×2． 3×0．7 4． 9

6． 7×2． 6×0． 6 7．8

1． 2×2. 1×0． 9 6． 1

5． 3×2． 2×0．8 6． 1

9. 1×/1. 2×1. 1 36. 5

7．7×3．3×1.3 25. 3

1 1 . ,l×/1.5×1 . 2 43

8． 9×3．3×1 .3 24．7

9． 6×3．8×1.2 34.3

9． 9×3．7×1． 2 3,1.7

1 1 . 1×3.8×1.2 40.9

15.4×/1. 9×1. 5 90.5

6. 1×2． 2×2． 4 8.8

6． 8×2．7×1. 5 13. 』‘l

'1. 8×2. 0×0. 8 1. 9

1. 6×2． 5×0.8 6. 9

5. 1×3. 1×1 ， 1 1 1 ． 1

4． 3×3．9×0.9 12. 5

3． 6×3．5×1 ．4 12． /1

1．3×3． 1×2.2 27．8

4． 6×4.0×3． ~ I 65．7

7．8×3． 7×1. 5 58.5

1 1． 5×1 . ()×2． 1 13(）

5．8×5． 3×0． 5 22．6

7．4×6. ~l×0． 6 39．7

7． 2×；1．6×0． 5 24． 2

9． 3×7．5×0． 8 63． 7

15． 2×13．6×5.1 1090

7． 9×3. 1×0.8 25. 2

1．0×3． 9×2． ．1 5．7

石材

黒曜石

黒曜石

黒硴石

黒曜石

黒雌石

黒朧石

黒曜石

黒||羅石

黒曜石

黒曜石

黒||肥石

黒ll羅石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒|服石

黒曜石

黒暇石

黒曜石

黒曜石

黒lliE石

メノウ

泥岩

泥岩

砂岩

砂岩

凝灰質砂岩

砂岩

砂岩

凝灰質砂岩

峰石

備考

認
一
恥
一
州
一
州
一
卿

1267

962

銅
一
ｍ

局戸1

イト〕1

岬
一
恥

炭化物付着

763

、
’
１

I,ﾂ8



一覧表

重さ(8) 石材

80. 7 凝灰質砂岩

88.9 凝灰質砂岩

60． 6 凝灰岩

250 砂岩

1410 粗粒玄武岩

86(） 砂岩

490 不明

2040 粗粒玄武岩

備考層位 長さxIIRx厚さ (CH1)

1 11． 1×3. 9×1．7

Ⅲ 1 1 ． 6×5.5×1． ，1

1 9. 3×/1.0×1 ． 7

1 12．6×4.7×3． 5

m 11．0×1 1．3×6．3

1 10. 1×9.7×6. 2

1 10. 2×8.0×3.8

1 17. 9×11. 5×5．3

遺物番号遺梢･グリ,ｿ l

L－41

0－34

（)－32

P-42

1-33

G33

M－3~ 1

N-38

器種名

加工痕ある礫

加工痕ある礫

石錘

たたき石

たたき石

たたき石

たたき石

台石

掲載番号

図Ⅳ-45-3Ll

図Ⅳ-45-35

図Ⅳ-45-36

図Ⅳ-,15-37

図Ⅳ-45-38

図Ⅳ-45-39

図Ⅳ-45-40

図Ⅳ-/15-41

2169

赤色物質付着

712

表10包含層出土の掲載陶磁器一覧

|撰高器高・
残存高

高台径

底径
文様等口径 染付け

釉など
その他出土地点材質 器種名 細分類図番号

内面 見込

印

線文 あり、不明

雷文 不明

雷文 松竹梅

笛文 松竹梅

格子文 谷川文

線文 千鳥文

線文 蝶又

線文 不明

線文 あり、不明

露文 松竹梅

露文 不明

菱文 不明

′i：噺文 花文

線文 松竹梅

不明 松竹梅

線文 草花文

不明 寿

山水文

）は推定［ ]は現存部

3．5

（3.2）

（5.％）

（‘1. 2）

（《1． 3）

（1. 3）

（~1）

1． 0

外面

緑釉

線文ほか

椛文

飛鶴・雲文

花文

格子、草木

線文ほか

草木

草花文

草花文

草花文

草花文

草花又

草花文・点文

松竹梅

草花文

草花文

不明

なし

I

外面緑釉

染付け

染付け

染付け

染付け

染付け

染付け

染付け

染付け

上絵つけ

染付け

染付け

染付け

染付け

染付け

染付け

染付け

染付け

染付け

即
一
剛
岻
Ⅷ
｜
伽
一
即
一
Ⅷ
肥
一
川
一
剛
一
朏
一
山
一
恥
一
叩
一
郎
一
幟
一
Ｗ
｜
川
慨

他
一
伸
一
ｗ
｜
抑
一
似
一
Ｍ
｜
心

齢
畷
一
瞬
一
確
一
跨
一
畷
一
癖
殿
一
畷
一
癖
一
畷
一
癖
一
癖
一
琳
一
畷
一
瞬
一
殿
一
鑑
一
職

み

み

み

碗

碗

碗

癖

榊

卸

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

皿

の

の

の

茶

茶

茶

１

湯

湯

湯

飯

飯

飯

／

癖
一
癖
癖
一
癖
一
癖
一
癖
一
癖
一
癖
一
癖
一
癖
一
癖
一
癖
一
癖
癖
一
癖
一
癖
一
癖
癖
一
噸

１

２

３

４

５

６

７

８

９

川

Ⅱ

胆

附

側

胴

陥

Ⅳ

肥

脚

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

11 .G10 ・ ゞ1 1邨
一
岫
一
烈
卵
一
Ｍ
｜
叩

１

１

Ｊ

１

０

咽

五

ｑ

Ｕ

瓶

Ⅷ

〃

馬

⑩

１

１

ｎ

Ｍ

Ｕ

Ｐ
Ｉ
１
ｅ

ｌ

Ｏ

ｌ

０

９

９

く

１

１

ｌ

く

く

く

く

２１

０

０

１

１

蛇

脚

１

Ｍ

筒型伽
一
岬
一
叩
－
９
｜
⑪
｜
岬

▼

ｌ

Ⅱ

①

〈

Ｈ

⑪

叩

＆

ｑ

Ｕ

４

蛆

・

－

（

ソ

，

■

Ｇ

Ｏ

２

８

１

㈱

川

棚

Ⅷ

脚

帆

”
｜
Ⅷ

凶

一

門

帥

一

抑

一

緬

一

洲

一

源

一

緬

一

州

銘

銘(制）

銘

銘

銘

輪花形

2. 6

N37 .排二I(10． 8） ’ 2． 6

３３Ｐ３３０１３Ｎ２４２
３

４
３

Ｋ
Ｒ 染付け老人なL磁器 皿類 (5． 1）(10）図Ⅲ 3－20 小皿 リ リ

ゴ■ ~

染付け ｜

染付け ｜
鉄釉上書き

染付け

染付け

染付け 多角形

獅子・花

蛇の目釉剥ぎ｜ 格子文
寿

｜ | |水文

花、浮文

花文 不明

釉なし

釉なし

なし

なし

なし

あり ・不明

不明

線画

筒描き

筒描き

順
嘘
嘩
峰
嶬
癖
儒
幟
蝉
榊
誇
需
誇

E35 . F35 . G31

I38 ｡Ⅷl ･M1 . （)12

M41

Ⅷl ・ R42

Q､11

L12 .Ⅷ2

138

J38 .F~~lO

E40

E35

N33 ・ I』37

M1

P32 ・排土

畔
一
躍
一
瞬
一
瞬
一
畷
一
癖
一
峠
一
峠
一
峠
一
畔
一
瞬
職
一
職

帥

祁

８

勒

鮒

４

４

８

ｄ

Ｉ

１

ｎ

ク

臼

姉

、

Ｕ

４

ｌ

玉

Ｆ

ｎ

Ｕ

ハ

ｎ

Ｕ

【

７

０

（

ｘ

〕

ｎ

ひ

ｎ

Ｕ

■

Ⅱ

Ⅱ

、

ノ

御

向

く

Ｕ

口

当

ｎ

／

］

ｎ

ノ

】

⑪

ノ

】

ｎ

ク

】

吻

皇

、

４

ｎ

／

三

町

／

】

向

く

⑫

ｎ

屯

Ｕ

、

乱

Ｕ

の

く

Ｕ

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

1,Ⅲ ｊ８

ｊ

詞

１

３

１

２

１

く

０

州
一
雌
一
邪

大皿

~不明 ~ ~

、
｜
岬
一
い

ふた

口縁

注ぎ口

ふた

取手部

注口

ふた

染付け

染付け

染付け

染付け

線・点文

文字

(8. 7）

7'六・
Iノ、

山水・渦巻文
、 心

ﾑ. 皇6.6

３Ⅱ３~
~ ２３１⑪

、
Ｕ

Ｆ
Ｗ
し

、
ノ
『
１
０
“

恥
、
切
叩
、
Ｕ

、
Ⅲ
し
Ｆ
肌
皿

上絵つけ 肥前系草花文など御神酒磁器 徳利 (5. 5）図Ⅲ－3－34

６

２

１

３
５
３
３

Ｅ
３
１
１

－
３３

４

３

Ｆ

６

３

３

８

１

３
３
８
３

１

１

・

ｊ

Ｉ

Ｌ
せ
ざ
~
ｌ
Ⅱ
１
１

房
ｆ
Ｏ
や
◆

３

７

４

７

３

３

１

ｎ
屯
・
り
ゆ
●

開

３

１

ハ
‐
Ｕ
ｄ
Ｉ
１
屯
１
１
．
１
Ｊ

０
Ｉ
Ｔ
Ｏ
州
吐

染付け草花文 袖なし磁器 徳利 Ll2 7．05図Ⅲ－4－35

１
１

４
１

①
ｅ

Ｏ
ｌ

Ｏ
Ｉ

Ｇ
■

白
Ⅱ
几
。
■
Ⅱ
０

４

４

Ｆ

Ｉ

■

や

も
Ⅱ
且
合
Ⅱ
Ⅱ

０
■
１
０
１
１

０１

リ

】

Ｅ

‐

Ｉ

染付け釉なし下明徳利 (13）磁器 8． ．1図Ⅲ－4 36

染付け

染付け

染付け

釉なし

釉なし

釉なし

不明

不明

不|ﾘI

銅

翻

一

御

２‘

４

１，

］

４
１１２

２

１

２

１

１

３

Ｊ

Ｆ

Ｏ

躍

一

職

癖

咽

Ｍ

｜

咽

７

８

９

３

３

３
~~

４

４

４
~~

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

図

図

図

一

３

０

４

帥
－
７
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穂香川右岸

器高・

残存高
高台径

底径
口径 文様等 染付け

釉など
図番号 材質 器種名 細分類 出土地点 その他

（ ）は推定［ ］は現存部

4.8 [8. 15]

1． 55 ［8.3］

:1.6 [7.85]

l. 15 [!). 65]

:1.l [1 (). 75]

［23.75] 7． 2

外|、

灰袖

灰袖

灰袖

灰袖

灰袖

灰袖

価
一
鋤
一
諦
一
蜘
一
郷
一
蝿
一
軸

見込

図Ⅲ 5－|(）

図IⅡ－5－1 1

図Ⅲ 5－:12

図Ⅲ－5－13

図m－5－l l

lxIⅢ－5 15

癖
一
癖
一
僻
一
癖
一
蹄
一
瞬

銅
一
銅
一
耐
一
銅
一
綱
一
”

焼酎徳利

焼酎徳利

焼酎徳利

焼酎徳利

焼酎徳利

焼酎徳利

？

↓

ハ
Ⅱ

０

１

１

１

Ｐ

Ⅱ

剛
一
恥
一
剛
一
剛
剛
一
恥

跡

６３Ｒ
Ｏ３ＲＫ

８

Ⅱ

３Ｎ７

７

１

３

３

４

，

９

Ⅱ

？
】
ｎ
Ｊ

X31
6bF

I1;〕
二

。

，

Ｔ

ユ

０
１
１
争
呈

』

１

１

１

３

＃

０

６

６

３

３

９

４

６

１

１
lxlⅢ 5 46 妬器 徳利 焼酎徳利 21 .8］ 7. 9 灰袖 鉄袖 灰釉

職
一
瞬
一
幟
一
罹
一
癖
一
癖
一
畷
一
瞬
一
峠

７

ハ

ざ

９

０

１

２

ｎ

Ｊ

０

１

５

１

１

１

５

５

５

５

５

－

剛

~
~
~
~
~
~
５
５
５
５
５
５
－
，
６
６

~
~
~
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ｉ

１

１

１

１

１

１

１

１

図

図

図

図

図

図

図

図

図

翻

一

翻

一

緬

緬

一

緬

細

一

綱

一

壺

純

焼酎徳利

焼酎徳利

焼酎徳利

焼酎徳利

焼酎徳利

焼酎徳利

焼酎徳利

１蛎

珊

打

珊

別

刷

Ⅲ

側

５

ａ

ｎ

‐

型

６

８

“

ｌ

ｆ

ｆ

ｆ

ｆ

ｆ

ｆ

ｌ

に

剛
一
、
｜
祁
一
砺
一
剛
－
７
｜
剛
一
岬

蠅
一
怖
一
艸
一
Ⅷ
｜
Ⅷ
｜
Ⅷ
｜
剛
一
Ⅷ
｜
Ⅷ

灰袖

灰袖

灰袖

灰袖

灰袖

灰袖､ 刻印

灰袖、刻印

鋤
一
鋤
一
蹴
一
郷
一
鋤
榊
一
郷

蜘
一
剛
一
恥
一
蜘
蜘
一
剛
一
耐
剛

リ

ョ

０

１

リ

雪

１

１

Ｊ

Ｒ

ｎ
ｈ
Ｕ
ハ
ｈ
Ｕ
ｄ
Ⅱ
且

⑪

、

⑪

⑪

１

１

、

／

】

Ｒ

Ｒ

Ｎ

Ｉ

〃
’
○

’

’

’’

’

七

ｑ
ｌ
１

０

１

２

１

Ｋ

１

Ｎ

l (). :l

~25. 9 唐津系

ｌ

０

０

ｌ
０
４
ｉ

Ｆ
４
Ｊ
９

、
ノ
ョ
心
か

１

１

，

〃

Ⅵ

Ⅱ

り

ゆ

０
１
Ｊ
戸
、
Ｊ

１

３

２

Ｌ

Ｏ１
１
’
１
１
４
１
１

１

▲

９
１
洲

３

Ｎ

Ⅱ
０

陶器lXlⅢ－6－5(i かめ l(） リリ
ごご ' 1．3 唐津系

|XlⅢ-6 571 1淘器｜ かめ
|叉IⅢ－6－58陶器｜ かめ

戸

１

一

９

－

３

ｎ

Ｊ

ソ

】

リ

】

塊
一
脚 ８３７３６

１

３

１

~
Ｆ
、
Ｊ
０
３

４

Ｒ

９

９

１

３

１

０

０

６

４

３

Ｆ

Ｐ

７ 唐津系

唐津系

陶器 [1 1 .7］| ､XlⅢ－6－51） かめ I.､1 1 . ‘137 ．M．12 ．N,~11 . （)~111 1 ． 5 唐津系

癖
一
癖
一
癖
一
癖
一
幟

図Ⅲ－7－60

図Ⅲ－7－(il

図IⅡ－7－62

図Ⅲ 7－63

1XlⅢ－7－61

堕壁

E塗
陶器

陶器

|陶器

池
一
Ⅷ
｜
Ⅷ
｜
Ⅷ
｜
剛

唐津系

唐津系

唐津系

唐津系

廠津系

伽

Ｍ

洲
‘
縮

Ｊ
３
９

０
６
７

１
３
１

８
４

３
３

師
訓

Ｋ
Ｐ

洲
閥
洲

ロー心印

句、､／－7
ｰご〆~／

ラ瓶
図Ⅲ－8－65 磁器 11 (i､ 01l テ

P. 』 染付け 波佐見､1‘M)ANS A】

コンプ

ラ瓶

ｎ
ｏ

⑪
ｊ

Ｔ
Ａ

ｌ

７

０
１
叩
ｊ

リ

一

心

。

‘
ｌ
ハ
リ

ー

６

１

３

０

５

６
４
３

赤
Ｌ
Ｏ

図Ⅲ－8 66 磁器 [15.0］
ー 戸

h, ﾛ､
『JD qJ 染付け 波佐見

図III－8－{j7

図Ⅲ－8 (i8

図Ⅲ－8 69

図Ⅲ－8－70

図Ⅲ 8 71

瞬
一
鍔
一
鑑
一
瞬
一
峰

ｺﾝﾌﾗ瓶

コンプラ瓶

ｺﾝﾌﾗ瓶

ｺﾝﾌﾗ瓶

コンブラ瓶

戸

ひ

り

】

、

舟

ｏ

ｒ

３

０

旧

Ｊ

●

再

Ｉ

⑪

』

”

舟

Ｏ

叩

０

Ｉ

山

６

判

２

７

９

］

０

Ｊ

０

蛾

３
３
１
、
～
、
～
Ｉ
Ｊ
ハ
リ
ハ
ｈ
Ｉ

染付け

染付け

染付け

染付け

染付け

波佐見

波佐見

波佐見

波佐見

波佐見

13

R36 ． 38

| IZ()YA

~KY．

口縁 ’ 3. 1 肌
一
州K38 ． 41

表11 包含層の掲載土製品、石製品、骨角器自然遺物一覧

泄椛・
グ'ノッ’

建
一
く
一
噸
一
鯏
一
恥
一
い
岬
一
伽
一
榊
一
岬
一
岬
一
岬
一
岬
一
雨
一
い

幅 厚さ
）は現存部cm

1． 20 1 ．08

0．85 0． 8

0~ 65 0． 65

（3. 4） （0.3）

（3. 7） （3. 2）

（‘1. 6） （3. :1）

(5. 2) (1. 1))

（2. 15） （1．4）

（1 . 65） （0.5）

（2.2） （1 . ()5）

（1.85） （0.95）

（1 ． 9） （0. 5）

2． 8 （2. 2）

遺物
番号

』Kさ
′ 、

（gノ

1 ． 6

1 ．8

2． 1

（9. 2）

(13．5）

(28. 2）

(85. 9）

（3. -1）

（0. 6）

(3. 9）

（3. 1）

(3. 3）

(21 ． 0）

胎土・石材

素材
ZI番号 器唖椚 胴位 附考

２

３

凸

１

５

代

り

７

８

９

０

ｉ

２

３

．

１

局

ｊ

７

同

’

７

７

行

Ｉ

再

ｉ

７

８

〈

Ｈ

〈

Ｈ

Ｎ

８

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

~

~

~

~

~

~

~

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

肌

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

土玉

土玉

石筆

石盤

砥石？

砥石？

硯

回転式離頭鈴先

骨角器？

自然遺物

自然遺物

自然遺物

自然遺物

生

３

０

叩

《

０

１

１

１

６

２

２

６

０

○

４

６

，
Ｊ
２
‐
４
．
４
．
ｌ
３
ｎ
ｊ
４
○
４
叩
ｊ
ｌ
ｎ
ｊ
２

~

~

~

~

~

~

~

~

~

Ｄ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

Ｉ

Ｌ

Ｌ

Ｎ

Ｊ

Ｏ

Ｍ

Ｇ

Ｋ

Ｉ
－
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

4面に文様

滑石

粘板岩

軽石

軽石

凝灰岩

シカ

シカ肢骨

イルカ獺

クジラ類

シカ肢骨

シカ脛骨

火皿の可能性

火llllの可能性790

メス

表12包含層の掲載ガラス製品一覧

柵
シ

遺
夘

幅 ’ 厚さ
）は現存部cm

(i5 1 (17)
7． 6 （0. 7）

遺物

番号

崖
一
く
一
些
四

亜さ

イロ1
、‐'

177． 8）

(76.8）

胎l自 ・石材

素材
図番号 器種名 層位 伽考

戸

制

如

Ｕ

ｏ

６

Ｒ

》

~
~

９

９

~
~

Ⅲ

Ⅲ

図

脚

ガラス製瓶

ガラス製瓶

－

８

１

３
~~

Ｋ

Ｆ

１
画
Ｉ

詫
一
雑

弓
〈
づ
く

二
／
一
フ

ガ

ガ

〃0



覧表

表13掲載金属製品・ガラス玉一覧

備考重さ(9)

(1 . 30)

（2.50）

(3. 90)

（3. 60）

（3.40）

（‘1.70）

(1 1.20)

(13. 40)

（5. 30)

（8.40）

9．40

12. 70

(31 . 60)

(22. 60）

(15.80)

(13.30)

(15.00)

(16. 10)

(17. 10)

(17.70)

(14. 90)

(19.40)

(18. 10)

(18.60)

(15.7())

18. 50

(19. 60)

(36. 20)

(28. 20）

33. 10

(106. 10)

(130. 10)

（6.80）

(16. 10)

(22. 90)

(16. 90)

(49.70）

(~17.30）

(16. 50)

(21.40）

(28. 50）

(29.80)

(38. 20）

(32.80)

(36. ,1()）

(39. 70）

(21. 90）

(5.80)

（4.70）

（7.80）

(13.20)

(15. 10)

(22. 10)

(14. 50)

(10.70)

(16.30)

(17.40)

（28.30）

（24.3())

（28. 70）

（33. 90）

（42. 70）

（55. 20）

（69. 50）

（22.80）

(26.70)

層位 長さ×幅×厚さ (cm)

I (3. 75) ×0.80× (0. 75)

I (4. 50) ×(). 9()×0． 50

1 (4.75) ×1.05×0.58

1 (1.35) ×1.02×0． 52

1 (3. ;15) ×| ､20×0． 60

1 (5.50) ×0. 95×0． 50

1 (8. 25) × (1 . 10) × (0. 85)

I (8. 85) ×1 . 55×0．95

1 (6. 10) × (0.95) ×(). 60

1 (5.95) × (2.60) × (0.80)

I 6．95×0．75×1． 15

1 7． 85×0．90×1． ‘15

1 (9.9()) ×1 ． 10× (1 . 00)

I (5. 65) ×1.35×1 ． 60

I (8. 60) ×1.05× (1.25)

I (6. 95) ×1.05× (1.30)

I (5.85) ×1 . 20×1. :10

1 (7.00) ×1 . 30×1. ,15

1 (7.35) ×1 . 25× (1 . /10)

I (8.00) ×1 . 25×135

1 (9. 05) ×1 ． 10× (1 . 25)

I (1). 10) ×1. 15× (1 . 35)

I (8.80) ×1.35× (1.3())

I (9. 25) ×1.35× (1. 5())

I 9.30×1. 3()× (1 . 60)

I 9. 30×1．10×1． 25

1 (9. 65) ×1 . 15×1. 15

1 (11. 30) ×(1．85) × (3. 50)

I (1 (1. 20) ×1 .45×1 ． 20

1 5. 50×7. 35×1.58

1 20．20×4.35×2． 75

1 (21 . 75) × (,1.25) × (1.30)

I (3. 90) × (1.70) ×0．75

1 7. 20× (2.65) ×1．00

1 (9.8()) ×3. (10×1． 55

1 (5. 35) × (3. 30) × (1 ． 20)

I (9. 50) ×3. 10×3， 15

1 (12.25) × (3. 10) ×1 ．25

1 (5. 90) × (2.75) ×1．35

1 (8. 60) ×2.60×1. 10

1 (7.75) × (2. 50) × (1 .15)

I 6. 1()× (2. 85) × (4.05)

I (7. 30) × (2. 95) × (2.00)

I (1 1.35) ×3.80× (1.40)

I (6.50) ×3. 6()× (1 . 3())

I (6.75) × (3.70) ×1 ．35

1 (:1.65) × (3.05) ×1．35

1 (5.65) × (0. 95) × (0.90)

I (5. 50) ×1 . 15×1. ()0

1 (5.80) ×1.10× (1. 20)

I (5.85) ×1 . 65×1．00

1 (7.3()) ×1 . 00× (1 .25)

I (8.35) × (1 . 65) × (1 . 30)

I (l. 50) × (1, 5()) × (2. 55)

I (5. 40) ×1 .75×1 ． 15

1 (7. 58) ×l.70×1 ． 30

1 5.80×1. 70×3．70

1 (I (). 20) ×1 .85× (l.30)

I (6.50) ×1 . 70×1．25

1 (8.30) ×1 . 60×1．35

1 (9. 10) ×1.75× (0.90)

I (1 1.70) ×2. 10×1 ． 85

1 (12.80) ×2.05×1 ． 55

1 9. 35×1 . 80× (7. 15)

I (8. 10) ×1 . #15×1 ．40

1 (9. 10) ×1 . 60×1.00

グリット

N-41

P－37

G-31

F－41

N－35

G-32

P-37

F－41

l1－33

G-39

G42

E-34

．1－42

J-41

1－33

1.-34

ll-33

L-33

1 ．－33

L－33

L-34

L-34

L33

L33

L33

I"-33

L31

I-39

P40

L－－ll

l 33

（)-33

G-32

N－34

M-33

J－42

1 35

，l－42

N-37

M－41

,1-.12

1－41

K－42

L－37

J－12

N－40

G-41

F-33

11－~11

,1 -10

1I-40

(i-41

E－33

｝1－41

Ⅱ－37

G-36

N－41

J-39

N－39

1－32

G-42

E－42

F－41

G-37

G－33

G－40

器種名

角釘（舟釘類）

角釘

角釘類

角釘（舟釘類）

角釘（舟釘類）

舟釘

角釘類

角釘（舟釘類）

角釘

角釘類

角釘（舟釘類）

角釘（舟釘類）

角釘

角釘

角釘

角釘（舟釘類）

角釘（舟釘類）

角釘

角釘

角釘

角釘

角釘（舟釘類）

角釘（舟釘類）

角釘

角釘

角釘

角釘（舟釘類）

角釘（舟釘類）

角釘（舟釘類）

角釘

角釘

角釘類

舟釘

角釘（舟釘類）

角釘（舟釘類）

舟釘

舟釘

舟釘

角釘（舟釘類）

角釘（舟釘類）

舟釘

角釘

舟釘

舟釘

舟釘

角釘（舟釘類）

角釘（舟釘類）

角釘（舟釘類）

舟釘

舟釘

舟釘

角釘（舟釘類）

角釘（舟釘類）

舟釘

舟釘

舟釘

角釘

舟釘

舟釘

舟釘

角釘（舟釘類）

角釘（舟釘）

角釘（舟釘類）

角釘（舟釘類）

角釘（舟釘類）

舟釘

掲載番号

図Ⅲ-10-87

図Ⅲ－10－88

図Ⅲ－10－89

図Ⅲ-10-90

図Ⅲ-10-91

図Ⅲ－1()－92

図Ⅲ-10-93

図Ⅲ－10－94

図Ⅲ-10-95

図Ⅲ-10-96

図Ⅲ－10－97

図Ⅲ－10 98

図Ⅲ－10 99

図Ⅲ-10-100

図Ⅲ-10-101

図Ⅲ-10-102

図Ⅲ-10-103

図Ⅲ-10-104

図Ⅲ-10-105

図Ⅲ-10-106

図Ⅲ-10-107

図Ⅲ-10-l08

図Ⅲ-10-109

図Ⅲ-10-110

図Ⅲ－10－1 1 1

図Ⅲ-10-112

図Ⅲ-10-113

図Ⅲ-10-111

図Ⅲ-10-115

図Ⅲ-10 116

図Ⅲ-l0-117

図Ⅲ10-118

図Ⅲ-1 1-119

図Ⅲ-1 1-120

図Ⅲ－1 1 121

図Ⅲ-1 1-122

図Ⅲ-1 1-123

図Ⅲ-11-124

図Ⅲ-1 1-125

図Ⅲ-11-126

図Ⅲ-1 1-127

図Ⅲ-11-128

図Ⅲ-1 1-129

図m-l l-l30

図Ⅲ－1 1-131

図Ⅲ-11-132

図Ⅲ-11-133

図Ⅲ-11 134

図Ⅲ-1 1-135

図Ⅲ-11-136

図Ⅲ-11-137

図Ⅲ 1 1 138

図Ⅲ-11-139

図Ⅲ－11－昨10

図Ⅲ-11-昨' 1

図Ⅲ-11-142

図Ⅲ－11－昨'3

図Ⅲ-1 1-144

図Ⅲ-12-145

図Ⅲ-12-146

図Ⅲ－12117

図Ⅲ-12-148

図Ⅲ-12-149

図Ⅲ-12-150

図Ⅲ-12-151

図Ⅲ-12-152

~~

I〃
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掲載番号

図Ⅲ-12-'53

図Ⅲ-12-15/l

図Ⅲ-12 155

図Ⅲ-12-156

図Ⅲ-12-157

図Ⅲ-12 158

図Ⅲ－l2-l59

1Zlm-12-16()

図Ⅲ-12 161

図Ⅲ-12-162

図Ⅲ-12-163

図Ⅲ－12－16~1

図Ⅲ-12 165

図Ⅲ-12-166

図Ⅲ-12-167

図Ⅲ-12 168

図Ⅲ-12-169

図Ⅲ-12 170

図Ⅲ-13-171

図Ⅲ-13 172

図Ⅲ-13-173

図Ⅲ-13-171

図Ⅲ-13-175

図Ⅲ-13-17(j

図Ⅲ-13-177

図Ⅲ 13-178

図Ⅲ-13-179

図Ⅲ-13 180

図Ⅲ-13-181

図Ⅲ-13-I82

図Ⅲ-13-183

図Ⅲ-13-184

図Ⅲ-13-185

図Ⅲ-13-186

図Ⅲ-13-187

図Ⅲ-13-188

図Ⅲ-13-189

図Ⅲ-13-190

図Ⅲ-13-191

図Ⅲ-13-192

図Ⅲ-13-193

図Ⅲ－1 』1-19.1

図Ⅲ-14 195

図Ⅲ一l .1-196

図Ⅲ-14 197

図Ⅲ－M-198

図Ⅲ-14-199

図Ⅲ-14-200

図Ⅲ-14-201

図Ⅲ-1 1-202

図Ⅲ-14 203

図Ⅲ-14-201

図Ⅲ-14-205

図Ⅲ-15-206

器種名

舟釘

舟釘

舟釘

角釘（舟釘類）

舟釘

角釘（舟釘類）

グリット

（}-40

1)-32

L-40

E－41

K40

N-35

1I-36

P37
T 1）‘）

LーG)〔〕

F-36

E-38

M-33

M-33

L－31

G-42

F38

N－31

Q-33

Q-36

F-40

II 41

F-40

11-11

1-33

lI－41

M－39

E-36

P－34

E－41

M－41

E－42

E-35

F-1()

E－39

M－‘12

G-40

L－42

，1 37

K-告12

11-35

L－40

E－38

N-34

1－41

l)-34

0-34

P－33

E－33

E-35

L34

l]-38

N－31

F－39

G－39

Ⅱ-42

F-35

M－39

I－41

E－lO

‘1－41

．1－31

F－39

1)－31

F-35

1〕－41

1－41

G－42

E-34

．1－．11

副
一
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
－
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
－
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
｜
》
Ｉ
ｌ
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
二
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
－
Ｉ
ｌ
Ｉ

長さ×幅×厚さ (cm)

9. 0()×1．95×1 ．03

（8.35） ×2.05×1． 55

9．40×2． 15×2． 30

15. 65×1．90×1 ． 70

(14. 35) ×2. 05× (1.00)

（6. 75） ×1 .80×1.30

(10.45) ×2.00×1．35

（5. 90） ×1 .65×2． 25

（3,35） ×(0. 70)×(1.80)

（8. 30） ×1.30×2.85

8. 80×2. 10×2. 70

9． 90×2. 05×2. 65

10. 10×2. 20×2．65

10． 60×2. 25×2．45

1 1 . 80×2. 15×(1 . 65)

(10.40) ×2. 7()×2.70

(14.70) ×2. 50×2． 90

17. 85×1.00×3．0月

（2-35） × （3.45） ×0．70

(5. 55） × （2.4()） × （0.75）

(6.40) × (2.20) × (0.75)

（7.70） × （4, 20） ×0．75

(5. 70) × (5.2()) ×0. 85

(5. 15) × (5. 95) × (1.30)

8． 25× （7.85） ×0． 90

9. ()0×8． 20×1 ． 05

8． 70×7．50×0． 95

7． 60×2．50×0． 50

（3. 25） × （2. 60) ×0. 55

2．75× （5.20） ×0． 55

（8. 15) ×l.45× (1 . :15)

16. 0×1 ．70×0.90

3．60×1 . 90×0．95

＃1．15×1 ． 60×1 ． 10

4．65×1．80×1 ． 20

（4.35） × (1. 05) ×1 ．05

（7.45） × (1 . 25) ×1. 5(）

4．80×1 ．30×1 . 15

3．70×1.05×1 ．00

(4. 60) ×0.95×0． 95

(9. 45） × （8. 40) × (3.45)

(8. 35） × (1 . 65) × (0.60)

(8.85） × （2. 85） × (0.60)

（7.33） ×(1 ,75)×(0.75)

(10.75) × (4.5()) × (0.70)

(10.30) × (6.25) × (0. 90)

(9.05） × （9. 30） × （0. 75）

6． 95×6． 65×1．00

6． 35×2．05×0． 50

11.75×2．85×0. 55

6． 15×3．75×0． 90

(6.95） × （6.70） × (3.00)

14． 65×2.45×2．40

3. 50×5. 69×0．25

重さ(9)

（25. 30)

（30. 00）

(30. 10)

63． 50

(61 . 1())

（28. 8()）

（57. 60）

(22. 10)

（3. 20）

(15. 90)

48． 90

73. 50

（74.50）

（69. 50）

(61.70)

（65.8()）

(89. 10)

（66. 90）

（6. 6()）
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